
    
      
        
      
    

  











































































ちょっぴり年上でも彼女にしてくれますか？６
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　昔々あるところに、とても仲のいい三人の少年がいました。

　三人はお互いを愛称で、ウラ、カナ、モモと呼び合っておりました。

　ウラは活発な男の子。

　背は小さいけれど好奇心旺盛おうせいで元気いっぱい。二人をぐいぐいと引ひっ張ぱっていくリーダー的な存在です。少し威張いばりん坊なのが玉に瑕きずだけれど、二人の友達をとても大切に思っていました。

　カナは大人しい男の子。

　おしゃべりが苦手で恥ずかしがり屋で、外で遊ぶより本を読むのが好きでした。でもウラやモモが誘ってくれると、喜んで一緒に遊びにいきます。

　モモはのんびりした男の子。

　体は一番大きいけれど、穏やかで優しい心の持ち主。ウラがはりきりすぎて失敗したときはいつも励ましてあげて、カナが怖がって泣いてしまったときは泣き止むまでそばにいてあげます。

　三人はいつも一緒に遊んでいました。

　これから大きくなっても、大人になっても、ずっと一緒にいるんだと──今の関係がずっと続いていくんだと、そう信じて疑いませんでした。

　でも──

　あるとき。

　三人が──中学生のとき。

　一人の少女が、彼らの下に現れます。

　都会から転校してきて友達がいなかった彼女を、リーダーであるウラが仲間に入れてあげました。

　その少女は三人から──リュウと呼ばれるようになります。

　友達が一人増えて、彼らはさらに賑にぎやかになります。

　一緒にゲームをしたり、野山を駆けまわったり、勉強を教え合ったり……様々な出来事を経て、彼らはどんどん仲良くなっていきます。

　三人が四人になっても彼らの友情は変わりません。

　彼らの友情は永遠に不滅──

　と。

　そんな風に考えていたのは、







　のんびり屋さんのモモだけでした。

　他の三人は……モモより少しだけ早く心が大人になっていたのです。




　ウラは──リュウのことが好きになってしまいました。




　大切な友達だと思っていた女の子のことを、いつの間にか好きになってしまったのです。でも意地っ張りなウラは、その気持ちを伝えることなんてできませんでした。

　想いはずっと、胸に秘めたままでした。

　しかし。

　あるとき、ウラはリュウから相談されます。

「私、カナのことが好きなんだ」

　と。

　ウラはとてもショックでした。

　目の前が真っ暗になるようでした。

　でも、カナならいい、と思いました。

　友達だから、誰よりも大切な友達だから、自分が好きになった女の子と幸せになって欲しいと、心からそう思いました。

　だからウラは自分の気持ちを押し殺して、リュウに言いました。

「任せろ。僕ぼくが必ず二人をくっつけてみせる」

　リュウはとても嬉しそうな顔をして、ウラに笑いかけました。

「ありがとう、ウラに相談してよかった」

　ウラも笑いますが、胸はとても痛かったです。

　とてもとても、痛かったのです。

　ウラはその日から、リュウとカナをくっつけようとします。

　でも。

　カナは──リュウの気持ちには応えませんでした。

　それは仕方がないことでした。

　だってカナには、他に好きな女の子がいたのだから。

　ウラは──許せない気持ちになりました。

　必死に自分の想いを押し殺して応援していたからこそ、裏切られたような気持ちになってしまったのです。

　ムキになったウラは強引に二人をくっつけようとしますが、カナはずっと拒否きよひし続け……そんなことを繰り返すうちに、二人は仲が悪くなっていきます。

　そんな状況が辛つらくて、ある日、カナは言ってしまいます。

　耐えきれなくなって言ってしまいます。

「やめてよ。どうしてウラは、僕とリュウをくっつけようとするんだよ」

　言ってしまいます。

「本当は──ウラがリュウのことを好きなんでしょ？」

　人の心の機微きびに聡さといカナは、ずっとウラの本心に気づいていたのです。

　気づいていたからこそ、自分の気持ちを押し殺して相手の恋路を応援するウラが、痛々いたいたしくて見ていられなかったのです。

　カナはカナで、ウラとリュウがくっつけばいいと、ずっとそう思っていたのです。

　そして。

　その会話は──リュウに聞かれていました。

　リュウはそこで、初めてウラの気持ちを知りました。

　自分がどれだけ残酷ざんこくなことをしていたのか、わかってしまいました。

　そんなリュウを見たウラは、激しい恥辱ちじよくを味わいました。

　秘めていた想いを知られてしまったことが、恥ずかしくて恥ずかしくて、惨みじめで惨めでたまらかったのです。

　そこで彼らの関係は──決定的に破綻はたんしました。

　ウラは、なにもかもが嫌いやになって部屋に引きこもるようになりました。

　元気いっぱいで威張りん坊だった少年は、別人のように暗く自閉じへい的になり、誰にも心を許さず塞ふさぎ込むようになりました。

　カナは、自暴じぼう自棄じきになって好きでもない女と付き合い始めました。

　大人しくて恥ずかしがり屋だった少年は、別人のように明るく社交的となり、薄っぺらい笑顔を浮かべて、他人と上うわっ面つらの付き合いをするようになりました。

　リュウは──深い罪悪感を抱き、彼らと距離を置きました。

　これが、事の結末。

　仲のいい友達同士だった四人は、互いの思いのすれ違いから心に深い傷を負い、バラバラとなってしまいました。

　しかし。

　そこで、物語を終わらせなかった少年がいました。

　モモです。

　のんびり屋さんのモモは、他の三人と違ってまだ恋を知らない少年でした。他の三人がどうしてそこまで一生懸命になっているのか──どうして深く傷ついてしまったのか、正直わからない気持ちの方が大きかったです。

　でも、嫌だったのです。

　友達がバラバラになってしまうことが、とてもとても嫌だったのです。

　だからモモは、頑張がんばりました。

　とにかくとにかく、頑張りました。

　なにか起死きし回生かいせいの一手があったわけではありません。

　なにか素晴らしい奇跡を起こしたわけではありません。

　ただただ愚直に──みんなと仲良くしようとしました。

　毎日ウラの家に遊びに行って、毎日カナとリュウに話しかけて。

　そうやってひたむきに、必死に、真摯しんしに、関係を修復しようとしました。

　また四人で仲良く遊べる未来を夢見て、必死に頑張り続けたのです。

　頑張ればまた全部が元通りになると、本気で信じて──

　結果。

　モモの思いは彼らに届きました。

　ウラは学校に戻ってきました。

　カナとウラは、段々と普通に会話ができるようになりました。

　三人は一緒の高校に行くぐらい、仲のいい友達同士に戻ることができました。

　でも。

　全てが元通りになることはありませんでした。

　リュウだけは。

　リュウだけは、三人とは違う高校に行ってしまいました。

「二人に合わせる顔がない」

　どれだけモモが説得しても、リュウの罪悪感が薄れることはありませんでした。仲のよかった三人の関係を身勝手な思いで壊してしまった自分を、どうしても許すことができなかったのです。

　こうして、ウラ、カナ、モモは、また三人に戻りました。

　めでたし、めでたし──では、物語は終わりません。

　彼らの物語は、今もなお続いているのです。
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　夢を見ていた気がする。

　懐かしい、昔の夢。

　ウラとカナがいて、そしてリュウもいた頃の夢。

　四人で笑い合っていた頃の夢。

　中学時代の、かけがえのない、眩まぶしいぐらいの思い出──


「…………」



　ベッドから起き上がり、身支度を軽く整える。

　なんだかな。

　あの頃の夢を見たのなんて、ずいぶんと久しぶりのことだ。

　最近はもう、思い出すことも少なくなっていたのに──

「……はあ」

　軽く息を吐く。

　眠気のせいなのか、それとも見た夢のせいなのか、どこか重たい頭を引きずるような気分のまま、俺おれは部屋から出た。

　あくびを嚙かみ殺しながら階段を降りていくと──エプロン姿の女性と出くわした。

　一瞬、言葉に詰まる。

　未いまだにこの人のことを、なんと呼んだらいいのか迷っている。

　急に呼び方を変えるのもおかしいような気がして、結局前の呼び方で通しているのだけれど──

「おはよう、薫かおるくん」

　俺よりも先に、彼女の方が先に挨拶あいさつをしてきた。

　穏やかな笑顔で──俺が大好きな人に、よく似た笑顔で。

「おはようございます、妃きさきさん」

　俺は言った。

　結局まだ、『妃さん』呼び。

　なんとなく恥はずかしくて、『お義母かあさん』と呼ぶことはできない。

「ちょうど今起こしにいこうとしたところだったの。朝ご飯、もうできてるから。早く食べないと学校に遅刻しちゃうわよ」

　ごく普通の調子で言う。

　俺が言葉を返せずにいると、彼女は不思議そうな顔をした。

「……どうしたの？　なんだか覇気がないけど？」

「いや……なんつーか」

　不思議そうな顔の妃さんに、

「妃さんがうちにいるって状況に、まだ慣れなくて」

　と、俺は言った。

　彼女は最初きょとんとした後に、くすくすと笑う。

「やだもう。まだそんなこと言ってるの？　私が住み始めてから、もう一週間も経ったっていうのに」

「それはそうなんですけど」

「慣れる慣れないで言ったら、私だってまだ全然慣れてないわよ。どこになにがしまってあるのか全然把握はあくできてないし、洗濯機や乾燥機もいまいち使いこなせないし」

　それに、と妃さんは続ける。

「薫くん……パンツを洗わせてくれないし」

「いやっ、それは、やっぱ……なんていうか、ほら……ねえ？」

「面倒めんどうでしょう、あとから自分のパンツだけ自分で洗うの？　洗剤や水道代だってもったいないし」

「わ、わかってるんですけど」

「はあ。やれやれ。思春期の息子を持つとお母さんは大変ね」

　冗談めかして言う妃さん。

　思春期……なのかなあ？

　そうなのかなあ？

　とにかく嫌なんだよなあ、妃さんにパンツを洗濯されるの。

　普通に恥ずかしいというのもあるけれど……そもそも彼女は、俺の新しいお義母さんであると同時に、彼女の姉でもあるわけで……。

　まだ彼女にも洗濯してもらったことがない俺のパンツを、彼女のお姉さんに洗濯してもらうことに……なんか抵抗があるんだよなあ。

「うふふ。まあいいわ」

　早く顔洗っていらっしゃい、と。

　そんな言葉を残し、妃さんはキッチンへと戻っていた。

　なんだかその顔はとても充実し、活き活きとしているように見えた。







　織原おりはら妃。

　俺のちょっぴり年上の彼女、織原姫ひめ──の、実のお姉さん。

　34歳で、バツイチ。

　以前から何度か面識はあったのだが……先日、なんと彼女が交際中の相手が、俺の父親だということが発覚した。

　おまけになんと、彼女のお腹なかにはすでに、俺の弟か妹がいるらしい。

　親父おやじは頑かたくなに「決してできちゃった結婚ではない。断じて順番を間違えたわけじゃない」と言い張っているが……俺の方は、実は妃さんから裏事情を聞いている。

　このチャンスを逃すものかと、全力のノーガード戦法を駆使してきた妃さんに、親父が屈してしまった形らしい。

　しかも時系列から察するに──どうも、初対面のときにできた子供っぽいんだよな。

　親父さあ……。

　もう、40も近いのにさあ……。

　複雑な気分ではあるけれど、まあ、めでたいことに違いはないのだろう。

　彼女の姉と、自分の父親の再婚。

　そんな突拍子とつぴようしもない大事件のせいで、誤魔化ごまかし続けてきた俺と織原さんの関係が妃さんにバレてしまい、そのせいで一騒動ひとそうどうあったけれど──

　どうにかこうにか騒動は一段落いちだんらくした。

　手放しで許してもらえたわけではないけれど、黙認のような形で落ち着いた。

　そんな激動の九月を終えて──今は十月一週目。

　親父と妃さんは、九月末に籍せきを入れた。

　お互いに二回目の結婚ということもあり、結婚式に関しては未定。出産が終わって落ち着いた頃に親族だけでやろうか、という話が出ている程度。

　正式に夫婦となり、正式に俺の『義母』となった妃さんは、十月の頭からこの家で暮らしている。

　身重みおものまま、慣れない環境で生活をスタートすることは、なにかと辛いことや、ストレスになることも多いと思う。

　だからこそ俺が、俺達家族が、全力で彼女を支えてあげなければ。

　そんな風に意気込んでいたのだが──しかし。

　こっちが拍子抜けするぐらい、妃さんは我が家に馴染んだ。

　家事炊事を見事にこなし、主婦として立派に働いてくれている──

「さあ、薫くん。ご飯にする？　パンにする？　それとも……お・そ・ば？」

　顔を洗ってからキッチンに向かうと、妃さんは上機嫌に問うてきた。

　まるで新婚の奥さんのようなノリで。

　いやまあ、新婚っちゃ新婚の奥さんなんだけど。

「ちなみにパンはセルフサービスで、そばは備蓄のカップ焼きそばになります」

　実質一択いつたくだったらしい。

　つーか、すでに思い切り食卓に焼き魚並んでるし。

「……じゃあ、ご飯で」

「はい、わかりましたー」

　俺が卓につくと、妃さんはご飯と味噌汁を用意してくれた。

　手を合わせて「いただきます」と言ってから、食事を開始する。

「どう？　お味の方は？」

「美味おいしいです」

「本当に？　姫ちゃんの方が美味しいとか思ってない？」

「思ってないですよ」

　悪戯いたずらっぽい顔で問われ、苦笑気味に返す。

　まったく……他に誰もいないからって、堂々とイジってきて。

「そういえば、親父は？」

「もうご飯食べて、店の方に行ってるわ」

「姉ちゃんは？」

「まだ寝てるみたい」

「なるほど」

「そろそろ起こした方がいいかしらね？」

「いや、大丈夫だと思いますよ。意外と寝坊とかはしないタイプなんで、普通に用事がないから寝てるだけだと思います」

「そう？　ならいいんだけど」

「……あの、妃さん」

　箸はしを止めて、俺は言う。

「その……あんまり無理しないでくださいね」

「え？」

「妃さん、この家で暮らし始めてから、毎日早く起きて朝ご飯作ってくれて……他の家事とかもすごく頑張ってくれて……。もちろんすごく嬉しいし、ありがたいんですけど……でも、それで無理させてしまってるなら、心配だなって」


「…………」



「慣れない環境で暮らすのは辛いと思いますし……それに妃さんは今、一人の体じゃないんですから。もっと気楽にしててもいいと思いますよ。朝なんて、俺ら各自で勝手に食べますから、ゆっくり寝てても……」

「やっぱり優しいのね、薫くんは」

　優しく微笑み、妃さんは言う。

「心配してくれてありがとう。でも大丈夫よ。無理なんかしてないわ。やれる範囲でやってるだけ」

「本当ですか？」

「本当よ。悪阻つわりも落ち着いて、最近は体調もいいから。あんまり動かないでいるのも、かえってよくないしね」

「それならいいんですけど」

「茂しげるさんもいろいろ気遣きづかってくれるし……楓かえでちゃんは、逆に全然気を遣わないでサバサバと接してきてくれるから、それはそれですごく気楽ね。なんだかんだ楽しくやってるから大丈夫だいじようぶ」


「…………」



「ていうかね」

　妃さんは続ける。

　やや笑顔を引き攣つらせて。

「心配しなくても……今更薫くんの前で無理して格好つけたりはしないわよ。なんかバカらしいからね。『義理の息子の理想のお母さんになろう』みたいな野望は、とっくに崩壊してるから……」

「……あはは」

　自嘲気味の台詞に、俺は笑うしかなかった。

　まあ、いろいろあったからなあ。

　彼女が俺の新しい母と判明する前から接点があって、そして相手は俺を25歳だと思っていたせいで……本当にいろいろあった。

　主に性的な方面で。

　とにもかくにも……妃さんが全体的にオープンだったのだ。

　今更格好つけるのがバカらしくなる気持ちは、正直よくわかる。

「……元々薫くんのことは、義理の弟になるかもしれない相手として接していたのに、それがまさか、義理の弟より先に義理の息子になってしまうなんて。ほんと、人生ってなにがあるかわからないわ」

「同感です」

　まったくもって同感だ。

　彼女の姉として接した相手が、義理の母親になるなんて、予想できるはずもない。

「まあ、これだから人生は面白おもしろい、ってことで」

　まとめるように、妃さんは言った。

　割り切ったような、さっぱりとした声で。

「さっきも言ったけど、今更無理に母親ヅラするつもりもないから。薫くんはもう高校生で、楓ちゃんは成人してるんだものね。二人がもう少し幼かったら、二人の母親という役割を私が担う必要があったのかもしれないけど……正直、今更そんな感じで来られても鬱陶うつとうしいでしょ？」

「まあ、そうですね」

　苦笑気味に頷うなずく。

　だいぶ踏み込んだ、砕くだけた会話だった。

　幼い頃は、そういう気持ちもあった。

　自分に母親がいないことが悔しくてもどかしくて、新しい母親を望むような気持ちが、なかったと言えば噓うそになる。

　でも高校生になった今じゃ、そういう気持ちはだいぶ薄くなっている。

「だからまあ、私達はざっくばらんに行きましょうね、薫くん」

　妃さんは言う。

「お互いに茂さんにも言えないような秘密を抱えちゃってるわけだし……変に格好つけたりしないで、困ったときは助けあって、頼りあって……親子関係というよりは、対等なパートナーとしてやっていきましょう」

「それが一番ですね」

　正直、こういうぶっちゃけた感じがありがたい。

　一方的に上から目線で接してくるのではなく、ちゃんと目線を合わせて双方向的なコミュニケーションを求めてくれるのが嬉しい。

　親子関係ではなく、対等なパートナー。

　少し寂さみしいような気がしないでもないけれど、でもそれもまた、一つの家族という形なのだと思う。

　いきなり親子として接しようとすれば、どうしたってお互いに無理をしなければならないし、無理をしたとしても上っ面の付き合いにしかならないだろう。

　だから今は、どこかドライなこんな関係でいい。

　ドライだけれど、ちゃんと熱を持った関係で。

「ああ、でも」

　妃さんは悪戯っぽい顔となって付け足す。

「『お義母さん』って呼びたくなったら、いつでも呼んでくれていいわよ？」

「……まあ、気が向いたら」

　なんとなく照れ臭くて、目線を逸らす。

「うふふ。照れちゃって」

　妃さんはくすくすと笑っていた。

　織原妃──改め。

　現在では、桃田妃。

　彼女の姉で、父親の再婚相手。

　俺にとっては義母であり、そして義姉になるかもしれないという、不思議な相手。

　最初はどうなることかと思ったけれど、思っていたよりは上手くやっていけそうな気がした。







『……へえ。そう、よかったね』

　電話越しの織原さんの声は、かなり暗かった。

　暗いというよりは、怒りを嚙み殺して拗すねているような。

　妃さんに見送られて家を出てから、織原さんからラインが来た。

　これといって要件のない、単に朝の挨拶を交わすためだけのメッセージだったわけだけれど、朝食の説明をしているうちに、段々と向こうの様子がおかしくなっていった。

　向こうはまだ家にいるとのことだったので、俺は電車を降りてから電話をかけてみた。

　そしていろいろ話してみるのだけれど、拗ねたような態度はどんどん加速していく。

「ど、どうしたんですか、織原さん？」

『……別にー』

「別にってこともないでしょう。なんか怒ってません？」

『怒ってないもん。ちっとも怒ってないもん』

　口調は刺々とげとげしいまま。

　明らかに怒ってる風だった。

『桃田くんが朝からお姉ちゃんと楽しく朝食を済ませたなんて話を聞いても、全然ちっとも羨うらやましくなんてないもん』


「…………」



　あー、やっぱりか。

　それが理由か。

「やっぱりそれで怒ってたんですね、織原さん」

『だから怒ってないってば。ただ、なんていうか……なにかがちょっとおかしいんじゃないかなあ、と正当な疑問を抱いているだけ……』

　拗ねたような声で続ける。

『だってだって……おかしくない!?　なんで私のお姉ちゃんが、私の彼氏と一つ屋根の下で寝食を共にしてるの!?』


「…………」



　改めて突っ込まれると、すぐには反論できなかった。

　ごもっともな疑問であると思う。
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　ほんとにね、なんでこんな状況になってるんだろうね。

「……いや、寝食を共にって言っても、姉貴あねきや親父も一緒ですから……」

『そうだけど……桃田くん、最近は毎日毎日お姉ちゃんのご飯食べてるんでしょ？』

「それは、まあ」

『そろそろ私の手料理食べた回数超えそうだよね？』

「……まあ」

　織原さんの手料理はまだ数えるほどしか食べていないので、このペースでいったらすぐにでも超えそう。

　最近は朝晩って妃さんの手料理食べてるからなあ。

『顔合わせる頻度ひんどだって、最近じゃもう私よりお姉ちゃんの方が多いでしょ？』

「……そう、なってしまいますね」

　だって一緒に住んでるもんな。

　どちらかが避けようとでもしなければ、どうしたって毎日顔を合わせるようになってしまう。

『うう……なんでこんなことに……』

「なんか、すみません」

　思わず謝ってしまうけれど、すると織原さんは、

『ああ、ごめんね。別に謝って欲しかったわけじゃないんだけど』

　と慌てた様子で付け足した。

『しょうがないことだと思うし、桃田くんのせいじゃないってこともちゃんとわかってるよ。むしろ、お姉ちゃんが桃田家に馴染んで生活できてることは、妹として素直に嬉しいことだと思うし』

　でも、と織原さんは続ける。

『お姉ちゃんと桃田くんが一つ屋根の下で同居して、私の知らない桃田くんをお姉ちゃんがたくさん堪能してるんだろうなあ、って思っちゃうと……なんていうかこう……どうしようもない嫉妬しつと心が芽生えちゃって』

「……そうですよねー」

　面倒臭いこと言われてるなあとも思うけれど、気持ちはわかる。

　もしも逆の立場なら、俺だって相当面倒になっていたことだろう。

　俺に兄はいないけれど──もしも兄がいたと仮定して。

　その兄貴と織原さんが、家族がいるとは言え一緒に暮らすことになったなら……冷静ではいられないかもしれない。

『しかもお姉ちゃん……近況報告にかこつけて、桃田くんの話ばっかりしてくるし。「今日の桃田くんが、ご飯を褒めてくれたわ」とか、「桃田くんが下着を洗わせてくれないのよー。思春期でかわいいっ」とか』

「そ、そんなことしてたんですか？」

『今日なんて、桃田くんの寝顔の写真送ってきて自慢してきたんだよ！』

「そんなことしてたんですか!?」

　なにをしてるんだ俺の義母は!?

　なぜわざわざ煽るような真似をする!?

『「寝顔写しやメっちゃった。もしかして姫ちゃんより先に寝顔見ちゃったかな？」なんて煽あおるようなメッセージ添そえてきて……！　く、悔しい……！　なんで実の姉にこんな形でマウントを取られなきゃいけないの、私は……!?』

「お、落ち着いてください」

『まあ、「写メっちゃった」っていう言い回しがだいぶ古いけどね、うちのお姉ちゃん！　昭和しようわ生まれが滲にじみ出てるよね！　今の若者には通じないんじゃないかなあ。まあ平成へいせい生まれの私は、もう「写メ」なんて言葉は全然使わないけどね！　感性が若いからさ！　どんどん時代に順応できるからね！』

　ここぞとばかりに若さでマウントを取る織原さんだった。

　写メ、なあ。

　ガラケー世代の人は、ケータイで撮る写真のことを『写メール』の略で『写メ』っていうのが一般的だったらしい。

　その世代の人達は、未いまだにスマホで撮る写真も『写メ』と言いがち。

『テレビのチャンネルを回す』『ビデオを巻き戻す』みたいな、昔のテクノロジー由来の言葉が残ってしまった形なのだと思う。

　ガラケー使ったことない世代の俺も、親父や周囲の大人達がよく使うから『写メ』という言葉ぐらいは知っている。

　ていうか……ぶっちゃけ織原さんも、たまに普通に『写メ』って言ってた気がするんだけど、まあ今は言わないでおこう。

『はあ……もう、お姉ちゃんのせいで朝からモヤモヤがすごいよぉ……』

　深々と息を吐く織原さん。

「モヤモヤ、しますよね、やっぱり……じゃあ、わかりました』

　俺は言う。

　少し恥ずかしかったけれど、少し格好かつこうつけて。

「今度会ったときは、そのモヤモヤが全部吹き飛ぶぐらい……イ、イチャイチャしましょう」

『……っ』

　電話口の向こうで、息を呑のむ音が聞こえた。

　やべえ。どうしよう。

　もしかして……スベったか？

　恋人感の問題をイチャイチャすることで有耶うや無耶むやにして解決しようとする彼氏みたいになってしまったか!?

　一瞬にして激しい不安に襲われる俺だったけれど、

『……う、うんっ、そうだね。いっぱい、イチャイチャしよっか』

　織原さんから嬉しそうな、安心したような返答があり、ホッと胸を撫で下ろした。

　よかった。

　スベりはしなかったみたいだ。

『ごめんね、桃田くん。朝から愚痴ぐちみたいなのに付き合わせちゃって』

「いえ、大丈夫だいじようぶですよ」

『おかげでだいぶスッキリした。ありがとうね』

「ならよかったです。あっ、すみません。俺、そろそろ学校着きそうなんで」

　電話したまま歩くこと数分。

　通りの向こうに校門が見えてきた。

「実は今日、朝からクラスで話し合いみたいなのがあって……。少し早く行かなきゃなんですよね」

『話し合い……ああ、そっか。そういえば──そろそろだよね」

「はい、そろそろなんです」

『うん、わかった。じゃあ、またね。私も仕事、頑張っていってくるよ』

　電話が終わる。

　スマホを鞄かばんにしまった後、再び顔を上げて校門を見つめた。

　見慣れたはずの校門は、今は少し見慣れぬ有様となっている。

　ベニヤ板や花飾りなど、校門を文化祭の入場ゲートとして目立つよう装飾するための道具が並ぶ。まだ作業は始まっていない。ただ準備物を並べただけなのだろう。

　文化祭。

　多くの高校生にとって、高校生活のうちに三度しか経験できないお祭り。

　俺にとって高校初の文化祭は──開催まで、あと一週間と迫っていた。
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　昼休み。

　俺おれはいつものメンツでいつものように──ウラとカナとの三人で、空き教室で昼食を摂とっていた。

「段々と学校全体が活気づいてきてる感じがあるよね」

「そうだな」

　カナの言葉に頷うなずく。

　誠山せいざん高校文化祭──『誠山祭』。

　開催を一週間後に控えた現在では、各クラス遅くまで残って当日への準備を進めている。

　うちの高校の傾向として、文化祭は二年生が中心となって行われる。

　気合いを入れて挑むのも二年生が多いそうだ。

　三年生は受験のため、一年生は初めての経験であるため、やや意気込みに欠けるクラスが多くなるらしい。

　俺のクラスもその例に漏れず、ほどほどの気合いで文化祭へと望んでいる感じだった。

　しかし開催一週間前ともなれば、周囲の熱に当てられ、ほどほどだった気合いにも段々と熱が入っていく。

　我がクラスの出し物は『焼きそば』

　王道中の王道。

　ベタ中のベタ。

　事前情報によれば、他にも二クラスほど『焼きそば』を提供するクラスがあるらしい。その辺のかぶりとかは気にしない学校のようだ。

　俺は文化祭実行委員でもクラス代表でもなく、ただクラスで命じられた役割を全まつとうするだけだったが──そんな俺でも、少しは浮かれた気分にもなる。

「楽しみだな。俺らにとっちゃ、初めての文化祭だし。まあ一年じゃ大したことはできないだろうけど、どうせやるなら思い切り楽しみたいよな」

「ふふっ。よく言うよ」

　カナは噴ふき出すように笑う。

「文化祭の準備が始まった頃は完全に上うわの空だったくせに」

「う……」

「露骨に文化祭より織原さん優先って感じで、『織原さんなしじゃ俺の青春はありえない』とか格好かつこうつけてたくせに」

「う、うう……」

　そこを言われると返す言葉はなく、俯うつむくことしかできなかった。

　カナの言う通りだ。

　文化祭の準備が始まった頃──三週間前ぐらいは、正直、それどころじゃなかった。

　親父おやじの再婚相手が妃きさきさんだと発覚して、そして妃さんにも俺達の関係がバレてしまって……そんな問題で右往うおう左往さおうしている時期だった。

　でも現在。

　それらの問題は、どうにか一段落いちだんらくした。

　おかげで心に余裕が生まれ、学生らしく文化祭に打ち込もうという気持ちも生まれている。

「そういえば、織原おりはらさんも来てくれるんだっけ、文化祭？」

「ああ、まあな」

　最初は、呼ぶか呼ばないかで迷っていた。

　織原さんは以前から俺が通う高校を見てみたいとは言ってくれていたし、外部の人を招いてもいい文化祭はちょうどいい機会だと思った。

　でも俺達の関係が明るみになるリスクを考えて二の足を踏んでいたのだが──先日。

　指宿いぶすきと話をしていたとき、ふと気づいたのだ。

　親父と妃さんが結婚したことで、なんと今──俺と織原さんは親戚となってしまったのである。

　二人の間では『万が一、二人でいるところを誰か知り合いに見られたら、親戚ということで誤魔化ごまかそう』という作戦は立てていたが、なんとなんとそれが本当になってしまったのである。

　噓うそから出た真まこととは、まさにこのこと。

　俺達が正式な親戚であるならば、文化祭に呼んでもなんら問題はない。

　織原さんは堂々と文化祭に参加できるわけだ。

「そうかそうか。だからモモは急にやる気になっちゃったわけだね。織原さんの前で、情けないところ見せるわけにもいかないからね」

　呆あきれたように言うカナ。

「ほんと、青春の中心が織原さんだよね」

「……うるせえ」

　強く否定はできなかった。

　うーむ。

　俺としてはあくまで、家族や恋人間の学生離れした揉もめ事が一段落したからやっと学生らしいイベントに集中できるという感じなのだけれど……なんだかなあ。

　織原さんが来るからってやる気になってる部分も……まあ、あるんだろうな。

　せっかく彼女が来るんだから、はりきるのも当然だろう。

　どうせ来るなら楽しんでもらいたいし、文化祭のような学校行事を適当に流すような男だと思われたくもない。

　やれやれ。

　結局、カナの言う通りってことか。

　彼女が青春の中心と言われても、返す言葉がない。

　そんな風に内心で自嘲じちようしたところで──

「けっ。呑気のんきなもんだぜ」

　会話には参加せず一人急いだ様子で購買のパンを食していたウラが、久しぶりに口を開いた。

　見れば、すでにパンは食べ終わっている。

　どちらかと言えば食べるスピードは遅い方であるウラが、今日はいつになくハイペースで昼食を終えていた。

「文化祭文化祭って、どいつもこいつも……」

　普段のウラならばここで盛大な悪態が始まることだろう。

　たとえば、




「文化祭……陽ようキャの陽キャによる陽キャのためだけの祭典……衆愚しゆうぐの極きわみにして、脈々と受け継がれし負の遺産……なぜ日本の学校教育はやたらめったら団体行動を強いる？　クラスという学校側から押しつけられた枠組みで、無理やり一緒のことをさせてなんの意味がある？　こんなもん、善人ヅラした陽キャが表向きは『クラスみんなで心を一つにして頑張がんばろう』なんてスローガン掲げながら、逆らいたくても逆らえないスクールカースト下位の連中をパシリにするだけのイベントだよ……。急激に距離を詰めてくるくせに、文化祭終わったら『あ、もう下々しもじもの連中と関わる期間は終わったから』みたいな顔して疎遠そえんになるんだよ。どうせクソみてえなクラスグッズ買わされるんだろ……？　逆らえない空気で現金を徴収されるんだよ……。断れない空気の中で欲しくもないものを買わせるのは、立派な詐欺さぎ案件だからな！　催眠さいみん商法だからな！　訴訟そしようも辞さないぞ、僕ぼくは！」




　とか、そんな感じだろうか。

　……我ながら、よくここまで長々と予想できたもんだな。

　ウラとの付き合いが長いからなのか、あるいは……俺の中の陰いんの部分がここぞとばかりに滲み出てしまったのか。

　ともあれ。

　普段のウラならば、絶対にこんな悪態をついたことだと思う。

　しかし、今日のウラはというと──

「文化祭……『参加しよう』だの『楽しもう』だの、そういう意識の連中は気楽でいいもんだ。当事者意識が薄いっつーのかねえ？　こっちはそいつらを仕切って、おだてて宥なだめすかしてまとめて、どうにかこうにか形に持ってかなきゃいけねえ立場だからな。人の上に立つってのは、本当に面倒くせえもんだぜ」


「「…………」」



「あーあ、忙いそがしい忙しい。今日もこれから打ち合わせが入ってんだ。のんびり昼飯を食ってる暇ひまもありゃしねえぜ」


「「…………」」



　言葉を失ってしまう俺とカナ。

　しかしウラはそんな俺達を気にする様子もなく、荷物をまとめて席を立つ。

「つーわけで、僕はもう行くぜ。まあ、わざわざ僕が出るまでもねえような最終調整なんだが、うちのクラスはどうにも頼りねえ連中が多くてな。僕じゃねえとダメだと泣きつかれちまってよ。あーあ。ったく、面倒めんどうくせえ面倒くせえ」


「「…………」」



「ん？　なんだよ、お前ら。ぽけーっとしやがって」

「いや……」

　俺は言う。

「すげえ楽しそうだなあ、と思って」

「なっ!?」

　俺の言葉に、ウラは顔を真まっ赤かにした。

「ぼ、僕のどこが楽しそうなんだよ！　ふざけんな！」

「いや、楽しそうだぞ。なんか、すっごく……」

「か、勘違いすんなよ！　僕は文化祭なんざどうでもいし、今のクラスになんの思い入れもねえからな！　ただ……なんつーか、こういう利益を追求する企業的活動に興味があるだけだ！　役に立たねえモブ共を権力使って活用して利益を生み出すことにやりがいを感じてるだけだ！」

　赤い顔で吐き捨てるように叫んだ後、ウラは逃げるように去っていく。

　駆け足で教室から出ていったところで、

「あっ、浦野うらの」

　外から女の声がした。

　姿は見えないが、この声は指宿だろう。

　ちょうどウラが外に出たタイミングで出くわしたらしい。

「おう、お前か」

「なによ、その態度。せっかく迎えに来てあげたのに」

「頼んでねえんだよ」

「それは悪わるうござんした。また逃げるんじゃないかと思って心配になっちゃってさ」

「……僕が逃げたのは、お前が『クラス全員の前で自己紹介させる』というクソみたいな提案をしてきたときだけだ」

「そ、それは悪かったってば。ちゃんと反省したから」

「けっ。早く行くぞ」

「あっ、ちょっと待ちなさいよ。あんた、歩くの早いのよ」

「急がねえと時間がねえだろ。クラス全員に配るグッズ、今日決めねえと当日に間に合わねえぞ」

「わかってるってば」

「この手のグッズってのはな、なにげにすげえ重要なんだよ。中には斜しやに構えた態度で『詐欺じゃねえか』『逆らえない空気の中で買わせるのは催眠商法じゃねえか』と批判する連中もいるだろうが、全体のパフォーマンスを考えた場合──」

　廊下で響く声は段々と小さくなっていく。

　文化祭のための打ち合わせに向かったのだろう。

　クラス代表となった、ウラと指宿の二人で。

「……まあ、なんていうか、驚いたよね」

　しばしの間があってから、カナが驚き冷めやらぬ顔で言う。

「まさかウラが、ここまでノリノリになっちゃうなんて」

「……本当だよ」

　陰キャの中の陰キャ──浦野泉いずみ。

　そんなウラが文化祭のクラス代表なんていう場違いにもほどがある役職についてしまったのは、指宿の誘いらしい。

　先に女子のクラス代表に決まった指宿が、ウラを指名したそうだ。

　当初ウラは、絶望と恥辱ちじよくで今すぐにでも不登校になりそうな様子だったが──そんなミスマッチすぎる任命から、早はや二週間。

　気づけばウラは、意気揚々ようようとクラス代表をこなすようになっていた。

　口では『面倒くせえ』と言っているが、すごく充実してそうに見える。

「クラス代表の全体会議も何回かやったけど、普通に馴染んでるんだよね。僕の隣で縮こまってたのは最初だけで、今はもう、普通に前の方に座って意見とか出してる」

　同じくクラス代表であるカナは、感心したように言った。

「一時はどうなることかと思ったけど、どうにかなるもんだな」

　俺もまた、安堵あんどの息を吐く。

　二週間前は俺も家族と恋人の問題で忙しく、ウラの方にはあまり構ってやれなくて、そのことを申し訳なく思っていたりもしたけれど、どうやら俺の心配は全部杞憂きゆうで終わったらしい。

　俺の助けなんて、最初からいらなかったのだ。

　やれやれ。

　これじゃ指宿に『過保護』と言われるのもしょうがないよな。

「なんだかさ──昔のウラに戻ったみたいだよね」

　カナは言った。

　どこか遠い目をして。

「そうだな」

　と俺も頷いた。

　思い出す。昔のウラを。

　活発で快活で、クラスの中心人物になるようなリーダーシップ溢あふれる少年だった、浦野泉のことを──

「ガラッと変わっちまったと思ったけど……根っこの部分は案外変わらないもんなのかもしれないよな」

「変わらないよ。好きな子の前だと無理してはりきっちゃうところとか……ほんと、変わってない」

　薄い笑みから吐き出された言葉には、少しトゲがあった。

　しかしそのトゲは、外ではなく内に向いているように思えた。他人ではなく自分自身の過去を皮肉ひにくるような、自虐じぎやくと自嘲じちようの言葉。

　ふと思い出す。

　俺達三人の──いや、俺達四人の中学時代を。

　当時のウラは、確かにはりきっていたのかもしれない。

　好きな子の前で──リュウの前で、はりきっていたのかもしれない。

　だいぶ、無理をして。

「ふふ、楽しみだなあ、あの二人」

　一転して、軽い声で言うカナ。

　少し暗くなってしまった空気を変えたかったのかもしれない。

「文化祭終わった後って、付き合い始めるカップルも多いらしいし、こりゃひょっとするかもしれないよねー」

「どうだかなあ」

「お似合いだと思うんだけどなあ、あの二人」

「……人の恋愛ばっか気にしてるみたいだけど、そういうカナこそどうなんだ？」

　俺は言った。

　特に深い意味もなく、何気ない世間話のようなつもりで。

「僕？」

「彼女と……魚海うおみと、上手くいってるのか？」

「ああ、うん。唄うたちゃんとはまあ、楽しくやってるよ」

「そうか」

「……正直、こんなに長く続くとは思ってなかったな」

　どこか物思いに耽ふけるような声で、カナは言った。

「四月に入学してすぐに付き合い始めたから……なんだかんだ半年ぐらい付き合ったことになるのか。うん、僕にとっては最高記録だね」

　確かに改めて考えてみると、カナにとっては過去最長の付き合いと言えるのかもしれない。

　中学時代の例の一件から──カナは一気に社交的になり、そしてとにかくモテるようになった。

　向こうから告白されれば、誰とでもすぐに付き合った。

　でも、どの相手とも長くは続かなかった。

　長くてもせいぜい、二月程度。

　中学生の恋愛なんてそんなもんだろうと言われればその通りなのかもしれないが、カナはそんな短い付き合いを、何度も繰り返していた。

「僕自身ずっと、来る者は拒こばまず去る者は追わずっていうスタンスだったからなあ」

「ザ・モテる男っぽい台詞せりふだな」

　軽口を叩きつつ、内心では複雑な気持ちだった。

　来る者は拒まず去る者は追わず。

　本人はそのつもりなのかもしれないが──それはたぶん違う。

『去る者を追わず』という部分は、本当なのだろう。

　でも──『来る者は拒まず』という部分は、噓だ。

　本人は拒まずに誰でも受け入れていたつもりなのかもしれないが──しかし実際のところ、カナは拒み続けていたのだと思う。

　近寄ってくる全ての女性を。

　関係を深めようとしてくる全ての相手を。

　彼氏彼女の関係となったところで、決して心の深いところまでは踏み込ませなかった。

「大体いつも、同じようなこと言われてフラれるんだよね。『本当に私のこと好きなの？』とか、『なに考えてるかわかんない』とか」


「…………」



　それはなんだか、なんとも切ない別れ話のように思えた。

　喧嘩けんか以前の問題だ。

　まるで最初から、そこに愛など存在しなかったような──

「でも、唄ちゃんの場合は……」

　そこでカナの表情が少し曇くもる。

　憂うれいを帯びた困り顔から、なんとも言えない複雑な表情へと変化する。

「……うん。彼女の場合……むしろ向こうがなに考えてるかわからないからね」

「ああ……」

　確かにな、と思ってしまった。

　魚海唄。

　なにを考えてるかわかんない系女子。

　天然とかミステリアスとか、そういう既存の言葉では片づけられない。

　ただただ、なにを考えてるのかわからないのだ。

「唄ちゃんは一緒にいて飽きないんだよねえ。基本的に意味不明なんだけど、でも意外と礼儀とかマナーはちゃんとしてるし、空気だって読むべきときはちゃんと読んでくれる。だからなんだか……別れるタイミングを逃しちゃった感じかな」


「…………」



　胸がちくりと痛む。

　不意にこぼれ落ちたようなその言葉は、カナの心の奥底から漏れ出した本心のように聞こえてしまい、なんだか無性むしように寂さみしくなってしまった。

　別れるタイミングを逃した。

　そんな言葉が出てくるなんて、まるで──最初から長く付き合う気がないみたいじゃないか。

　どこかタイミングがいいところで別れることを、最初から想定しているみたいじゃないか。

　学生の恋愛なんて、数ヶ月かそこらで終わるのが普通であり大多数なのかもしれないけれど、だからって最初から別れを前提として付き合ってるなんて、それはなんだかとても寂しい関係に思えた。

　カナは笑っている。

　いつも通り、涼しげに。

　平気そうに見えるけど──平気そうに振る舞っているように見えるけれど、やはり今でも、中学時代のことが尾を引いているのだろうか。

　他人の恋愛に関しては見透かしたような顔で的確なアドバイスをくれるくせに、自分の恋愛に対してだけは、酷ひどく不器用になっているように感じられた。







『文化祭かあ。ほんと懐かしいなあ』

　その日の夜。

　夕食と風呂の後に、織原さんに電話をかけた。

　要件なんて特にない。

　相手の声が聞きたかったから。

　ただそれだけ。

　彼氏彼女とは、それだけの理由で電話をしていい関係なのだ。

『高校の文化祭なんて、もう十年ぐらい昔のことだからなあ』

「そうですよね」

『……そっかぁ。十年も昔なのかぁ。年取ったなぁ、私……』

「いや織原さん、自分で言って自分で凹へこまないでください」

　相変わらずその辺りはデリケートな問題のようだった。

「えっとそれで……織原さん、来てもらえるんですよね」

『うん。その日は普通に休みだからね』

　今年の文化祭は土曜日。

　織原さんは基本的に土日祝日は休み。

　普段の姿からは想像もつかないが、実は織原さん、優良企業の優秀なポジションで働いている、エリートなキャリアウーマンなのだ。

　……なんか、素で『普段の姿から想像がつかないが』という大変失礼な前置きを入れてしまったな。

　今のなし。うん、なし。

　見た目通り、印象通りの優秀なキャリアウーマン、ということで。

『嬉しいなあ。前から一度、桃田くん達の通ってる高校がどんな感じなのか、見てみたいって思ってたから。こういう機会でもないと、なかなか部外者は学校に入れないしね』

　本当に嬉しそうに言う織原さん。

『桃田くんのクラスは、焼きそば作るんだっけ？』

「はい。定番中の定番です」

『じゃあお腹なか空すかせていくね。桃田くんの活躍、楽しみにしてるから』

「あ、あんまりハードル上げないでくださいよ。ほんと、普通の焼きそばですから。それに俺も、文化祭とかで活躍するタイプじゃないですから」

　元々クラスでは目立たない方である俺は、今回の文化祭準備でも大して目立ってはいないと自負する。

　言われたことを言われた通りにやっていただけだ。

　当日もたぶん、そんな感じだと思われる。

「前にも言いましたけど、うちのクラスもあんまりこういうイベント頑張らない感じのクラスだったんで……」

『それは聞いたけど……でも桃田くんのことだから、てっきりやる気ないクラスを一つにまとめ上げて、「たった一度しかない青春を全力で謳歌おうかするぜ！」って感じで盛り上げてるのかと……』

「……俺のことなんだと思ってるんですか？」

　彼女の評価が謎なぐらい高かった。

　まあ、織原さんは普段の俺を知らないからなあ。

　学校での俺なんて本当に地味な存在だ。

　スクールカーストなんて、よく見積もっても中の下ぐらいだと思う。

「俺なんか、高いところの飾り付け要員として女子にこき使われてるだけの男ですよ」

『桃田くん、背ぇ高いもんねー。でも……それだとちょっと心配かも』

「え？　なにがですか？」

『だって……桃田くんがそうやって女子を助けてあげてたら……誰か、桃田くんのこと好きになっちゃう子もいるんじゃないかな？』

「なに言ってるんですか？　そんな女子いませんって」

『えー……でも私は、桃田くんに高い場所にあるもの取ってもらったりすると……なんていうか、キュン、ってするよ？』

「……え？　そ、それは……ありがとうございます」

『い、いえいえ』


「…………」




『…………』



　いや、なんだこの会話は!?

　初々ういういしいなおい！

　付き合いたてのカップルかよ！

　もう付き合って半年近く経ったというのに！

『……んんっ。ま、まあとにかく楽しみだよね、文化祭』

　空気を切り替えるように、織原さんは言う。

『外部の人を招くような文化祭って、私、初めてだからさ。どういう感じなのか、結構気になってるんだ』

「そうなんですか？」

『うちの高校の文化祭は、そういうタイプじゃなかったからね。クラスごとにテーマを決めて劇をやる演劇祭と、クラスごとにテーマ曲を歌う合唱祭を一年ごとにローテーションでやる感じだった』

「はあー、なるほど」

　織原さんが通っていた高校は、桐凛とうりん女学院という私立の女子校。

　県内有数のお嬢様高校だけあって、なんだか格調高い感じの文化祭だった。

『ウラくんやカナくん達にも、久しぶりに会いたかったからなあ。こういう機会でもないと、桃田くんの友達とはなかなか会えないし』

「あの二人はどっちもクラス代表になってますからね。俺よりずっと、気合い入れて文化祭に臨んでますよ」

『そうらしいよね。カナくんはわかるけど……まさかウラくんがクラス代表なんて。あっ。こんなこと言ったら失礼かな？』

「いえいえ。俺も全く同じこと思ってますから」

　つい笑ってしまう。

「まあ……ウラの奴も、ようやく少し前に進んだのかなって思います」

　もちろん──今のウラを悪く思ったことはない。

　自他共に認める陰キャの中の陰キャだったとしても、それはそれで人それぞれの生き方だ。

　陰キャ＝不幸で惨めと決めつけて一方的に哀あわれむのは、酷く差別的な考えだと思う。

　でも。

　俺は、昔のウラを知っているから。

　活発で明るくて、クラスの中心人物となるようなリーダーシップ溢れる少年。

　別に今のウラが嫌いなわけでもないし、変わって欲しいと思っていたわけでもないけれど……少し昔に近づいたウラを見ていると、どこか安心した気持ちになる。

　そのきっかけが、指宿への想いなのかどうかはわからないけれど──たとえそれがなんであれ、悪いことではないのだと思う。

『……なんか桃田くんって、ウラくんのお母さんみたいだよね』

「うぐっ……」

　とうとう織原さんにまで言われてしまったか。

　なんだかなあ。

　普通に友人として接してるつもりなんだけどなあ。

　そんなこんなで会話を続けているうちに、いよいよ夜も更ふけてきた。

『じゃあ、土曜日はよろしくね』

「はい。学校ついたら連絡してもらえれば、俺が迎えに行きますんで」

『ありがとう。私もちゃんと──準備していくから』

　そこで電話が終わる。

「……準備？」

　準備ってなんの準備なんだろう？

　おめかしするって意味か？

　ふむ？

「……まあ、いいか」

　最後の一言が少しに気になったけれど、俺は深く考えることはしなかった。

　結論から言えば。

　俺はこの一言を適当に流したことを──当日に激しく後悔することになる。なぜこのとき深く追求しなかったのかと、深い悔恨かいこんに苛さいなまれる。

　まあ、しょうがないと言えばしょうがないことなのだけれど。

　だって文化祭の直前に──こんな一言なんか気にしてる場合じゃないような、とんでもない事件が起こってしまうのだから。







　事件が発覚したのは──文化祭三日前だった。

　開催を目前に控え、各クラスとも準備は大詰めを迎えている。廊下には教室から溢れた準備物が並び、放課後にはほとんどのクラスが居残りして飾り付けやリハーサルなどの最終調整に入っている。

「あれ……？」

　昼休み。

　祭り前の空気が感じられる廊下を歩きながら、いつものようにウラを誘おうとあいつのクラスまで行ってみるが──

「……？」

　いない。

　クラスのどこを見渡しても、ウラが見当たらなかった。

　ふむ？

　おかしいな。

　カナはたまに魚海や他の友達と一緒に昼食を摂るときはあるが、ウラはなにか用事でもない限り、ほぼ必ずと言っていいほど俺と一緒に昼休みを過ごしている。

　となれば、なにか用事か？

　クラス代表になってからやたら忙しそうにしてるし、昼休みに用事があってもなにもおかしくはないんだけど……でもウラは、そういうときは必ず事前に連絡してくるからなあ。

　まあいい。

　とりあえず連絡してみるか。

　廊下で堂々とスマホを使うのも憚はばかられるため、いつもの空き教室に行ってから連絡をしてみよう。

　そう考えて歩き出したところで──

「あっ。モモっ！」

　カナが駆け足で寄ってきた。

「おう、カナ。どうした、そんな急いで」

「大変なんだよ……。今、ウラのクラスの女子から相談されたんだけどさ……」

　酷く焦った様子で、カナは言う。

「ウラ……今日、学校来てないんだって」
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　放課後まで待っても、ウラは学校には来なかった。

　欠席。

　それに加えて──音信不通。

　元々交友関係は狭せまく、クラスで連絡先を知っているのは指宿いぶすきだけという状態だったらしいのだが──クラス代表として活躍する中で、ウラは大半のクラスメイトと連絡先を交換したらしい。

　しかし。

　クラスメイトがいくら連絡しようと、一切の返信はなかった。

　既読にすらならなかったそうだ。

　でも──俺おれの連絡には返信があった。

　返信の言葉は荒く短かったが、どうにか俺の連絡だけは、無視しないでくれた。




『今日、どうしたんだよ、ウラ？』

『別に』

『別にって……どこか具合でも悪いのか？』

『違う』

『だったらなんで休んだんだよ？』

『僕ぼくの勝手だろ』

『わかった。じゃあ明日は？　明日は、ちゃんと来るよな』

『行かない。明日も明後日あさつても、明明後日しあさつても行かない』

『なんでだよ……。じゃあ文化祭はどうするんだよ？』

『どうでもいい』

『どうでもいいって……』

『もうどうでもいいんだよ、全部』

『お前、クラス代表だろ？　せっかく今日まで、あんなに頑張がんばってきたのに』

『どうでもいい』







　ラインでのやり取りは、こんな感じだった。

　この後はなんて送ろうとも、『どうでもいい』と返ってくるだけ。

　俺だけではなく、カナのラインにもシカトせず返していたようだが、内容はほとんど同じだった。

　肝心かんじんなことは一切話さずに『どうでもいい』と繰り返すだけ。

「まいったな……。なんでこんなことになっちゃったんだろう？」

　放課後──普段昼食をとっている空き教室で、俺はカナと話し合っていた。

「ウラの奴、本当にどうしちゃったのかな？」

「……昨日の今日でいきなりだもんな」

「ほんとだよ。昨日は普通にノリノリで準備してたのに。放課後遅くまで残って、みんなに指示出しててさ」

　困った顔でいうカナ。

　本当に──いきなり、だ。

　昨日までは普通だった。

　ウラらしくもなく、文化祭に対してかなり乗り気になっていた。

　それなのに──今日になって突然学校を休み、そしてあの態度。

「昨日、なにかあったとしか考えらんねえな」

「そうだね。昨日……それもたぶん、放課後の後だ」

　なにかが、あった。

　全てがどうでもよくなってしまうような、なにかが。

　俺達二人が考え込んでいると、

「あの、金尾かなおくん……」

　空き教室に、一人の女子が入ってきた。

　カナのクラスの女子だ。

「ごめん、ちょっと来てもらっていい？　材料のことと、当日の役割分担で揉もめちゃってて……」

「え……ああ。わかった、後から行くよ」

　カナがそう答えると、女子はすぐに自分達の教室へと戻っていった。

「まいったな」

「行けよ、カナ」

「モモ……」

「クラス代表がいなかったら、大変だろ？」

　文化祭三日前。

　今はどこのクラスも、準備が大詰めに入っている段階だ。

　このタイミングで代表が不在となれば、クラスは混乱してしまうだろう。

「でも、今はそれどころじゃ……」

　カナの表情は悲痛さに歪ゆがむ。無理もない。

　たった一日の欠席。

　一応連絡は取れていて、病気や怪我けがじゃないことはわかっている。

　そこまで心配するようなことじゃないのかもしれない。

　でも──俺達は嫌いやでも想起してしまう。

　中学時代に、学校に来なくなってしまったウラのことを。

　嫌な予感で胸が埋め尽くされそうになる。

　でも──

「ウラのことは俺に任せとけって」

　と、俺は言った。

　できるだけ明るい声で、なんの根拠もないことを。

「……モモのクラスは大丈夫だいじようぶなの？」

「俺はクラス代表でもなんでもないからな。それに幸か不幸か、うちのクラスは大したことやらないし。準備はもう、ほとんど終わってるよ」

「そうか……じゃあ、悪いけどお言葉に甘えさせてもらおうかな」

　カナは言う。

「なにかわかったら、すぐ教えてくれよ」

「ああ、逐一ちくいち報告するよ」

　カナは空き教室から出て行き、自分のクラスへと向かった。

　文化祭準備の、最後の締めを行うために。

　どんなクラスだって、このタイミングでクラス代表が不在となれば、必ず指揮系統に影響が出てしまうから。

　もちろん、ウラのクラスだってそうだ。

　クラス代表がいきなりの無断欠席。

　それが、どれだけの混乱をもたらすことか。

「……なにやってんだよ、ウラ」







　俺がまず向かったのは、ウラのクラスだった。

「なあ、このテーブルクロス、サイズが小さくないか？」

「それで合ってるよ。二つ組み合わせ使うって話だったろ」

「この前買い出し行ったのって誰だっけ？　飾り付けの材料が足りないんだけど」

「材料は確か浦野が管理してただろ。ラインで聞いてみろよ」

「何回も送ってるけど返信がないのよ」

「おい、この服って使うんだっけ、使わないんだっけ？」

「まだ話し合い中！　浦野が今日の放課後にまた話し合うって言ってたけど……」

　案あんの定じよう、というべきか。

　クラス全体がかなり慌ただしい様子だった。

　大半の生徒が残り、準備に追われている。

　ウラのクラスは一学年の中でも出し物にかなりに力を入れているクラスであり──となると、作業量は俺達のクラスとは比較にならない。

　三日前ともなれば、諸々の準備に最終調整が必要な頃だろう。

　そんな中、指揮系統を担っていたクラス代表が無断欠席、さらに音信不通ともなれば、混乱が発生するのは必至だった。

「……だから、それは舞まいに頼んどいたから、あっちに聞いて！　あー……それは私が電話しとくからちょっと待ってて！　そっちの飾り付けは……えっと、浦野うらのの奴、なんて言ってたっけ……？」

　困惑に満ちたクラスの中で──指宿を発見した。

　周囲にはクラスメイト達が集まり、彼女の指示を待っている。

　ウラがいないことで、女子代表である指宿の方に負担が集中しているらしい。

「……ふー」

「指宿」

　一通りの指示出しが終わり、指宿が一息吐いたところで、俺はクラスの中に入って声をかけた。

「あっ、桃田ももた……」

「大変そうだな」

「……浦野のこと、知ってる？」

「ああ。カナから聞いた」

「そっか……。そうなのよ、もう死ぬほど大変」

　疲れた顔となり、深く息を吐き出す。

「浦野はクラス代表として、いろいろ頑張って考えてくれてたからさ。それはすごく嬉しいんだけど……あいつ、イマイチ指示出しは下手へたなままで。なにかと『僕が一人でやった方が早い』って言って、仕事抱え込んでて」

　それはなんとなく、予想はついた。

　少しはクラスに馴染んだとは言っていたけれど、それは本当に『少し』なのだろう。たったの数週間で、今まで心を閉ざしてた奴が、今まで話したことのない連中と打ち解けられたら苦労はしない。

　人に指示出すときのコミュニケーションでストレスを感じるぐらいなら、自分一人でやった方が早い。

　こう考えてしまうウラの思考回路は、よくわかる。

「浦野が面倒な部分を率先そつせんしてやってくれることもあって、私らも結構甘えちゃってたのよね……。その反動が……今、めっちゃ来てる。浦野がいないだけで、全体が一気にパニクってる感じ……」

「そうみたいだな……」

「……情けないわよね」

　表情に陰かげを落とし、指宿は言う。

「私も同じクラス代表だっていうのに、浦野におんぶ抱っこだったからさ。適当に思いつきでアイディア出せば、全部浦野が取捨選択した上で現実的な路線探ってくれたから、すごくやりやすくて……。だから……浦野がいないと、なんにもできない」

「そんなことないだろ」

　辛つらそうな顔が見てられなくて、俺は言う。

「今見てたけど、みんなをまとめようと一生懸命頑張ってたじゃねえか」


「…………」



「確かにウラは活躍してたみたいだけど、指宿だって十分活躍してたと思うぞ。そもそも指宿が声かけて、クラスの奴との橋渡ししてくれたから……あいつはこれまで頑張ってこれたんだろうし」

「……うん、ありがと」

　力なく笑う指宿。

　俺の言葉では、気休め程度にしかならなかったようだ。

「……それで指宿。悪いけどちょっと来てくれ。話がある」

　周囲には聞こえないような小声で誘い、俺は指宿を教室から連れ出す。

　これから話すことは、まだこのクラスの奴には聞かれたくない。

　ただでさえ準備に追われている状態で、唯一のクラス代表を連れ出してしまうことはかなり忍びなかったけれど──でも今、指宿と話をしないわけにはいかなかった。

　人気ひとけのない階段の踊り場まで移動した後、

「実は、ウラから連絡があった」

　と俺は言った。

　指宿は目を見開く。

「噓うそ……ほ、ほんとに!?」

「ああ。俺とカナにだけは、ライン返してくれたんだ」

「……あいつ、なんて言ってた？」

「なんて言った……とかじゃないんだよな。欠席の理由を聞いても全然教えてくれないし、返信もすげえ投げやりな感じで」


「…………」



「まあ、急な病気や怪我じゃないってことだけは確かだな。ちゃんと生きてるし、返信はできるぐらいには元気ってことだ」

　明るい声で言ってみるも、そこまで明るい話でもないのだろう。

　病気や怪我の心配はなく、連絡も取れる。

　裏を返せば。

　やむを得ぬ事情ではなく、ウラは自らの意思で欠席したということだ。

　文化祭三日前に自分が休めばどうなるかわかった上で、それでも無断で学校を休み、クラスメイトからの連絡も絶っている。

　まるで、なにもかもを切り捨てるみたいに。

　この数週間の文化祭準備の軌跡きせきを、全てなかったことにするみたいに──

「そっか……」

　素そっ気けなくそう答えて、居心地悪そうに視線を虚空こくうに彷徨さまよわせる。

「……なあ、指宿」

　俺は言う。

「お前──ひょっとしてなんか心辺りがあるのか？」

　問いかけると、細い肩がびくりと揺れた。

「ど、どうして……」

「別になにか確証があったわけじゃないけど……さっき声かけたときから、なんか不自然だとは思ってたよ。だってお前──全然怒ってないから」

「──っ」

　指宿は青ざめ、唇くちびるを嚙かみしめた。

　傍はたから見れば──ウラは相当酷ひどいことをしてるだろう。

　こんなタイミングで、連絡も寄こさずに無断欠席。

　無責任にもほどがある。

　さっきチラッと見かけただけのクラスの連中だって、みんな口調や態度の端々はしばしにウラへの苛いら立だちが滲にじんでいたように思う。

　しかし。

　一番迷惑を被こうむっているはずの指宿には、まるで怒っている様子がない。

　普段の指宿なら『なにやってんのよ、あのバカは！』とか、俺に愚痴ぐちってきそうなものだ。

　それなのに今日の指宿の態度や表情には、怒りどころか苛立ちすらない。

　もっと言えば──俺やカナのところに尋たずねに来ないのもおかしな話だろう。普段の指宿なら真っ先にやってきて『浦野と連絡つかないんだけど、あんたら、なんか知らない？』とか言ってきそうな気がする。

　でも俺の方から会いに来るまで、指宿からの接触はなかった。

　カナが相談を受けたのも、指宿のクラスの女子からであって、指宿本人からではない。

「怒ってないんだとすれば、ただのサボりじゃなくて病気や怪我だと思って心配をしてるって可能性もあったとは思うけど……そうじゃないよな」

　ウラから連絡があったことを伝えたとき、指宿の顔に浮かんだのは──安心というよりは、納得だった。

「あいつが自分の意思で欠席したってこと、ある程度予想がついてるような反応だったぜ」


「…………」



「なあ指宿。なにか思い当たる節があるなら教えてくれ。ウラに、なにがあったんだ？」

　できる限り優しい口調を心がけたつもりだったけれど、どうしても責めるような口調になってしまった。

　指宿は目を伏せ、肩を震わせながら、

「……わ、私のせいなの、たぶん」

　と、今にも泣き出しそうな声で言った。

　それから、訥々とつとつと語り出す。

　昨日の放課後に起こった、事件のことを。

　それは、事件と呼ぶにはあまりに些細ささいな出来事だったけれど。

　でも当事者達にとっては、とても重大で致命的な一件だったのだろう。
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　昨日の放課後。

　居残りの準備も大体終わって、クラスの大半がすでに帰宅していた。

　教室に残っていたのは私と、友達の鈴りんと舞まい。

　私が文化祭実行委員に提出する書類をまとめていたところ、鈴と舞も一緒に手伝ってくれた。

　まあ手伝ってくれたというか、私が一人で作業する横で二人が駄弁だべってたって感じだけれど。

「舞はさあ、文化祭に彼氏呼ぶの？」

「呼ばない呼ばない。彼氏いるの、学校の連中にバレたくないし」

「あんた、まだそれやってんだ？　彼氏いないフリして、学校の男からちやほやされたい月間……モテない男弄もてあそんで楽しい？」

「言い方悪いなあ。私はただ、男子達の夢を壊さないであげたいだけだって。それに、もしもっといい男が学校にいたら普通に乗り換えるしねー。だから騙だましてるわけじゃないの。学校の男達にチャンスを与えてあげてるの」

「物は言い様だね」

「鈴こそ、新しい彼氏は呼ぶの？」

「呼ぶわけないでしょ」

「まあそうだよねー。あんなオジさん呼べるわけないよね」

「オ、オジさんじゃない！　まだ25歳なんだから！」

「鈴の年上趣味も本当に考え物だよねえー。こないだの大学生ならまだ許せるけど、社会人と付き合い出したら普通に犯罪だよ。向こうが犯罪者だよ」

「うっさいなー。ほっといてよ人の恋愛は」

　……人が仕事してる隣で、なんて会話してるんだ、この二人は。

　鈴と舞。

　仲のいい友達なんだけど……恋愛関係だけは、イマイチ話が合わない。二人が進みすぎててまるでついていけない。

　だから桃田のときも……相談できなかったのよねえ。

「ねえ、咲さきも思うよね？　10歳も年上とか、ありえないでしょ？」

「……え？」

　舞から突如話を振られ、返答に窮きゆうする。

「そ、そうね……まあ、なくはないんじゃない？　一番大事なのは、当人同士の気持ちだと思うし」

「えー、なにそれ。咲って意外と懐深いね」

　舞は不満げで、鈴は無言のまま納得したように頷うなずいていた。

　昔の私ならば。

　10歳差なんてありえない、と言ったかもしれない。

　私自身、そんなに年の離れた相手を、恋愛対象として考えたことはない。

　一回りも年が違ったら、立場も価値観もなにもかもが違って、カップルになんてなれるわけがないと思っていたから。

　でも、今は。

　あの二人を知っているから。

　桃田と織原おりはらさんの二人を見ていると、考えが変わってくる。

　本気で恋愛をして、本気で互いを思い合っている二人を見ていると、素晴すばらしいカップルだと思える。

　愛があれば年の差なんて関係ない──とは、たぶん違う。

　きっとあの二人は、そんな風には考えていない。

　年の差と、それに付随する様々な障害やハードル……それらの問題から目を逸らさずにきちんと向き合った上で、二人で一緒に乗り越えようとしている。

　だからこそあのカップルは、あんなにも尊く、美しく見える──

「……よっし、終わり！」

　モヤモヤと考えつつも手だけは動かし続け、書類作成完了。

「あとはこれ、浦野と一緒に出しにいけば、今日の仕事はおーわり」

　ちなみに浦野は今、メイド服をレンタルしてくれるお店と最終打ち合わせの電話をしている。

　そろそろ帰ってくる頃だとは思うんだけど。

「おー、お疲れー」

　適当な労いをする舞。

「にしても咲、なんか頑張っちゃってるなあ。そんなキャラだっけ？」

　鈴からの指摘に、ふむ、と考え込む。

「まあねー。正直私も、ここまで自分が頑張っちゃうとは思わなかったわ」

　文化祭のクラス代表なんて、別にやりたかったわけじゃない。

　みんなが『咲、やってよ』っていうから、じゃあやってもいいかなー、ぐらいのノリ。

　適当に、それなりにやれたなら、それでいいと思っていた。

「でも──浦野が予想以上に働いてくれたからねー。だから私も、あいつに負けないよう頑張らなきゃって思って」

　つい、弾んだ声が出てしまう。

　二人は「「確かに」」と納得の頷きを見せた。

「まさかあいつが、ここまでクラスを仕切ってくれるとは思わなかったな」

「今まで存在感が激薄げきうすだったからねー。授業以外でしゃべってるとこ見たことなかったし。金尾くんの友達ってことは知ってたけど」

「言っちゃなんだけど、私、あいつの下の名前とか知らなかった」

「あー、私も私も。てか名字すら怪しかった」

「咲が最初に指名したときは……正直、新手のいじめかと思ったぞ」

「浦野、涙目でキョドりまくってたもんねっ」

「案の定最初は、咲の後ろに隠れてビビってるだけだったけど……今やあいつの指示でクラスが回ってるからな」

「頭いいよね。合理的っていうか、回転速いっていうか。最初はあいつに指示されるのシャクだったけど、理に適ってることしか言わないから、なんか反論するより従った方が得だなあ、って思っちゃう」

　鈴も舞も、浦野への高い評価を口にする。

　なんだか誇らしい気分。

「ふっふっふ。そうよそうよ、あいつはすごい奴なのよ。まあ、私は前から知ってたんだけどねっ」

　我がことにようにドヤる私。

　まあ……ここまですごいとは思ってなかったけど。

　向き不向きすら超越して、文化祭成功のために尽力しているように見える。

　嬉うれしい反面、少し不思議でもある。

　ふーむ。

　なんで浦野は、こんなに頑張ってくれるんだろう？

「……ふーん。なんか怪しいなあ」

　舞がじーっとこちら見つめてきた。

「へ？　怪しいって……？」

「咲ってさ、前から浦野と仲よかったよね。確か、私と鈴がキャンセルしたキャンプも、浦野と一緒に行ったんでしょ？」

「それは……あいつが、金尾の友達だったからで……」

「……そういえば」

　鈴が思い出したように言う。

「今年の夏休み、咲が浦野と二人で夏祭りに夏祭りに行ったって噂が、一時期あったな。ありえなすぎてバカらしいと思ってたけど……」

「えっと、いや……まあ……な、夏祭りは行ったけど」

「えーっ!?　なにそれ、確定じゃん！」

「確定だな」

　喜色きしよく満面まんめんとなる舞と、深く頷く鈴。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　違う、違うって！　私と浦野は全然そういうんじゃないから！　夏祭りだって、二人で行ったわけじゃないわよ！　弟も一緒だったから！　弟が浦野と仲良いいから、弟に頼まれて仕方なく呼んだだけで」

「へー、もう家族ぐるみの付き合いですか？」

「進んでますなあ」

「だから違うってば！」

　にやにやとからかってくる二人に、私は猛烈もうれつに恥ずかしくなってしまう。

　あ～～っ、もうっ、なんなの!?

　違うのに！

　全然違うのに！

「そっかそっか。咲はああいう男子がタイプだったわけねー。童顔っていうか、かわいい系っていうか」

「最近気づいたけど、浦野ってよく見るとかわいい顔してるよな」

「そうそう。今までボサボサの髪で気づかなかったけど、意外と整った顔なのよね。ちょっと髪型とか変えたら、すぐに化ばけそう」

「……だから、違うって言ってるでしょ！」

　私は言う。

　反射的に──言ってしまう。

「あんなの、全っ然タイプじゃないから！」

　羞恥しゆうちの余り、どうしても言葉が強くなってしまう。

「前から言ってるでしょ？　私のタイプは背が高い男！　浦野は真逆も真逆！　私より背が低い男とかありえないから！」

　言う。

　言ってしまう。

「あいつはただの友達。いい奴ですごい奴なのは認めるけど……恋愛対象にはならないわよ」

　言う。

　言ってしまう。

「まあだから、あいつは手のかかる弟みたいなもんよね。なんかほっとけないから一緒にいてあげてるだけで──」

　ドサ、と。

　音がした。

　教室の入り口から、なにかを落とす音。

　見れば、そこにいたのは──

「う、浦野……!?」

　電話を終えて帰ってきた浦野が、そこに立っていた。

　落としたのは、紙パックの飲み物だったらしい。まだストローも刺していないパックが、足下に転がっている。

　噓……？

　まさか今の話──聞かれてた？

　いったい、どこから──

「──っ」

　ほんの一瞬の間があってから、浦野は駆け出した。

　逃げるように、勢いよくその場から消えた。

「……ま、待って浦野！」

　私は反射的に椅子いすから立ち上がり、走り出す。

　浦野が落とした飲み物を拾って、あいつを追いかけた。

　文化祭の準備物で狭くなっている廊下を、浦野は器用に駆け抜け、階段を降りていく。

　思い出した。

　あいつ意外と足早いんだった。

　普通に追いかけたら、絶対追いつけない。

「ま、待って、待ってよ、浦野ってば！」

　遠ざかる背中に向かって必死に呼びかける。

「ごめん、ごめんってば。謝るから──」

　と。

　そこで。

　私が謝罪を口にした瞬間──浦野は、ピタリと足を止めた。

　あまりに急激に止まったので、思わずぶつかりそうになる。

　私達が立ち止まったのは、人気のない階段の踊り場だった。

「はあ、はあ……」

「──ごめん、だと？」

　呼吸を整えていると、浦野がこちらを振り返った。

　その目を見て──ビクリと肩が震えてしまう。

「なにが、ごめん、なんだよ。なんでお前が僕に謝ってんだ？　意味がわかんねえよ。なんでだ？　言ってみろよ」

　怒り。

　浦野の目には激しい怒りが合った。

　口調はいつにも増して荒く刺々とげとげしい。

「な、なんでって……」

「まさかお前──僕が傷ついたとでも思ってんのか？」

　浦野は言った。

　怒りに震える声だった。

「僕が、お前から『タイプじゃない』とか『恋愛対象じゃない』とか言われて、傷つくとでも思ってんのか？　はっ。ふざけんじゃねえよ。僕がそんなことで傷つく理由がねえだろ」


「…………」



「思い上がってんじゃねえよ、この自意識過剰女。僕はお前から好かれようが嫌われようが、心底どうでもいいんだよ」

「……じゃあ、なんで怒ってんのよ？」

「怒ってねえよ」

「怒ってるでしょ！」

「だから今言っただろうが！　僕が怒ってると勘違いしてるてめえの態度が気にくわねえっつってんだよ！」

　結局──怒ってはいるらしかった。

　荒い口調で、浦野は続ける。

「クソが……だからてめえらみてえなビッチは嫌いなんだよ。本人がいねえとこで勝手に男採点して遊びやがって……。こっちだっててめえらみてえな尻軽しりがるは願い下げだっつーの」

「それは……悪かったわよ。ごめん」

「いいか？　僕がキレてんのは、てめえらのそういう性格の醜みにくさに対して失望して、軽蔑けいべつしてるからだからな。断じて……断じて、お前の発言内容で怒ってるわけじゃねえからな！　わかったか!?」

「わかったってば……」

　激情の言葉を繰り返す浦野。

　しかし声が途切れた後、

「……なんで、だよ」

　と、今にも消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「ふざけんな……僕は、お前の弟じゃねえんだよ……」

「え……」

　なんで？

　気にしてないんじゃなかったの？

　私の発言なんて、全然気にしてないって──

「わ、わかってるわよ。さっきのはだから、ただのノリっていうか……」

「……けっ。出た出た。『ノリ』。『その場のノリ』。てめえら陽ようキャは『ノリ』だけで動いてる単細胞動物だからな。どんだけ周囲に迷惑振りまこうとも、どんだけ他人を傷つけても全部『ノリ』で済ますんだろうよ」


「…………」



「クソったれ……なにが、背の高い男がタイプだよ……。お前、まさかまだモモに未練があんじゃねえだろうな」

「……はあ？　なに言ってんの？」

　私には──わからない。

　浦野がなにを言っているのか、全然わからない。

　なにに怒っているのか、わかってあげることができない。

「ふざけんな……バカ、ブス……なんなんだよ、畜生……。だったら、最初から僕のことなんか構ってくんじゃねえよ……」

「……ああ、もうっ！　なんなのよさっきから!?」

　私は──キレてしまった。

　なにを考えているのか、なにを言いたいのかまるでわからない浦野の態度に苛立ち──そして、彼を理解してあげることができない自分にも苛立ち。

　そんなイライラが、とうとう爆発してしまった。

「もう全然意味わかんない！　なにをグジグジしてんのよ！」

「ああ!?　誰がグジグジしてるって!?」

「してるでしょ！　グジグジ、ウダウダ……ほんと男らしくないわね！」

「……てめえ、それは性差別だぞ！　前時代的な偏見へんけんで男女を語ってんじゃねえよ！」

「あー、うっさいうっさい！」

　私は言う。

　売り言葉に買い言葉で、言ってしまう。

「確かにちょっと失礼なこと言っちゃったかもしれないけどさ……そんなに不機嫌ふきげんになることなくない!?　なにがそんなに気に食わないの？　まさか──」

　深い考えもなしに、反射のように言ってしまう。

　激しく後悔することになる、最低の言葉を──




「──あんた、私のことが好きなの？」




　別に──深い意味や意図があったわけじゃない。

　確信があったわけでもないし、挑発しようと思ったわけでもない。

　本当に、売り言葉に買い言葉。

　パッと頭を過よぎったことをパッと言っただけ。

　私がこんなこと言ったなら、てっきり浦野は、

『ああ!?　ふざけんなドブス！　誰がてめえみてえな無神経ガサツ女を好きになるかよ！　自意識過剰も大概たいがいにしやがれ！』

　とか、そんな風に返してくるんじゃないかと思った。

　いつもいつも、そんな風に喧嘩してたから。

　仲良くなったのは今年の六月くらいで、付き合いはほんの三、四ヶ月でしかないんだけど……そんな短い付き合いの割には、驚くほどの頻度ひんどで喧嘩した気がする。

　喧嘩というか、口論というか。

　向こうがなにかと喧嘩腰だから、ついつい私も感情的になっちゃって。

　この一ヶ月でも、文化祭の準備をしながら何度言い争ったかわからない。

　でもいつも、ちょっと揉めた後は、すぐに仲直りできる。

　これが私達にとっての、普通。

　普通。

　私はそう思っていた。

　だから──目の前の男が見せた反応が、信じられなかった。

「なっ……!?」

　浦野は、わかりやすく狼狽うろたえた。

　目を見開き、唇を震わせる。

　顔はすぐに、かあっ、と赤くなった。

　なにも言い返さないまま、時が止まったように固まる浦野。

　表情に浮かぶのは動揺どうようと混乱……そして、激しい恥辱。

　頰ほほは真まっ赤かに染まり、潤んだ目からは今にも涙が溢れそうだった。

「え……？　う、うら、の……？」

「──っ」

　私が声をかけると、硬直していた浦野は我に返り、両腕でバッと顔を隠すようにした。

「……う、うう」

　腕の隙間からは、嗚咽おえつのような声が漏れた。

「う、浦野──」

「……っ」

　私が思わず手を伸ばそうとすると──浦野はその場から駆け出した。

　背を向けて、一目散いちもくさんに走り出した。

　私は──動けなかった。

　足が地面に縫ぬい止められたみたいに、一歩も動けない。

　小さくなっていく背中を、呆然ぼうぜんと見つめることしかできない。

　頭の中はグチャグチャで大混乱だったけれど──浦野の姿が見えなくなってから、なんとなく理解した。

　あんな顔を見せられてしまえば、どんな鈍感どんかんな女だって理解する。

　ああ、そっか。

　浦野は今日──怒ってたんじゃない。

　怒ってもいたんだろうけど、それ以上に傷ついてたんだ。

　私の心ない無責任な一言で、深く深く傷ついていたんだ、ずっと声が震えていたのは、怒りじゃなくて悲しみと悔しさのせいだったんだ。

　浦野は、私のことが好きだったんだ──




[image: ]




「……そうか」

　指宿の話を聞き終えた俺は、深く息を吐いた。

　どうやら、思っていた以上に込み入った出来事があったらしい。

　込み入ってて、ドロドロしている。

　どうしたらいいのか、見当もつかないほどに。

「……私のせいなのよ」

　指宿は今にも泣き出しそうな声で言う。

「私が……浦野に酷いこと言っちゃったから」

「……指宿が悪いわけじゃないだろ。ウラが聞いてるって知らなかったんだから」

「でも私……浦野の気持ちに気づいてあげられなかったから。全然知らなかった。浦野が私を……す、好きだったなんて」

　本当に申し訳なさそうに言う指宿。

「浦野の気持ちも知らないで、酷いこと言いすぎた……。最低、よね……。いくら口喧嘩になったからって……あんな形で、浦野の気持ちを知っちゃうなんて」


「…………」



　確かに──指宿の言葉で、ウラは大層傷ついたのだろう。

　好きな相手が自分のことを『タイプじゃない』『恋愛対象じゃない』と口にしている姿を見れば、誰だって傷つくに決まっている。

　そして。

　極めつけは、好意のバレ方だ。

　──あんた、私のことが好きなの？

　きっとウラにとっては、予想だにしない台詞せりふだったのだろう。

　だからあまりに驚いて、あまりに恥ずかしくて、動揺を露あらわにしてしまった。

　そんなわかりやすい態度のせいで、指宿にも全てが伝わってしまう。

　自分が、指宿咲に惚ほれているということがだ。

　たぶんウラにとっては──それがなによりの恥辱だったのだと思う。

　予期せぬ形で好意を見抜かれてしまったことが、ウラのような奴にとっては死にたくなるぐらい恥ずかしいことだったのだろう。

　無断欠席したくなる気持ちも、痛いほどわかる。

　ウラが相当傷ついているのは間違いない。

　でも──

「指宿のせいじゃない」

　俺は言った。

　傷ついているのは、指宿咲もまた同じだろう。

「気づいてあげられなかったっていうけど、ウラ自身が好意を隠してたんだから気づかなくても普通だろ。ウラの奴は、告白もしてないくせに一人で拗すねてるようなもんだからな」


「…………」



「つーか、どっちが悪いって話でもないだろ。お互いに悪気わるぎがあったわけじゃないし、ちょっと運が悪くて気持ちがすれ違っただけの話だ」

「……うん」

　励はげましてみるも、指宿の表情は暗いままだった。

「……全然気づかなかった。浦野が、私のこと好きだなんて」

　俯いたまま、ポツリと言葉を零こぼす。

「だってあいつ……私にはいつもやたらと喧嘩腰でさ。なにかにつけてつっかかってくるし、口は悪いし、バカとかブスとか言うし」

「それは……アレだ。好きな子ほどいじめたくなるという、例のアレだ。意地悪をする以外で好意を示す手段を知らないんだよ」

「……それは小学校で卒業しなきゃダメなやつじゃない？」

「卒業できなかったんだろうな」

　うーむ。

　今回の件、ウラのことは心配だし、同情もするけれど……ウラにも落ち度がないわけじゃないよなあ。

　ていうかもう、大半が自業自得というか。

　全てはあいつの捻ひねくれた人間性によって引き起こされた問題な気がする。

「……桃田は、知ってたの？」

「え？」

「浦野が……その、私のこと、好きってこと」

「……まあ、なんとなくは。ウラから直接聞いてたわけじゃないけど、もしかしたらそうかもしれないとは思っていた」

「そっか……」

　より正確に言うなら、一番最初に感づいたのはカナだけど。

　カナの方はかなり確信めいた様子だったけれど、俺の方は半信半疑だった。

　でも。

　今の話を聞いて──確信した。

　ウラは、指宿のことが好きだったんだろう。

　好きだからこそ、相手の言葉で必要以上に傷つき、ムキになり意地になり、そして好意を見抜かれたことで、恥辱に耐えきれなくなってしまった。

「もしかしたら、さ……」

　指宿は痛みを堪こらえるような声で続ける。

「自意識過剰なのかもしれないけど……浦野がクラス代表として、文化祭の準備を一生懸命やってくれたのって……私の、ためなのかな？」


「…………」



「私が誘ったから、浦野は頑張ってくれたのかな？」

「……その可能性は、あると思う」

　上手い言い訳一つ思いつかず、俺は本音で答えることしかできなかった。

　指宿の顔は、ますます辛そうになってしまう。

「私……てっきり浦野は、こういうのが好きだから頑張ってくれてるんだと思ってた。最初は嫌がってたけど、準備進めるうちになんだかんだ楽しそうにしてたから……。でもそれが、私のためだったなんて……私のせいだったなんて」


「…………」



　こういうのが好きというのも、間違いではないと思う。

　やっているうちに楽しくなってしまったのも、たぶん本当だろう。

　ウラは元々、この手のイベントは嫌いじゃないし、やり出したらハマってしまう凝こり性しようなタイプだから。

　でも──スタートの気持ちは、指宿への気持ちだと思う。

　心を閉ざして陰かげの世界にどっぷりと浸かってしまったあいつが、光の世界に一歩踏み出そうと思ったのは、たぶん指宿への想いだ。

　いいところを見せたかった。

　好きな女の子に、いいところを、格好かつこういいところを。

　なんてことはない。

　よくある話といえば、それまでなのだろう。

　クラスで孤立した陰キャの少年が、クラスでも人気のある陽キャの女子から声をかけられて、みんなの輪に加えてもらった。

　陰キャの方は、ちょっと優しくされただけで、ちょっと構ってもらえただけで、相手のことを好きになってしまう。

　優しさに慣れていない少年にとって、優しさとは特別なものだから。

　特別な人以外に向けるものではないから、自分が相手にとっても特別なのではないかと勘違いしてしまう。

　でも陽キャ側の女子からすれば──それは、ただ普通のことなのだ。

　特に理由も目的なく、下心もなく、他人に優しくできる。

　そんな人間としての美徳が──自意識過剰で恋愛経験の少ない男にとっては、時として毒になってしまう。

「浦野って確か……中学のときも、学校来なくなったりしたのよね？　金尾と、もう一人の女子と三角関係になったとかで……」

　ああ、そうか。

　指宿はもう、その話も知っているんだった。

「どうしよう……これでまた、浦野が学校に来られなくなっちゃったら、全部私のせいだ……」

　深い後悔の声で囁ささやく。

　ウラのことを、本当に気にかけているのが伝わってくる。

　優しい、と思う。

　指宿咲は、気が強くて、押しが強くて、たまに気遣いがなくて、結構キツいことも平気で言ったりするけれど──でも本当は、どうしようもなく優しい少女なのだ。

　きっとそれは、ウラもわかっていることだろう。

　わかっているからこそ、そんな優しさに惹ひかれ──そして今、その優しさのせいで心に傷を負ってしまったのだ。

「私、どうしたらいいんだろ……」

「……なにもしなくていいと思うぞ」

　自責の念に押し潰されそうになってる指宿に、俺は言った。

「たぶん、指宿にできることはなにもないから」


「…………」



「ああっ、いや、違う、悪い……言い方が悪かった。指宿はなにも悪いことしてないんだから、なにもせず堂々としてろって言いたかったんだ」

　指宿が一気に泣きそうになってしまったため、慌ててフォローを入れた。

「これ以上、指宿が謝ったところでウラはムキになるだけだろうし、そもそも謝るようなことでもないからな。だから指宿は──文化祭の方を頼む」

「文化祭……？」

「ウラがいきなり休んだせいで、クラスの方は混乱してるだろ？　そっちの方をしっかりまとめてくれ。これで指宿まで落ち込んで、クラスの出し物が全部失敗に終わったとかになったら……ウラは後から、余計に傷つくだろうからな」


「…………」



「ウラの方は──俺がなんとかする」

　俺は言った。

「桃田……」

「長い付き合いだし、放ってはおけねえからな」

「……うん、ありがとう」

　そこでようやく、指宿は笑顔を見せてくれた。

　弱々しくも、少しの希望が輝く笑みを。

「浦野のこと、お願いします」

「任せろ。あっ……でも指宿、一つだけ、確認してもいいか？」

「なに？」

　俺は言う。

　もしかしたらこんなことを尋ねるのは、ルール違反なのかもしれない。

　問題を解かずに答えだけを先に聞いてしまうような、恥知らずな行為なのかもしれない。

　でも、問わずにはいられなかった。

　ウラを、そして指宿を──大切な二人の友人を守るために、どうしても。

「答えたくなかったら答えなくていい。でも、できたら教えてくれ」

　そんな風に前置きしてから、言う。

「お前は……ウラのこと、どう思ってるんだ？」

「え……」

「ウラは、指宿のことがずっと好きだったみたいだけど、お前の方は……どうなんだ？」


「…………」



　指宿は最初、面食らった顔をした。

　しばらく沈黙し、視線を左右に泳がせてから、静かに語り出す。

「わ、私は──」
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　学校で指宿いぶすきと別れた後、俺おれは急ぎウラの家へと向かった。

　ここで問題となってくるのが──あいつの家の場所だ。

　ウラの家は、学校からは結構遠い場所にある。

　電車で行けないこともないのだが、最寄りの駅を降りてからかなり歩かなければならないようなところにあるのだ。

　時刻はすでに五時過ぎ。

　あまり遅くなっても向こうの家に申し訳ない。

　ちなみにウラ本人はというと、通勤通学用に出ている路線バスを利用するか、親に送ってもらうかだ。七三の割合で親に送ってもらうパターンの方が多い。

　路線バスを使えば家の近くのバス停まで迎えるが、調べたら次のバスは一時間後だった。

　学生の俺に残された手段は──誰かに運転を頼むしかない。

　家に帰ってから家族の誰かに頼むという方法もあったが、俺が選んだ方法は──

『なるほど、織原おりはらさんにお願いしたのか』

　電話のカナは言う。

　車の助手席に座ったまま、俺はカナへと連絡していた。

　あいつもきっと、俺と同じぐらい心配しているはず。逐一ちくいち報告すると約束したのだから、ちゃんと報告しないわけにはいかない。

『ウラの家に行くにしても移動手段がネックだよなあと思ってたけど……そうかそうか、モモには頼りになる彼女がいたんだよね』

「からかうなよ」

『……できれば僕ぼくも一緒に行きたかったけど、クラスの方がまだちょっとかかりそうなんだ。その後行くにしても……時間がね』

　もう姉さんもいないし。

　とカナは付け足した。

「……ああ、そういえば、カナのお姉さんは──」

『うん。もう結婚して、出て行ったよ。今は県外で暮らしてる』

　そういえば──夏休みのキャンプのときに、少しそんな話があった。

　ドタキャンによって運転手と保護者がいなくなってしまった、カナ達のキャンプ。

　候補としてカナのお姉さんも挙がったが──「最近忙しそう」という理由から、カナは頼むことをしなかった。

　その理由が──結婚式だったらしい。

　カナのお姉さんは、今年の夏、結婚して、家を出て行った。

『……そういえば昔は、僕とモモがウラの家に遊びに行くとき、姉さんが送り迎えをしてくれたりもしたよね。懐かしいや」

「カナ……」

『うん、まあ、とりあえず……ウラのことはモモに任せるしかない状況みたいだね。頼んだよ、モモ』

「……ああ」

　任せとけ、と俺は言った。

　通話が終わり、スマホをポケットにしまう。

　すると、

「終わったの？」

　と、運転席の織原さんが問いかけてきた。

「はい」

　頷うなずいた後、俺は軽く頭を下げる。

「……すみません、織原さん。仕事終わりに、こんなこと頼んで」

「ううん。全然気にしないで。大した予定もなかったから」

「ありがとうございます」

　運転席の織原さんは、屈託のない笑顔を見せてくれる。

　格好かつこうはスーツ姿。

　俺が連絡したときが、ちょうど会社から家に帰ったタイミングだったらしく、着替えもしないで学校まで車を走らせ、迎えに来てくれた。

　本当にありがたい。

「でも……なんだか大変なことになっちゃったみたいだね。ウラくん……大丈夫かな？」

「大丈夫……だと思いたいですね。まあ直接会って話すしかないでしょう。数回やり取りした後は、もうラインにも既読つかなくなっちゃったんで」

　カナの方も同じ状況らしい。

　とうとう、俺達にすら連絡を返さなくなった。

　少しだけ連絡を返してくれたのは──病気や怪我けがではない、と伝えるためだったのかもしれない。

　余計な心配をかけることが申し訳なかったのか、あるいは鬱陶うつとうしかったのか。

　いずれにしても、きちんと俺達に伝えたかったのだろう。

　自分の意思で引きこもっている、と──

「ちなみに桃田ももたくん……こっちの都合で悪いんだけど」

　織原さんが申し訳なさそうに言う。

「帰り、どのぐらいになりそうかな？　あんまり遅くなるようだと……私、明日早いからちょっと厳しいかも……」

「そんな遅くならないようにします。あんまり長居しても、向こうの家に悪いんで」

「うん、ごめんね」

「……いえ、ごめんなさいは俺の方ですよ。本当にすみません。忙しいのに、こっちの都合に付き合わせちゃって」

「ううん、だからさっきも言ったけど、気にしなくていいから。むしろ……ちょっと嬉しいんだよ、私」

「嬉しい？」

「だって……初めてじゃない？　桃田くんがこんな風に──自分の都合のために私を頼ってくれたのって」


「…………」



　そう、なのかもしれない。

　昔の俺だったら──付き合ったばかりの俺だったら、移動手段のために織原さんを呼び出すなんて、絶対に出来はしなかっただろう。

　こんなことのために呼び出すのは申し訳ない。

　不愉快な思いをさせてしまったらどうしよう。

　俺の友人関係の問題に彼女を巻き込むべきじゃない。

　そんな風に言い訳を並べ立てて、彼女を頼ることができなかったと思う。

　でも、今回。

　気づけば俺は、織原さんを頼っていた。

　申し訳ないとは少し思ったけれど、大して躊躇ちゆうちよも葛藤かつとうもなかった。

「なんか……自然に頼っちゃいましたね」

「うん、なんか自然に頼られちゃったね」

　織原さんは笑っている。

　本当に嬉しそうに、笑っている。

「車持ってる方が恋人の用事の送り迎えするなんて、カップルとして全然普通のことだと思うよ」

「……普通は、彼氏が彼女の送り迎えするパターンだと思いますけどね」

「んー、まあ、そうなんだけど……そういう性差別は時代錯誤さくごってことで。どっちが車出したっていいんだよ、きっと」

「ははっ。そうですね」

　俺も笑う。

　ウラが大変なときだっていうのに、つい笑ってしまう。

　いい意味で、少し緊張感が解けた。ウラと指宿のことで硬くなっていた心が、優しく解ほぐされていくようだった。

　ああ──

　なんだか、不思議な気分だ。

　俺にとって織原さんは最高の恋人で、だからこそ精一杯背伸びをして格好つけなければならない──そんな風に考えていた時期もあった。

　もちろんその気持ちが消えたわけじゃない。

　今だって、格好はできる限りつけたい。

　だけど──弱みを見せて頼ることを、恥はじだと思わなくなっている。

　困ったから彼女を頼る。

　そんな選択が、普通にできるようになった。

　それが弱さなのか強さなのかはわからないけれど──でもきっと、間違ってはいないのだと思う。

　織原さんは嬉しそうで、俺もこんなにも嬉しいのだから。

「それにさ、『こっちの都合』なんて寂さみしいこと言わないでよ」

　織原さんは言う。

「桃田くんの友達の一大事なんだから、それはもう、私の一大事と同じだよ。あんまり話したことないし、一回キャンプしただけの関係だけど……私、ウラくんのことも指宿さんのことも、大切な友達だと思ってるから」

「織原さん……」

　感動的な台詞せりふに胸を打たれるも、

「……まあ、向こうが私を友達と思ってくれてるかどうかはわからないんだけどね。こんな年の離れたおばさんに『友達』とか言われても、ドン引きするだけかもしれないし……。そもそも一回キャンプしただけで友達ヅラするのって、なんか陽ようの空気が濃すぎて私としても少し胸にひっかかるものがあるっていうか……」

　続く台詞で全てが台無しだった。

　し、締まらないなあ……。

　織原さんの陰いんの部分が滲にじみ出ている。なんていうか織原さんって、明るいし、社交的だし、立派に社会で活躍してるんだけど……根底は陰なんだよな。

　まあ俺は、そんな面倒めんどうくさい織原さんが大好きなんだけど。

「ま、まあとにかく、友達を助けるために全速前進！」

　自分で勝手に落ち込みつつも、自分で勝手に立ち直る織原さん。

　その辺は大人であった。

「車通り少なくなってきたし、少し飛ばすよ」

「お願いします。あっ……でも、織原さん」

「なに？」

「さっき、『大した用事はない』って言ってましたけど、少しは用事があったんですか？」

「あー……本当に大した用事じゃなくてさ。好きなゲーム実況者さんが生配信するから、リアルタイムで見たかったなあってだけの用事で……」

「ああ……」

　ゲーム実況動画、か。

　そういえば、ずっと食わず嫌いしてたけど最近ハマってるって言ってたなあ。

「まあ後から見るから別にいいんだけど……生配信じゃないと投げ銭ができないのがちょっと悲しくて……あっ。投げ銭って言ってもちょっとだよ!?　本当にちょっと投げてるだけだよ！」


「…………」



　知らぬ間に結構どっぷりとハマっているようだった。

　付き合ったばかりの頃なんて、ゲーム実況には全然興味ないどころか、むしろ偏見持ってるぐらいだったのになあ。

『ゲームってやっぱり、自分でやるのが一番楽しいと思うんだよね。いやもちろん、そういう趣味の人を否定するわけじゃないけど、私には合わないっていうかさ。いやー、ついてけないなー。最近の若者文化にはついてけないなー。私が子供の頃なんて──』

　とか、凄まじい勢いで食わず嫌いしてたのに。

　それが今じゃ普通にゲーム実況動画を楽しんで、投げ銭までしている。

　まあ……よくも悪くも人は変わるってことなんだろう。

　俺達の関係は変化するし、織原さんの趣味だって変化する。

　そう。

　だから──変化を恐れることはない、と思う。

　過去にこだわって変化を恐れ続けることは、きっと間違っている。







　浦野うらのの家に着く頃には、日はすっかりと暮れていた。

「うわー……お、大っきいねえ、ウラくんのおうち」

　初めて浦野うらの宅を見た織原さんは、驚きの声を発する。

　周囲に広がるのは、田んぼと山林。

　そんなだだっ広ぴろい土地に、ドンと君臨しているのがウラの家だ。

　二階建ての、巨大な一軒屋。

　庭はかなり広く、手入れの行き届いた芝しばが敷き詰められていた。

　屋寝付きの駐車場には何台もの車が並ぶ。

　高級外車、普段使い用の日本車、大型のファミリーカー……大家族というわけでもないのに、家族の数以上の車が存在している。

　なんというか……ザ・田舎いなかの豪邸、という感じだ。

「田んぼも後ろの山も、全部ウラんちの土地らしいです」

「……も、もしかしてウラくんちって、お金持ち？」

「ですね。ちなみにあいつは一人っ子です」

「う、うわー……こういう言い方したらアレなのかもしれないけれど、なんかすごく納得できるかも……」

　ザ・お金持ちの家の一人っ子。

　浦野泉いずみである。

　そんな会話をしつつ、俺達は車を降りて浦野宅まで歩く。

　車は、浦野宅から少し離れた場所にある空き地へと停めた。

　この場所も浦野の家が所有する土地であるらしいのだけれど、特に使い道がないから来客用の駐車場として使ってるそうだ。

　……田舎の金持ちというのは、特に使い道もない土地でもなんとなくあちこちに持っているものらしい。

　勝手に停めるのはマナー違反かもしれないけれど、事情が事情なので仕方がない。事後承諾になってしまうが、たぶん断られはしないだろう、たぶん。

「桃田くんは、結構遊びに来てたりするの？」

「そうですね、昔は、カナと一緒によく来ました。親に送ってもらって」

　田舎の小学生あるある。

　遠くの友達の家に遊びにいくために、親に車で送り迎えしてもらう。

「集まるとなると、なんとなくウラの家でしたね。ゲームもオモチャも、一番あいつが持ってましたし、あいつ自身家に友達呼びたくてしょうがないみたいなタイプでしたし」

　それに。

　俺とカナには、家に友達を呼びづらい事情があった。

　うちは家で整骨院をやっているし、母親がいない。なにかあったときに責任が取れないからと、親父があまりいい顔をしなかった。

　カナはカナで……小学生の頃は家が少しバタバタしていた。親が離婚したり再婚したり、いろいろとあったらしい。とても友達を家に呼べるような状況ではなかった。

「昔はよく来ましたけど……最近は、あんまり来てないですね。ゲームとかも、お互いの家にいても一緒にできるようになりましたから」

「あー、最近のゲームってそうだよね」

　しみじみと語る織原さん。

「ゲーム機のある友達の家に集まる文化って、もう廃すたれちゃったんだろうなあ」

「織原さんも子供のときは、友達の家に集まってゲームとかしてたんですか？」

「いや、私は友達がいなかったから」

「あっ……」

「……え？　いやっ、違う違うっ、違うよ！　ゲームをする友達がいなかったって意味ね！　友達はいたよ！　ちょっとはいたんだよ！　だからそんな、察したみたいな顔しなくていいよ！　痛ましい傷跡を見ちゃった悲痛な顔しないで！」

「……そうですね、すみません。そういうことに、しておきましょう」

「や、優しい目で見てこないでぇええ！　違うの！　噓じゃなくて本当なの！　あのね桃田くん……私が子供の頃って、今以上にテレビゲームやってる女の子って少なくてね、私の周りでは全然いなかったら……だから私は一人でやるしかなかったというだけで、決して友達がゼロだったわけでは……」

　楽しいやり取りをしているうちに、浦野宅の玄関に到着する。

　豪奢ごうしやな作りの門扉を前に立ち、備え付けのインターフォンを押す。

　向こうから返事があり、少し言葉を交わすと、すぐに家の玄関が開いた。

　中から現れた女性が、門の方まで小走りでやってくる。

　パーマをかけた長い髪と、穏やかな目つきが特徴的な女性。

　ブランドものっぽい衣装を身に纏まとい、肩にはストールを羽織はおっている。

　服装や顔立ちから気品や優雅さが滲にじみ出ている。

　顔立ちは年の割には幼く見えて、背丈はかなり小柄。

　この辺りは一人息子とよく似ている。

　とても──50近い年齢には見えない。

「まあ、モモくん、久しぶりねえ」

『貴婦人』と表現したくなるような、穏やかで気品溢れる女性──ウラのお母さんは、俺の顔を見ると朗らかに微笑ほほえんだ。

「ご無沙汰ぶさたしてます、ウラのお母さん」

　頭を下げる。

　ウラのお母さん──浦野冴さえさん。

　昔から、なにかとお世話になることが多かった。ウラの家に遊びに来るとよく海外の高級菓子をご馳走してくれたし、帰りが遅くなってしまったときは家まで車で送ってもらうこともあった。

「本当に久しぶり。最近全然来てくれないから、寂しかったわぁ。カナくんの方も、高校に入ってからはめっきり来なくなっちゃったし」

「今日はすみません。こんな遅くに、いきなり連絡もなくお邪魔しちゃって」

「……ううん。いいの」

　冴さんの笑みに、少し寂しげな色が滲む。

「泉くんに、会いに来たのよね？」

「はい」

「……ごめんね、モモくん。あの子……部屋から出てこなくなっちゃって。何回声かけても、全然返事してくれなくて」


「…………」



「部屋に運んだご飯は食べてくれたし、十時と三時のおやつもちゃんと完食してくれたんだけど」


「…………」



「とにかく元気づけなきゃと思って、泉くんが前から欲しいって言ってた新しいノートパソコンも買ってきてみたんだけど、欲しかったものと違ったみたいで怒られちゃって……あ。モモくん、よかったらそのパソコン、もらってく？」

「……いえ」

　あ、相変わらずだなあ。

　一人息子を死ぬほど甘やかしている。

　冴さん……悪い人じゃないんだけど、すごく優しいんだけど、よくも悪くもめちゃめちゃ甘いんだよな。

　基本的に怒らないし、欲しいものは大体買ってあげるし。

　とにかくウラのことを溺愛できあいし、甘やかしているお母さんなのだ。

「まったく……我が息子ながら困ったものねえ」

　冴さんは物憂ものうげな溜息を吐く。

「なんで部屋に閉じこもってるのか、理由はいくら聞いてもなにも教えてくれないんだけど……『また』学校で、嫌なことでもあったのかしら？」


「…………」



　彼女が思い出しているのは、中学時代の頃だろう。

　カナとリュウと三角関係で揉もめて、ウラが学校に来なくなった頃。

「それでモモくんは、『また』うちの子を助けに来てくれたの？」

「……助けに来たってわけじゃないですよ」

　俺は言う。

「ただ──話をしにきただけです」

　助けようなんて、烏滸うこがましい感情は抱いちゃいない。

　今も、昔も。

　俺はそんな立派な人間じゃないし、有能な人間じゃない。

　ただ──俺自身が嫌いやなのだ。

　今の状況がどうしようもなく気持ち悪いから、どうにかしたくて足搔いているだけのこと──中学時代も今も、俺のやっていることはなにも変わらない。

「そっか……。うふふ。本当にいい友達を持っているわね、泉くんは」

　冴さんは嬉しそうに、満足そうに微笑んだ。

「モモくんが来てくれたなら、泉くんはもう大丈夫ね。ママ、一安心ひとあんしんだわ」

「買いかぶりすぎですよ」

　そこまで期待されても困る。

　どうにかしたいと思ってここまで来たけれど……別になにか壮大な作戦があるというわけでもないので。

「ところで……」

　そこで冴さんは、俺の後ろに視線をやった。

「さっきから気になってはいたのだけれど……そちらの女性は？」

　困惑の顔となり、織原さんを見つめる。

　やべえ、しまった。

　織原さんのこと、すっかり忘れてた。

　当たり前のようについてきてもらってしまったけれど……冷静に考えたら、織原さんは車で待っていてもよかったのかもしれない。

「モモくんのお姉さん……？　前に、少し年上のお姉さんが一人いるって聞いたことはあるけれど」

「いえ、違います。姉貴あねきじゃなくて、えっと……」

「は、初めましてっ」

　俺が返答に詰まっていると、織原さんが頭を下げた。

「私、織原姫と申します。今日は桃田くんの送り迎えを担当している次第でありまして……ええと」

「あら。あなたが織原さんだったの？」

「……へ？」

「泉くんから話は聞いてるわ。夏休みのキャンプで引率いんさつをやってくれた、桃田くんの親戚のお姉さんなんでしょう？」

「え……は、はい、そうですっ」

　にこやかに言う冴さんに、強く頷く織原さん。

　ああ、そうか。

　ウラが俺の彼女のことを親に言うとは考えにくいし、冴さんは織原さんのことなんて知っているわけがないと思っていたけれど──あのキャンプがあったか。

　親元を離れて泊まりに行くわけだし、引率の大人について親に伝えておくのは当然のことだった。

　ウラは織原さんのことを、俺の親戚と説明していたらしい。

「あのときはお世話になりました。ごめんなさいね、車まで出していただいたのに、お礼もなにもしなくて」

「い、いえいえ。こちらこそ、楽しい思い出を作らせていただきました」

「あの子ね、夏休みのキャンプすごく楽しみにしてたのよ。一週間前ぐらいから何回も何回も荷物を厳選してトランクに詰め直したりして──」

「──いい加減にしろよ、母さん」

　と。

　会話に割って入るように、苛立った声が玄関の方から響いた。

　聞き覚えのある、ウラの声だった。

「ったく。いつまで外でくっちゃべってる気だよ？」

　ぶつぶつとぼやくようにいいながら、玄関からこちらに歩いてくる。

　格好は、Ｔシャルにハーフパンツというラフなスタイル。

　門扉のところまでやってくると、自分の母親を睨むようにした。

「世間話が長いんだよ。余計なこと話すな」

「……泉くん。おはよう？」

「もう夜だぞ」

「だって……今日は初めて顔を合わせたから」

　冴さんは驚いた様子だった。

　たぶん、ウラが部屋から出てきたことに驚いているのだろう。

「ふんっ」

　軽く鼻を慣らした後、今度は俺の方に視線を向けた。

　小さく息を吸い、俺はウラをまっすぐ見つめる。

「よう、ウラ」

「……モモ。やっぱり来やがったか」

　ウラは複雑そうな表情で言った。

　悔しさと苛立ちが滲む表情でありながら、どこか納得と諦観ていかんの色も滲む。

「まさか出迎えに降りて来てくれるとは思わなかったよ。お前を部屋から出すのが一苦労ひとくろうだと思ってたから」

「……お前のしつこさはよく知ってるからな。部屋の外でウダウダ騒がれても面倒だし、降りてきてやったよ。僕の寛大かんだいさに感謝しろ」

　尊大な口調で言い放つウラに、思わず笑いそうになる。

　俺もウラも、たぶん同じことを思い出している。

　中学時代、ウラが引きこもっていた頃。

　最初は俺が来ても顔も見せず、部屋の外に出てくることはなかった。毎日毎日通い詰めて、ようやく部屋に入れてもらえたんだっけ。

「あがれよ」

　ウラは言う。

　冷たい声と目で、しかし歓迎の言葉を。

「いいのか？」

「帰れっつっても帰る気はねえんだろ？　だったら議論するだけ無駄だ。話すなら中で話した方がいい」

　素そっ気けなく言い放つと、ウラは一人、さっさと家の中に戻っていった。

　俺は冴さんに頭を下げる。

「えっと……それじゃ、お邪魔します」

「ええ。どうぞ。お邪魔しちゃって」

　冴さんはにこやかに言って、手で玄関への道を促した。

　それから少し困ったような顔をして、

「……モモくん、泉くんのことお願いね」

　と続けた。

「口ではあんな風に言ってたけど、あの子、たぶん誰かが来てくれるのを待ってたんだと思う。カナくんかモモくんが、迎えに来てくれるのを」


「…………」



「捻くれ者で意地っ張ぱりで口下手で……まったく、誰に似たんだか」

「大丈夫だいじようぶですよ」

　俺は言った。

「ウラのそういうとこ、俺は嫌いじゃないですから」







　俺達二人は、二階にあるウラの部屋へと通された。

　……正直、織原さんに来てもらうかどうかは迷っていた。

　車で待っているというのも一つの選択肢だと思ったが、冴さんが『ほらほら、織原さんもどうぞ、遠慮しないで』と半ば強引にウラの部屋へと誘ったのだった。

　俺としても一人待たせてしまうのは忍びなかったので、誘っていただけてよかったと思っていたのだが──しかし。

　ウラの部屋に入った直後、少しの後悔が発生した。

「えええっ!?　ウラくんの部屋、すっごっ！」

　部屋に入った瞬間、織原さんは絶叫して、目を輝かせた。

　俺にとっては久しぶりのウラの部屋は、昔となにも変わらない。

　子供の一人部屋としては少々広めの、十畳の部屋。

　隅々まで掃除が行き届いており、埃ほこり一つ落ちていない。

　壁際のガラスケースにはウラが厳選に厳選を重ねたフィギュアが並ぶ。美少女フィギュアみたいなものはほとんどなく、ロボットや特撮ヒーローが中心だった。

　大きな本棚には、漫画にゲーム、アニメのＢＤなどが綺麗に整理整頓されて並んでいる。

　そして一際ひときわ目を引くのが──部屋の一画を陣取るゲームスペース。

　机の下には大きなゲーミングＰＣが鎮座し、机の上には数台のモニター。

　マイクにヘッドフォン、コントローラー、スポーツカーの運転席を思わせるゲーミングチェア……その全てが、ゲームを存分に楽しみ、そして自分のゲーム動画を世界に配信するための設備だった。

　やはりというべきか、織原さんの熱烈な視線はゲームスペースへと向いていた。

「ガ、ガチ勢ぜいだ……ゲームガチ勢の部屋だ……。本当の意味で『趣味・ゲーム』の人の部屋だ……。か、かぁっこいい……うわああ、すごいなあ、羨うらやましいなあ……こういう人達がいるから私達みたいなエンジョイ勢が『趣味・ゲーム』って言いづらくなるんだよなあ……」

　羨望せんぼうと嫉妬しつとが入り交じった、複雑な心境のようだった。

「……別に、大したことないですよ。こんなの、有名なゲーマーや配信者の奴を、適当に真似してるだけですから」

　素っ気なく言うウラ。

　しかし織原さんの興奮は止まらない。

「いやいや、すごいよ、ウラくん……でもさ、これだけ装備整ってるってことは、もしかして……ゲ、ゲーム配信とかもやってるの？」

「……まあ、遊び程度に」

「ひええ……す、すごいね、まだ若いのに……ちなみに、な、なんて名前で配信してるの……？　もしかしたら知ってるかも……」

「知ってるわけないですよ。大して有名でもないし……。一応『ウラノス』って名前でやってますけど……」

「……ええええええっ!?　『ウラノス』!?　ウラくんが──『ウラノス』様だったの!?」

　仰天して大絶叫する織原さん。

「し、知ってるんですか？」

「知ってるもなにも、私が今一番推してるゲーム実況者の人だよ！　今日の夜、生配信で見たかったのもその人！」

　問いかける俺に、鼻息熱く語る。

　マジか。

　織原さん、ウラの配信動画のファンだったのか。

「……『ウラノス』様は、顔出ししてないし声もボイチェン使って変えてるから、年齢も性別も不明の実況者だったんだけど……まさか、ウラくんだったなんて夢にも思わなかった」

　驚きを通り越して、戦慄の表情で語る織原さん。

「『ウラノス』様はね、本当にすごいんだよ。卓越したゲームスキルと、視聴者を飽きさせない軽妙なトーク……そしてなにより、言動の端々はしばしから滲み出るゲーム制作者へのリスペクト。時々キツい毒も吐くけど、それも全てゲーム業界を思う愛ゆえの毒なんだと伝わってくるの……」

　興奮のためか、大絶賛する織原さん。

　ウラは無表情を装っているが、少し嬉しそうだった。

「まあ……社会経験のなさと対人コミュニケーションの乏とぼしさが言動の端々から滲み出てたから、たぶん友達の少ない学生だろうなとは思っていたけど。全部親に買ってもらった機材で配信してるんだろうなとは思っていたけど」

　興奮のためか、結構えげつないことを言う織原さん。

　ウラは無表情を装っているが、少し泣きそうになっていた。

「こ、こんなところに本物の『ウラノス』様が……た、大変だ……投げ銭しなきゃ！　お金を投げて、名前を呼んでもらわなきゃ！」

「落ち着いてください、織原さん！」

　財布から万札を取り出しそうになっている彼女を、慌てて諫いさめた。

　織原さんは我に返る。

「はっ……ご、ごめん……。感動のあまり、お金を投げなきゃいけない衝動に駆られてしまって」

　……そっち系の界隈かいわいにだいぶ毒されているようだった。

　大丈夫かなあ。

　織原さん、なにげに結構お金持ってるから怖いんだよなあ。

「とりあえず……感動は置いといて一旦落ち着きましょう。今日は一応……真面目な話をしにきたので」

「……はい。ごめんなさい」

　素直に謝る織原さんだった。

　それから居心地悪そうに視線を彷徨さまよわせた後、

「えっと……やっぱり私、下にいるね。ウラくんのお母さんがお茶淹いれてくれてるみたいだから、手伝ってくるよ」

　と言って、逃げるように部屋から出て行った。

　うーむ。

　なんか、申し訳ないなあ。

　俺の用事に付き合わせているのに、上手くフォローできなくて本当に申し訳ない。俺が浦野宅での織原さんの振るまいを考えてこなかったせいで、右往うおう左往さおうさせてしまっている。反省しなければ。

　ともあれ。

　織原さんがいなくなったことで、部屋には俺とウラが二人。

　それだけのことで──空気が少し重くなる。

「まあ、座れよ」

　ウラはクッションを取り出し、着座を促した。

　俺が座ると、ウラの方もベッドに腰掛ける。

　少し高い位置から俺を見下ろすようにした。

　予想以上にコミカルな雰囲気となってしまったけれど、ここからは、真面目な話をしなければならない。

　無理やりにでも、シリアスにならなければならない。

「ウラ──」

「文化祭には出ねえぞ」

　いきなり、ウラは言った。

　機先を制するように、出鼻をくじくように、俺の言葉を遮さえぎった。

「学校には……まあ、気が向いたら行ってやるよ。僕もいつまでも引きこもってるほど子供じゃねえからな。でも──文化祭に出る気はねえ」

「……なんでだよ？」

「なんで？　さんざん言っただろ。どうもでもいいからだろ」

　酷ひどく冷めた声で、ウラは続ける。

「文化祭なんつークソくだらねえイベントに付き合ってたのは、元々ただの気まぐれだ。で、今度は気が向かなくなったからやめる。ただそれだけの話だ。全部全部、ただの気まぐれだ。そんなマジになんなっつーの」

「クラス代表のお前がいなくなったら、みんなが困るだろ」

「……知らねえよ、あんな連中。今は祭りの熱に浮かされて仲良しこよしごっこしてるけど、どうせ文化祭が終わったら、また元の他人に戻るだけだ。どうせどいつもこいつも、僕のことを面倒事押しつけられる便利な道具ぐらいにしか思ってねえよ」

　いつも通りに──いや、いつも以上に毒が酷いウラ。

　俺は深く息を吐く。

「指宿から、昨日の放課後の話は聞いたよ」


「……っ！」



「あれが、きっかけなんだろ？　今日学校を休んだのも、文化祭なんてどうでもいいなんて言い出したのもの」

「あの、クソ女……」

　ぎり、と歯を食いしばり、膝ひざの上で拳を握りしめる。

「……勘違いすんなよ。あんな女のことなんざ、僕はどうでもいいんだよ」

「ウラ……」

「一ミリも興味ねえし眼中にもねえ。次にあの女の名前出してみろ。いくらモモだろうと許さねえ……その口を──」

「ウラ！」

　声を張り上げると、ウラはびくりと身を竦すくませた。

　凄すごんでいた顔が一転、怯おびえた顔つきとなる。

　俺はそんなウラを、まっすぐ睨にらむように見つめた。

「いつまで意地張ってんだよ……？」


「…………」



「俺の前でまで格好つけるな。何年一緒にいると思ってんだ。肩の力抜いて、本音で話してくれよ……」


「…………」



　それきり、ウラは俯いて黙ってしまう。

　俺も黙って、次の言葉を待った。

　永遠のように長い数秒が経過すると──

「……う、うう、ううう！」

　俯いていたウラの口から、唸うなるような声が漏れ出す。

　握りしめた拳こぶしで、どんっ、どんっ、と何度もベッドを叩いた。

「畜生ちくしよう……畜生っ……」

　何度も何度も、拳を叩きつける。

「なんなんだよ、畜生──好きじゃ、悪いのかよ！」

　やけくそのように叫んだ後、ウラは後ろに倒れ、ベッドに仰向けに寝転がった。

　俺に見られたくないのだろう、両手で顔を隠すようにする。

　今──ウラは認めた。

　好きだと。

　指宿のことを、好き、だと。

　そのことを認めて俺に伝えることが、こいつにとってどれだけ勇気を必要とし、どれだけ心を消耗することなのか、俺にはよくわかる。

「悪いなんて言ってねえだろ」

「くそっ、くそっ……なんで……なんで僕って奴は、こうなんだよ……！　なんでこんなに簡単に──人のこと好きになっちまうんだよ……！」

　吠えるような叫びには、嗚咽が混じっていた。

「わかってたはずなのに……あの女が僕に構ってくるのは、ただの優しさと気まぐれだってことは！　ああいう手合いは誰にだって簡単に連絡先聞いてくるし、ボディタッチだってしてくる……そんなもんを好意だと勘違いして舞い上がるのなんざ愚の骨頂だって、わかってたはずなのに……」

　悔しさと惨めさが滲む声で、ウラは語る。

　己の内心を。

　誰にも見せたくないはずの、秘めていた想いを。

「どっかで、期待してたんだ……一緒にラウワン行ったり、夏祭り行ったり……向こうも僕に気があるんじゃねえかって……どっかで期待するようになっちまった」

　血を吐くような声は続いていく。

「あいつからクラス代表に指名されたとき……死ぬほどムカついたし、本気でウザかったけど……ほんと、少し嬉しかった。あいつが一緒に頑張ろうって言ってくれたことが、嬉しかった。だから……頑張ろうと思った。頑張ったら……なにかがあるんじゃないかって思った。そんな、下心があった」

　でも、とウラは続ける。

　声は悲痛さを増していき、今にも消え入りそうだった。

「あいつは……僕のことなんて、なんとも思ってなかった……！」


「…………」



　よくある話といえば、よくある話なのだろう。

　明るくて社交的な女子が、友達の少ない男子にも気さくに声をかけ、連絡先を交換して友達となった。

　男子はそれを特別ななにかと思ってしまうけれど──女子にとってはそれは特別でもなんでもない、ごく普通のこと。

　言葉にしてしまえば、それだけの話。

　日本中のどこにでも転がっていそうな、陽キャと陰キャの恋物語。

　でも。

　どんなにありふれた物語だろうと──当事者にとっては、人生を左右するぐらいの一大事なのだ。

「ダセえ、情けねえ、みっともねえ……本当に、つくづく自分が嫌になる……あの女もムカつくけど……それ以上に自分に腹が立つ」

　身を裂くような自虐の言葉が吐き出される。

「いっつもこうだ……。ちょっと優しくされるとすぐ勘違いして、バカみてえに舞い上がって、一人で盛り上がって……そして、絶望するんだ。中学んときから、なんも変わっちゃいねえ……」

　中学時代もまた、ウラは一つの失恋を経験した。

　今とは少し状況は違うが、己の恋心に振り回され、心に深い傷を負った。

「なんで……こうなっちまうんだよ……。あのときと……同じじゃねえか。自分一人が傷ついて終わってりゃいいのに、相手まで巻き込んで傷つけて……ダセえ。惨めだ。惨めにもほどがある……」

　やっぱり、と思う。

　ウラは別に──指宿に対する怒りはないらしい。

　その気もねえなら陰キャに優しくしてくんじゃねえよ、という逆恨みめいた感情は抱いていない。

　もちろん全くないわけではないだろうけど──それ以上、罪悪感を抱いている。

　自分が好意を抱き、そしてその好意が伝わってしまったことで、相手に余計な傷を負わせてしまったことを悔いている。

　好意は時として、向けられた側を傷つける。

　優しい人間ほど、好意に応えられないことを申し訳なく思ってしまう。

　中学時代もそうだった。

　あの一件で、ウラはなにもかもが嫌になって部屋に引きこもった。

　失恋によってウラ自身が傷つき──そしてそれ以上に、リュウを傷つけてしまった事実に、傷ついた。

　リュウはウラの気持ちを知ったことで傷つき、そんな思いをリュウにさせてしまったことでウラはさらに傷ついた。

　どうにもならない、最悪の悪循環あくじゆんかんだった──

「あの女だって……今頃、面倒くせえ思いしてるに決まってる。ごく普通に接してただけの陰キャが勝手に惚れてきたんだからな。最高に面倒くせえ状況だろうぜ。僕なんかとはもう、顔も合わせたくねえだろうぜ。まあ案外今頃、笑い話にしてんのかもな。陰キャに惚れられてマジでキモいって、友達に愚痴ったりして──」

「──勝手に決めんなよ」

　俺は言った。

　ずっと黙っていたけれど、ここだけは反論せずにはいられなかった。

「指宿の気持ちを、お前が勝手に決めるなって」

「……あ？」

　ウラは上体を起こし、涙を擦こすった後が残る目で、俺を睨むようにした。

　怒りと不安に震える眼差まなざしを、俺は正面から睨み返す。

「お前が傷ついたのはわかるし、辛くて苦しいのもわかる。でも……指宿の気持ちを勝手な想像で決めつけて、必要以上にしんどい思いする必要はないだろ」

「……けっ。知った風な口利くじゃねえかよ」

　皮肉げに口元を歪め、挑発するように言い放つ。

「上から語ってんじゃねえよ。はんっ。モモはいいよなあ。好きな女と両思いになって付き合えて。ほんの一、二年前までは僕と『生涯童貞どうてい同盟』とか組んでお互いを慰なぐさめ合ってたってのに、今や彼女持ちのリア充様だもんな……」

　挑発めいた薄い笑みは、段々と怒りや悔しさに歪んでいく。

「……モモには、わかんねえんだよ。モモには……お前みたいに性根しようねがまっすぐで純粋な奴には……僕みてえな根性こんじよう腐った奴の気持ちなんて、絶対にわかんねえんだよ！」

「ああ、わかんねえよ」

　俺は言った。

　はっきりと、言った。

「わかんねえよ。俺にはお前の気持ちなんてわからない。お前の気持ちがわかるのはお前だけだ。もちろん──指宿の気持ちだってそうだ。あいつの気持ちは、お前にはわからない」


「…………」



「自分の気持ちは自分しかわからない。だから──言葉にしなきゃ相手になにも伝わらねえんだよ」

　思い出す。

　織原さんと付き合う前──ウラやカナに恋愛相談をしていた頃。

　カナは言っていた。

　王子様は皆自分からアクションを起こしている、と。

　金持ちのイケメンの王子様であっても、自分から動かなければお姫様を手に入れることはできない。

　想いを言葉にしなければ、なにも始まらない。

「……んだよ、それ？」

　ウラは表情に苛立ちを滲ませる。

「結局、告白しろって話か？　ダメでもいいから玉砕してこいってことか？　ふざけんな。そんなありきたりな綺麗事は──」

「違う。告白しろなんて言ってない」

　相手の言葉を断ち切るように、俺は言う。

「告白するかしないかは、お前が決めることだ。けしかけるつもりはない。ただ俺が言ってるのは……気持ちも伝えないうちから、一人でなんでも決めつけて拗ねるのをやめろってことだけだよ」

「……っ」

　幼い顔に恥辱にも似た苦渋が浮かぶ。

　本当は。

　本当は俺は──もう答えを知っている。

　今日の放課後。

　指宿から、直接聞いてしまった。

　彼女が、ウラの好意に気づき、どう思ったか。

　浦野泉という少年のことをどう思っているのか──

　でも。

　それを伝えるわけにはいかない。

　頼まれたわけでもないのに、一足飛びで解答だけを教えてしまうことは……なんというか、あまりに不義理で無作法ぶさほうな気がする。

　これはウラが、自分で決断し、乗り越えなければならないことだ。

「さっきさ……俺のこと、純粋だって言ったろ？」


「…………」



「お前はそう思ってんのかもしれないけど……でも、俺からしたら、お前の方がよっぽど純粋だと思うぜ」

「僕、が……？」

「ああ。純粋だよ。お前は俺が知ってる中で、誰よりも純粋だと思う。すごく純粋で、繊細で……だから臆病なんだ」


「…………」



「昔からずっとそうだよ。お前は自分が傷つくことを、そして誰かを傷つけてしまうことを……酷く怖がってる」

　臆病で、怖がっている。

　生来せいらいの気質なのか──それとも、中学時代の経験のせいなのか。

　あるいは、両方か。

「今回だって結局、自分も相手もこれ以上傷つけるのが嫌で……だから全部投げ出したくなっちまったんだろう？　でもさ、もうちょい鈍感になってもいいんじゃないのか」

「鈍感……？」

「お前は、自分の痛みにも他人の痛みにも敏感すぎるんだよ。よく言えば繊細、悪く言えば、頭でっかちで自意識過剰でコミュ障で人間不信をこじらせてて……」

「……悪い方が例が多すぎだろ」

「ああ、すまん。つい」

「ついってなんだついって……」

　涙目で睨まれてしまった。

　咳払いをして、話を本筋に戻す。

「とにかく──もう少し鈍感になってもいいだろ、って話だ。自分の痛みにも、他人の痛みにも」


「…………」



「心配しなくても……お前が好きになったぐらいで、相手はそんなに困らねえはずだよ。仮に困らせてしまったとしても、お前がそこまで罪悪感を抱く必要はない。好きになったぐらいで『傷つけるかも』なんてビビってたら、誰も恋なんてできねえよ」


「…………」



「自分のことにしたってそうさ。お前は、恋に落ちてグダグダしてる自分が惨めで惨めでしょうがなかったと思うんだけど──気にするな。人間、誰だって最高にみっともなくなっちまうもんなんだよ……」

　本気で人を好きになったらな。

　と、俺は言った。

　そう。

　そうだ。

　人間は──恋をすると、これ以上なくダサくなる。

　勝手に想像を膨らませて勝手に不安になって、ウダウダグジグジと迷走する。

　全てが、一人芝居の独り相撲。

　傍はたから見たら滑稽こつけい極まりないだろう。

「どんなにみっともなくたって、恥ずかしがることはない。誰だって、そうなんだから。本当に心から誰かを好きになったら、誰もが最悪に格好悪くなって──そしてそれは、最高に格好いいことなんだよ」

　ああ──

　今ならば、言える。

　己の恋心に蝕むしばまれ、自縄自縛の棘とげに苦しめられているウラに、きちんと寄り添った言葉を送ることができる。

　中学のときは、なにも言えなかった。

　まだ恋を知らなかった俺は、ウラになにも言ってあげることができなかった。上うわっ面つらの言葉でありきたりな慰めを口にすることしかできなかった。本当の意味で悩みや葛藤を共有することができなかった。

　でも、今ならばできる。

　本当に好きな人ができた、今ならば──

「……ふん」

　しばらく沈黙していたウラだが、やがて不遜ふそんな顔つきとなって鼻を鳴らした。

「確かにな。お前も織原と付き合う前にウダウダやってるときは、最高にみっともなかったもんな。一回フラれたときの凹へこみっぷりときたら、無様なことこの上なかったよ」

「……うるせえよ」

「でも──そうだよな」

　ウラは言う。

　どこか晴れやかな表情となって。

「みんな、こんなもんなのかもしれねえな」

「……そうだよ」

　誰だって格好悪くなる。

　誰だって無様になる。

　恋をしたら。

　本気で、恋に落ちてしまったら。

「さて──じゃ、そろそろ帰るかな」

　俺は座布団から立ち上がった。

「え……も、もう帰るのかよ？」

「ああ。織原さん待たせてるし、そんなに長居もできないだろ」

　話したかったことも大体話したし。

　と付け足すと、ウラは怪訝けげんそうな顔をした。

「お前……告白をけしかけに来たんじゃねえのかよ？」

「さっきも言ったけど、それはお前が決めることだよ。俺はけしかけもしないし、止めもしない」


「…………」



「もちろん、協力してくれっていうなら全力で協力するぜ。お前には俺の告白手伝ってもらったからな」

「……学校来いっても、言わねえのか？」

「ん……まあ、来て欲しくねえわけじゃないけど、無理強じいする気はねえよ。さっきお前がそのうち行くって言ってたし、それならそれでいい」


「…………」



「ああ、そうそう忘れてた。指宿がお前のことはとりあえず『原因不明の高熱で寝込んでてスマホも見られない状況』って言い訳しといたらしいから、もし学校に行くつもりなら、そういうテイで行ったらいいと思うぞ」


「…………」



「気が乗らないならしばらく好きに休んだらいい。文化祭は、お前が来なきゃお前のクラスは大変だろうが……まあ、俺のクラスじゃねえしな」

　しれっと、言った。

　軽く冗談めかした口調で。

　ウラは一瞬きょとんとした後、噴き出すように笑う。

「ふはっ……なんだよ、それ？」

「所詮は他人事ひとごとだよ。お前のクラスがどうなろうと、俺には関係ない。お前はこの一件でクラスから孤立するかもしれないけど……別にいいだろ。だってお前、元々孤立してたし」

「……はははっ。そりゃそうだ。僕には失うものなんかなんにもねえや」

「クラスで孤立したら、また俺やカナと一緒に毎日昼飯食えばいい。ただそれだけの話だよ」

「ったく……意味わかんねえな、モモは。告白も急かさねえ、文化祭にも来いって言わねえ。じゃあお前、なにしにここに来たんだよ？」

「最初に言っただろ。話をしに来たんだよ」

　俺は言う。

　命令しに来たわけじゃない。

　なにかを頼みに来たわけでもない。

　ただただ、話をしに来たのだ。

　話を聞いて、話をして──大切な友達とコミュニケーションを取りに来ただけ。

「真面目な話をしにきた、っつってなかったか？」

「ああ、そうだよ。真面目な話をしにきたんだ」

　真面目な真面目な──恋バナをな。

　と。

　俺は言った。

　さすがに少し臭くさすぎたかなと、言ってから恥ずかしくなった。
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　モモと織原が帰ってから、僕はしばらくベッドの上に寝転がっていた。

　天井てんじようを見つめながら、一人考え込む。

　頭の中では、様々な相手の様々な言葉が、グルグルと巡めぐっていた。

「……恋に落ちたら、最高にみっともなくなっちまう、か……」

　一人、虚空こくうに向けて呟つぶやく。

「そういや……あいつも同じようなこと言ってたっけな」

　夏休みの、キャンプのときだ。

　カナと中学時代の三角関係の言い争いになり、僕はその場から逃げ出した。

　逃げる途中に川に落っこちて、コテージの風呂場で着替えていたらあの女がノックもせずにいきなりドアを開け、僕の裸を──

　いや。

　そこまで詳細に思い出す必要はねえ。

　とにかく逃げた僕を追ってきたあいつと、いろんな話をした。

　その中で、あいつが言っていた。




　──もしかしたら、みんなそうなんじゃないのかな、って

　──皮肉なもんよね。好きな人ができて、その人に好かれようと格好つければ格好つけるほど……どんどんダサくなっちゃうんだから。

　──でも言い換えれば──それだけ真剣ってことなのかも。

　──相手のことを真剣に思うからこそ、わけわかんなくなっちゃう。自分ってこんなに情けない奴だっけ、って自己嫌悪に陥おちいっちゃうくらいに。




　中学時代の失恋を引きずり、いつまでも吹っ切ることができず、惨めで無様で仕方がなかった僕のことを──あいつは、笑わないでいてくれた。

　それどころか、肯定してくれた。

　ダサくてみっともない僕を、それだけ真剣だったのだろう、と認めてくれた。

　ああ、そうだ。

　僕はたぶん、あのときから、あいつのことが──

「泉くん、入るわよ」

　がちゃり、と部屋のドアが開く。

　母さんだった。

「……ノックぐらいしろよ」

「しましたよ。聞こえなかったの？」

　聞こえなかった。

　そのぐらい、一人考え込んでいてしまったらしい。

「モモくんと、織原さんは帰りましたよ」

「ああ……窓から見てたよ」

「ご飯もたっぷり食べてもらったわ。あっ。泉くんの分もちゃんと残ってるから、食べたくなったらいつでも降りてらっしゃい」


「…………」



　モモは僕の部屋から出て行った後、一階で織原と一緒にうちの母さんが作った晩ご飯を食べさせられたらしい。

『お茶の準備を手伝う』と言って下に降りていった織原がいつまでも戻ってこなかったのは、母さんに晩ご飯の準備を手伝わされたからだそうだ。

　……なんだかなあ。

　こういう自分の母親のお節介せつかいって、無性に嫌なんけどなあ。

「モモくん……しばらく見ないうちに、グッと男っぽくなってたわね」

　釈然しやくぜんとしない気持ちになる僕に、母さんは独り言のように言う。

「もしかして、もう彼女とかいるのかしら？」

「……さあな」

　適当にはぐらかす。

　言えるはずもない。

　一緒にいた27歳の親戚の叔母おばさんが、モモの最愛の彼女だなんて。

「彼女がいるなら……なんか、ちょっぴりショックだなあ。お母さん、結構モモくんタイプなのよね。カナくんの方が顔は格好いいけど、圧倒的に格好いいけど、好きなのはモモくんの方なの」

「人の友達を変な目で見てんじゃねえよ」

　そして『顔はカナの方がいい』アピールを何度も繰り返すな。

　モモがかわいそうだろうが。

「友達……ふふ、そうよね。泉くんの大事な大事なお友達……」

「……っ」

「数は少ないけれど、泉くんは友達に恵まれたわね」

「……うっせー」

　吐き捨てるように言うと、母さんはくすくすと笑った。

「あっ。そういえば泉くん。ゲーム配信の準備はしなくていいの？　今日、八時ぐらいから生配信する予定だったんじゃないの？」

「……なんで把握してんだよ？」

「息子のツイッターぐらいチェックするわよ、『ウラノス』くん」

「プライバシーの侵害だからやめろ」

「親にウン十万もする機材を買ってもらって配信してる子にプライバシーなんてものはありません」

「ちっ」

　僕はベッドから立ち上がる。

　ゲーミングチェアに腰掛け、スマホを手に取った。

「配信は……中止だ」

　やることができたからな。

　と僕は言った。
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　その日の夜──

　寝る直前ぐらいの時間になって、指宿から電話がかかってきた。

『聞いて聞いてっ、浦野から連絡があったの！』

　安堵あんどと歓喜が滲む、弾んだ声だった。

　話によれば──指宿個人にではなく、クラス全体のグループラインにウラからのメッセージがあったらしい。

　原因不明の高熱で休んでしまったことによる謝罪。

　そして──文化祭の準備に関して、諸々のファイルが送られてきたらしい。

　ウラ自身が抱え込んでいた仕事はもちろん、クラスの者への仕事の割り振りなども、事細かに指示されていたそうだ。

『浦野……私の噓に付き合ってくれたんだ。原因不明の高熱って……』

「単なるサボりより、よっぽど印象がいいだろうからな」

　クラスの連中にまで、真実を告げる必要はないだろう。

　本当のことを伝えてしまえば、ウラはもちろん、指宿にだって余計な迷惑がかかってしまう。

　真実なんて、一部の人間さえわかっていればいい。

『桃田のおかげよね。今日、浦野の家に行ってくれたんでしょ？　本当にありがとう』

「俺はなにもしてねえよ。軽く雑談してきただけだ」

『……うん、でも、ありがとう。助かった……』

　指宿は謝罪を繰り返すけれど、しかしその声は段々と沈んでいった。

『浦野が連絡くれたのは嬉しいし、指示出しもすごく的確だから助かるんだけど……でも、これ──明日明後日と、文化祭当日の分もあるのよね』


「…………」



　明日と明後日、そして当日の分の細かな指示出し。

　それが意味することは──

『浦野……文化祭には、来ないつもりなのかな？』

　不安に震えた声に、

「あいつを……信じるしかないな」

　と、俺はそんな気休めで返すことしかできなかった。

『……そうね。信じて、待ってるしかないわよね』

　通話が終わる。

　俺は天を仰ぎ、深く息を吐いた。

　やれるだけのことはやった──なんて自己満足に浸るつもりはない。

　わからない。

　俺はなにをすべきなのか、あるいはなにもすべきではないのか。

　この問題に、どこまで踏み込んでいいのか、ずっとずっと迷っている。

　どうにかしてやりたいと思うが、時には信じて待つことだって大事だと思う。

　俺は──どうしたらいいんだろう。

　ウラのために、俺がこれからやるべきことは──
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　それぞれがそれぞれの想いを抱いたままあっという間に数日が経ち──

　俺おれ達の高校最初の文化祭は、当日を迎えた。

　結論から先に言ってしまえば──ウラは、文化祭に来た。

　三日前の欠席から二日連続で休んだが、当日だけは、来てくれた。

　まあ……より正確に言うなら、来たというか。

　俺と一緒に登校したんだけど。

「わ、わかってんだろうな、モモ？　ちゃんと僕を、クラスに馴染なじめるようにしろよ!?　久しぶりの登校によって向けられる白い目から僕ぼくを守って、なんとか上手いことするんだぞ!?」

「……わかったわかった」

　学校の廊下──

　ウラはずっと俺の後ろを怯おびえた様子でついてくる。

　学校近くのコンビニで待ち合わせてから、ずっとこんな感じ。

　今朝方、登校前にウラから連絡があったのだ。

　長ったらしく高圧的な口調だったが、意訳すると『一人で行くの怖いから一緒についてきて』と読み取れる文面だった。

　そんな風に頼まれてしまえば、断れるはずもない。

　でも……なんつーかさあ。

　来てくれたのは嬉しいんだけどさあ。

　俺としてはやはり……出迎えたい気持ちがあった。

　ウラのクラスの出し物がなにかしらのピンチになって、『畜生ちくしよう、こんなときにあいつがいてくれたら……！』とクラスメイトが思い始めたところで、満を持してウラが登場、みたいな。

　そういう感動的な展開を夢見ている部分はあった。

　それがまさか……一緒の登校を求められるとは。

　まあ、ウラらしいと言えばウラらしいのだけれど。

「……なんだよ、なんか言いたそうな顔だな」

「別に」

「ふん。感謝しろよ。こんなクソくだらねえイベントになんざ来るつもりもなかったけど……お前と母さんがうるせえから、仕方なくて来てやったんだだけなんだからな」

「ああ、わかってるよ」

　俺は言う。

「来てくれてありがとな、ウラ」

「……けっ。うっせ。うっせうっせ」

　照れ隠しなのか、背中に軽く拳こぶしを打ち付けてくる。

　そのまま二人で階段を昇り、自分達のクラスへと向かう。

　文化祭当日の朝。

　一学年のフロアは、賑にぎやかな飾りで埋め尽くされていた。

　全ての教室が、クラスそれぞれの出し物に会わせて飾り付けられている。

　まだ外部の人達は来ていないが、すでに多くの生徒達が登校している。みんな祭りの空気に浮かされたのか、どこか落ち着かない様子だった。

　俺は自分のクラスに軽く顔を出した後、ウラを連れて向こうのクラスへと向かった。

「……うう、ど、どうしよう。クラス全員が僕にキレてて殺意を剝むき出しにしてきたらどうしよう？」

「心配すんなって。たぶん大丈夫だよ」

「モモぉ……いざってときは、全部お前の命令だったってことにしていいか？」

「ははは。ふざけんな」

　ウラ達のクラスの出し物は──『メイド喫茶』

　一学年にしてはかなり力を入れているようで、教室の入り口にはアニメ調のメイドさんが描かれた等身大ＰＯＰが置かれていた。

　メイドさんの横から、教室の中を覗き込む。

　どう声をかけたものかと悩んでいると、

「あっ……浦野うらのくん！」

　俺の背後にいるウラに気づいた女子が声を上げた。

　それを皮切りに、中にいた大勢のクラスメイト達がウラの存在に気づく。

「噓うそっ、浦野来たの？」

「マジで？　うわ、マジだ！」

「うわー、浦野じゃん、久しぶり！」

　教室内にいた多くの生徒が駆け寄ってきて、ウラを取り囲むようにしていく。

「浦野、もう大丈夫なのかよ？」

「原因不明の高熱だっけ？　大変だったねー」

「こっちの準備はバッチリ終わってるから、安心しろよ」

「そうそう。浦野が送ってくれた指示だし、すげえ役に立ったよ」

　皆一様に、優しく明るい声で接してくる。

　どうやら予想以上に、ウラはクラスに馴染み、愛されているようだった。

　原因不明の高熱という指宿いぶすきの噓うそも、どうにかバレずに済んでいるらしい。

　温かく歓迎してくれるクラスメイト達に、ウラはたじたじになりながらも、どうにか応じていく。

　こりゃ俺の出る幕はなさそうだな。

　そう思って去ろうとするが──

「おい、ちょっと待てよ」

　歓迎ムードを切り裂くような、硬質な声が響いた。

　教室の中から、男女数人のグループが近寄ってくる。

「みんな、いくらなんでも甘すぎなんじゃねえのか？」

　グループの先頭に立ってウラを見下ろしている男は、確かは大林おおばやしと言ったはず。俺は話したことはないが、背が高く、サッカー部で……まあ、なんというのか、とりあえず陽ようキャでクラスの中心にいるような奴だ。

「こいつが三日も休みやがったせいで、俺らがどんだけ迷惑被こうむったと思ってんだよ？」

「そうそう、マジキツかったし」

「昨日とかすげえ遅くまで残ってたからな」

　大林の言葉に、周囲の取り巻き連中も同意する。

　陽キャ達の眼光に晒さらされ、ウラは唇くちびるを嚙かみしめた。

「……ご、ごめん。迷惑かけて、ごめん」

　震える声で謝罪するも、

「いいや、許せねえな」

　大林とその仲間達は首を振った。

「口先だけの謝罪なんて、なんの意味もねえんだよ。だから浦野……お前にはこれから、罰ばつを受けてもらうぜ」

「ば、罰……」

　ビクリと身を震わすウラ。

　その周りを、いつの間にか大林の仲間達が取り囲んでいた。

　そして。

　ウラに課された罰とは──
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「……浦野、来てるの!?」

　一人でいるにもかかわらず、思わず叫んでしまった。

　校舎の外にある、特設のゴミ捨て場。

　燃えないゴミを集める場所が急遽きゆうきよ変更になったという通達が文化祭実行委員よりあったため、外に確認に出ていたところ──教室にいた鈴りんと舞まいからラインが入った。

　浦野が来た、と。

「……っ」

　気づけば私は駆け出していた。

　脇目も振らず、一目散いちもくさんに教室へと戻る。

　来た。

　浦野が、来てくれた。

　胸中には様々な思いがこみ上げてくるが、その大部分を占めるものは──感謝と安堵だった。

　ああ、よかった。

　浦野の奴、来ないかと思ってた。

　胸の中はグチャグチャで、顔を合わせたらなにを言ったらいいかわからない。でも今は、あいつが来てくれたことが、ただ嬉しい。

　浦野に会いたい。

　会って、ちゃんと話がしたい。

　昇降口で靴を履き替えて、自分のクラスへと早足で向かう。

　しかしその途中──

「え……きゃっ」

「うわっ……」

　急ぎすぎていたせいだろう。

　正面から走ってくる女子と──ぶつかってしまった。

　お互いに尻餅しりもちをついてしまう。

「いたた……あの、すみません、大丈夫ですか？」

　お尻をさすりながら立ち上がり、手を伸ばす。

　相手が誰かわからないので、とりあえず敬語。

　転んでいた相手は──なんとメイド服を着ていた。

　まあ今日が文化祭当日ということを考えれば、さほどおかしな衣装でもないのだろう。私達のクラス以外にも、メイド喫茶をやるクラスはあるみたいだし。

　ん？

　あれ？

　でも、このメイド服、見覚えがあるような──

「……こっちこそ、すみません」

　メイド服の女子は、私の手を取って立ち上がる──ん？　女子？

　あれ？　今、声がめっちゃ低かったような。

　ていうか……聞き覚えがある声のような気が──







[image: ]







「……って、ええ!?　浦野じゃんっ!?」

　思わず大声を上げてしまう。

　だって──信じられない。

　目の前にいるメイド服をきた女子──いや。女子と思い込んでいた相手は、なんと浦野泉いずみだったのだ。

　会いたくて会いたくてたまらなかった少年は、今、なぜか私の目の前でメイド服を着用して私の前に立っていた。

「なっ……お、お前……！」

「どうして……なにやってんの？　なんで、あんたがメイド服を……？」

「う、うるせえ！　不本意だよ！」

「不本意って、いったいなに、が……ぷっ」

　頑張がんばって耐えようとしたけれど、ダメだった。

「ぷふっ。あははっ！」


「～～っ！　わ、笑うな！」




「いや笑うなって無理でしょ……！　あはは！　あんた、似合いすぎっ」



　似合いすぎて笑えてくるし、そしてちょっとムカつく。

　なんでこんなに似合ってるのこいつ？

　女性用のサイズなのに、見事にジャストフィットしている。

　ほんと、細くて白くて羨うらやましい体をしているわ。

「う、うう……」

「ああっ、ごめんごめん、落ち込まないでよ……わかってるってば。自分から着たわけじゃ……ないのよね？」

「当たり前だ！　大林達に着せられたんだよ！」

「大林達に……？」

「あの野郎が、みんなを困らせた罰ゲームだとか言って、無理やり……！　くそっ、なんで僕がこんな目に。モモの奴も『まあ、そのぐらいの罰は甘んじて受け入れろ』とか言って助けてくれねえし……」

　私がいない教室で、なにやらいろいろあったらしい。

　大林。クラスの中心的人物で、なにかとオラついている男子ではあるけれど……まあ、悪い奴ではない。

　浦野のメイド服を着せたのも、単なる悪ふざけではなく、クラスメイトによる浦野へのヘイトを軽減させようという狙いもあったのかも。

　浦野の突然の欠席でクラスは混乱し、中にはまだ浦野へ釈然としない思いを抱えていたものもいただろう。それをこうして、みんなの前でわかりやすい罰を受けさせることで、モヤモヤとしたフラストレーションを解消させる。

　そんな狙いがあったのかもしれない。あるいは……そんな狙いはさっぱりなく、特に深く考えずにただのノリで罰ゲームを課したのかもしれない。

「仕方なく着替えたら……なんか知らねえけど予想以上に盛り上がって……クラスの女子共がメイク道具持ち出してきたから、慌てて逃げてきたところだ……」

　本格的にメイクアップされるところだったらしい。

　気持ちはわかる。

　メイクしたらすごく輝きそうな逸材なんだもん、今の浦野。

「ふふっ。まあよかったじゃない。桃田の言う通り、このぐらいはしょうがないわよね。この大事な時期に三日もサボったんだから」

「うっせー。誰のせいだと思ってんだ」

「誰のせい、って……」

　そこで──思い出してしまう。

　メイド服の衝撃で吹っ飛んでいた様々な感情を思いだし、今更のように罪悪感と気まずさがこみ上げてきて、胸が苦しくなった。

「……あのさ、浦野。私のせいで、ごめ──」

「謝んな」

　浦野は言った。

　低く冷めた声で──でも、まっすぐ私を見て。

「謝るのは……僕の方だ」

「え……」

「──ごめん。迷惑かけた」

　下げられた頭に、言葉を失う。

「浦野……」

　言葉は少なかったけれど、それはあまりに素直で、あまりに真摯しんしな謝罪のように思えた。胸の奥に様々な感情が芽生えるが──

「……はい！　謝った！　僕は謝ったからな！」

　──頭を上げた浦野は、その感情の全てを台無しにする態度を取ってきた。

「これで万事解決！　貸し借りなし！　負い目も落ち度もなし！　完全にフラットな関係に戻った！」


「…………」



「わかったな！　これでもう、ここ最近のあれこれは全部なかったことになるんだからな！　これ以上ゴチャゴチャ言ってマウント取ってくるなよ！」


「はぁー……まったく、あんたって奴は……」



「な、なんだよ」

「ううん。なんでもない」

　呆あきれて、馬鹿馬鹿ばかばかしくなって──でもなんだか笑ってしまう。

　自分でも驚くぐらい、心が安らいでいるのがわかった。

「ねえ、浦野。ちょっと手ぇ出して」

「な、なんでだよ？　しっぺか？　それとも関節を極きめる気か？」

「……想像がネガティブすぎるでしょ。いいから、ほら」

　強く促すと、浦野は渋々しぶしぶといった様子で手を出してくれた。

　細い手首に──私は、ポケットから取り出したものを巻いてあげる。

「これ……」

「そう。クラスグッズのミサンガ。私とあんたで、一緒に選んだやつ」

　オレンジを貴重としたカラーリングの、ごく普通のミサンガ。

　ちょっとベタすぎる気もしたけれど、値段とか準備期間とかいろいろ考慮した上で、結局ベタで攻めることとなった。

「昨日届いてクラスのみんなには配ったんだけど、あんた、いなかったからさ。だから……あんたの分は私が持ってたの。今日来てくれたら、渡そうと思って」


「…………」



　浦野はどこか感極まった様子で、手に巻かれたミサンガを見つめていた。

「さあ、そろそろ行きましょうか」

「……おう」

　二人で一緒に、教室へと戻る。

　私達の文化祭が、始まろうとしていた。




[image: ]




　午前九時。

　体育館で全体の開会式を行い、『誠山せいざん祭』が開幕。

　各クラス、各部活動がそれぞれ準備を開始。

　そして──午前十時。

　保護者や外部のお客様の入場が解禁され、本格的に祭りが始まる。

　ちなみに俺は──午前九時からずっとクラスの仕事をこなしていた。

　やっているのは、焼きそばのパック詰め。

　教室内に用意された席で食事をすることもできるが、パックに入って持ち運びできる焼きそばも、意外と需要は高いらしい。

　購入して外で食べる人や、午前中で帰ってしまう人は、結構このパック焼きそばを重宝するというのが、うちのクラスの代表が先輩から聞いた情報だそうだ。

　数人のメンバーで、調理担当が作った焼きそばをひたすら詰めていく。

　うちのクラスは、時間で区切った完全なるローテーション。

　俺はくじ引きの結果、スタートから二時間の作業となった。

　パック詰めという地味でしんどい裏方の仕事だが……反面、最初に二時間だけ作業すれば残りは全く仕事なしというメリットもある。

　同じパック詰め担当のメンバーと談笑混じりに作業を続け──あと五分で担当時間は終わり、というタイミングだった。

　パック詰めした焼きそばを台の上に見栄えよく並べているときに、

「あっ。桃田くーん」

　教室の入り口の方から、よく知った声がした。

　織原おりはらさんだ。

　十一時ぐらいに俺の教室に来てくださいと頼んでいたけれど、時間より少し早めに来てくれたのだろう。

「織原さ──っ!?」

　顔を上げ、愕然がくぜんとした。

　彼女の姿が目に入った瞬間、意識が飛んで卒倒するかと思った。

　歯を食いしばって己を奮い立たせ、慌てて彼女に駆け寄る。

「お、織原さん……」

「えへへ。ちょっと早かったかな。ほんとすごいよねー、なんか……文化祭って感じ。桃田くんが働いてるとこも、ちょいちょい見えたよ。一生懸命頑張ってたね！　ああいう風にクラスメイトと一緒にいる桃田くん、なんだかすごく新鮮だった」

「……いや、そうじゃなくて」

　絶望で折れそうになる膝を必死に支えて、俺は告げる。

「な、なんで──制服着てるんですか？」

　目の前に立つ彼女は、なぜか制服姿だった。

　彼女の母校、桐凛とうりん女学院の制服。

　今となってはもはや懐かしい。

　俺達の出会いにも関係する、重要なキーアイテム。

　バカな。

　なぜこれが、今ここに──

「へ？　なんでって……もう、なに言ってるの桃田くん？」

　やれやれと言わんばかりの態度で肩をすくめつつ、織原さんは俺へと距離を詰めてきて、小声で話す。

「これから文化祭で一緒に歩くんだから、普段の格好じゃまずいでしょ？　ちゃんと学生のフリしないと」


「…………」



「ああ、心配しなくても、また雪ゆきちゃんから借りてきたわけじゃないよ。これは正真正銘、私の制服。この前、お姉ちゃんに実家に荷物取りに帰ったとき、ついでに取ってきてもらったんだ。お姉ちゃんと秘密共有できたおかげで、こういうことも頼めるようになったんだよね」

「……いや、そうじゃなくて」

　ややドヤ顔の織原さんに、俺は遅ればせながら突っ込む。

「おかしいでしょう？　なんで学生のフリする必要があるんですか？」

　久しぶりの制服織原さん。

　しかも、わざわざ用意した自分の学生時代の制服。

　ああ、そうか。

　前に電話したとき『準備』って言ってたのは、このことだったのか。

「俺、普通に私服で来ると思ってたんですけど……」

「……ええ？　だって、制服の方が都合いいでしょ？　二人で文化祭歩くんだから、万が一にも私の年齢とかバレない方がいいだろうし」
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「いや……バレてもいいんですよ。普通に親戚ってことでいいじゃないですか。俺らもう、本物の親戚になってるんですから」

「いやいや、おかしいでしょ？　そんなことしたら桃田くん、親戚の叔母おばさんと一緒に文化祭を回る高校生になっちゃうよ？　それよりは、女子高生と回る方が自然じゃない？」

　どうやらお互いの認識に齟齬そごがあったらしい。

　制服か、私服か。

　どちらにもメリットとデメリットがあり、一概にどちらがいいとは言えないのだろう。

　なにが問題かと言えば……きちんと情報共有できていなかったこと。

　だって、そのせいで──

「……俺、クラスの連中に、普通に『親戚のお姉さんが来る』って言っちゃってるんですけど」


「………………え？」



　絶望のままに呟つぶやいた俺と、故障した機械のように硬直する織原さん。

　そしてそのタイミングで──最悪のタイミングで、

「おう、桃田。もう交代の時間だろ」

　クラスの友達が話しかけてきた。

　ぞろぞろと、五人ぐらい。

　俺と交代で作業を始める奴らだ。

「ごめーん、ちょっと遅れちゃったね。部活の方長引いちゃってさ」

「腹減ったし、食いながら適当にやるかぁ」

「あとは俺達に任せて、お前も文化祭回って来いよ」

「確か親戚のお姉さんが来るんだろ？　ああ、なんだもう来てたんだ。その人が、桃田の親戚、の……え？」

　一人が織原さんの姿を見て──より具体的に言うならばその制服姿を見て、怪訝けげんそうな表情を浮かべる。

　すると他の者達も、同様に不可解そうな顔となった。

「え……あれ？　その人が、親戚の人」

「ああ、いや、えっと……そう、なるな……一応」

「……ええ？　で、でも、なんで桐女とうじよの制服で……え？　普通に働いてる人って言ってなかったっけ？」

「ま、まあ……アレだな。うん、なんつーか、アレだよ……世の中、いろいろな趣味の人がいるってことだな……」

　必死に頭を働かせたけれど、これ以上上手い言い訳は思いつかなかった。

「ね、ねえ、織原さん」

「……ええ!?　え、えっと……う、うん、そうなの！　いやー、久しぶりに学校に来るってなったら、このチャンスは絶対に外せないなと思って、つい……」

「へ、へえ……そうなんだ」

　クラスメイト達は、皆一様に引き攣つった愛想笑いを浮かべた。

　困惑し、ドン引びきしている。

「じゃ、じゃあ、あと任せたっ」

　ボロが出る前に、俺達は急いで教室を離れた。

　しばらく歩いてから、

「……すみません、織原さん」

　と深く謝罪した。

「俺がちゃんと確認しなかったせいで……」

　くそ。なんて失態だ。

　これは防げる事故だろう。

　ここ数日、俺も織原さんもウラの心配ばかりをしていて、自分達のことが疎おろそかになっていた感は否めない。やってしまった。せっかくの文化祭デートだというのに、最初から躓つまづいてしまった。

「ううん、私の方こそごめんね。なんかまた、一人で先走っちゃって……桃田くんにご迷惑を……これからの、桃田くんの学校生活に悪影響を……」

「俺はいいんですよ。でも、織原さんが変な誤解を……」

「私は大丈夫だよ。だって……たった今、この高校には今後一切近づかないって決めたから。あはは、あはは……」


「…………」



　予想以上に深い傷を負ってしまったらしかった。

　俺達がそれぞれ用意した二つの作戦。

　親戚の叔母さんで誤魔化す作戦と、女子高生で誤魔化す作戦。

　事前の連絡が足りなかったせいで、互いの作戦がバッティングし、その結果お互いの悪い部分だけがハイブリッドして──

『女子高生のコスプレが趣味の親戚の叔母さん』。

　という、口に出すのも憚はばかられるような恐ろしいキャラクターを、織原さんが演じなければならなくなってしまった。
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「……うん、まあ、やっちゃったもんはしょうがないよね。ここはスパッと切り替えて、文化祭を楽しもう。おう」

　十分程度はガチで凹へこんでいたけれど、織原おりはらさんは意外と早く立ち直った。

　その後は実に堂々とした佇たたずまいで、『女子高生ですが、なにか？』と言わんばかりの態度で、学校を歩き回った。

　さすがは織原さんだ。

　普通のアラサー女子では、こうはいかないだろう。

　学校の中を制服姿で堂々と練り歩くなんて、恥はずかしくてできるはずがない。ましてついさっき、俺おれのクラスメイトには『コスプレをした社会人』ということがバレてしまっているのに。

　どこでどんな噂が広まるかわかったもんじゃないのに、この余裕綽々しやくしやくとした立ち居振る舞いはどうだ？

　まったく、慣れたものだ。

　いや──強くなった、というべきなのか。

　いろいろあったからなあ。

　制服から始まった俺達の関係は本当にいろいろあって……そして要所要所、なんだかんだ織原さんは制服を着ていたような気がする。

　もはやこの人にとって、制服姿を人前に晒さらすことは恥はじでもなんでもないだろう。

　いやー、もうほんと、俺の彼女はすごい！

「……ねえ桃田ももたくん、なにか失礼なこと考えてない？」

「いえ、考えてません。むしろ改めて織原さんを尊敬し直したところです」

　そんな楽しいやり取りをしながら、俺達は文化祭を満喫していく。

　織原さんはもちろん、俺にとっても高校に入ってから初めての文化祭で、まともに案内なんてできるはずもなかったけれど、二人で一緒に、ゆるくあちこちを回って歩いた。

　完璧にエスコートしようなんて気構えずに、のんびりと二人で歩いただけだけれど、それはそれで充実したデートのように思えた。

「はぁー、すごいねえ、文化祭って」

　昼過ぎ、校舎の外──

　ぶらぶらと一通りのエリアを回った後、文化祭用に設置されたベンチに腰掛けて、俺達は少し休憩していた。

「もうお腹なかもいっぱい。全体的にレベルが高かった気がするなあ。二年三組のクレープなんてすごい凝こってたし、二年五組のタピオカスイーツもやたら本格的だった。カナくんのクラスのパンケーキもすごかったよ。なんかインスタ映えの権化ごんげみたいな、見た目全フリの凄まじいクオリティで……あっ。もちろん、桃田くんが作った焼きそばも美味おいしかったよ！　なんか、ほっと安心する味で！」

「いや、いいですよ、無理に褒めなくて」

　というか、そもそも俺は作ってない。

　ただパック詰めをしただけだ。

「食べ物系以外にも、お化け屋敷とか脱出ゲームとか、結構楽しいのたくさんあったなあ。そんなにお金はかかってないんだけど、低予算を創意工夫で補っているところにすごく味があったっていうかさ」

「そうですね。すごいとこは本当にすごかったですよね」

　前評判通り、二学年の出し物はすごいものが多かった。

　クラスが一丸となり、今日のために全力で頑張ってきたことが、ひしひしと伝わってくる。

　俺は元々、文化祭などのイベントは頑張るタイプではないけれど……熱意溢れる出し物を見せられると、少し後悔みたいな感情も生まれる。

　ふーむ。俺もウラやカナぐらい、一生懸命やればよかったかなあ。

　来年は、もうちょっと頑張ってみようかな。

「……やっぱりさ」

　ふと、織原さんは言う。

　視線の先に、校舎と行き交う人々を捉とらえながら。

「こうして二人で制服着て歩いてると……思っちゃうよね。もしも私と桃田くんが同い年で同じ高校に通ってたら、どうなってたかなあ、って」

「……そうですね」

「そんな世界でも、私達カップルになれたかな？」

「どうでしょう？　織原さんきっとモテたでしょうから、俺なんか相手にもされなかった可能性もあるんじゃ……」

「いやいやっ！　全然モテなかったから私！　陰いんの中の陰の住人だから。雪ゆきちゃんいなかったら、誰とも会話せず高校時代を終えてた可能性があるレベルだし……」

　とりとめのない会話を──考えても意味のない『もしも』の話をする。

　もしも──俺達が同い年だったなら。

　今まで、何度その『もしも』を考えたことだろう。

　俺も、たぶん織原さんも、何度も何度も考えてしまい、そしてそのたびに心が暗い色に沈んでしまったことだと思う。

　でも今、織原さんの表情に陰かげりはなく、俺の心にも曇りはない。

　なんの躊躇ちゆうちよも衒てらいもなく、単なる笑い話としてそんな話ができている。

　今を否定するわけではない、雑談みたいな『もしも』の話。

　それは逆説的に強く現在の肯定できているような気がして、なんだかとても心が安らぐような気がした。

「あっ。そうだ。写しやメ……じゃなくて、写真交換しよっか」

「いいですね」

　スマホを取り出す。

　一瞬写メと言ってしまったのは、聞かないことにした。

　お互いに撮った写真を見返しながら、交換する写真を選んでいく。

「たくさん撮っちゃったよねー。でも二人で撮れたのは……これぐらいか」

　それは、ウラのクラスで撮った写真だった。

　俺達二人が並んだツーショット。

　いかに織原さんが制服コスをしているとは言え、あまり目立つことは避けた方がいい。だから誰かに写真を頼むようなことはしないでいたが──ウラのクラスに行ったとき、事情を知っている指宿いぶすきが気を遣って写真を撮ってくれたのだ。

「ウラくんも……学校に来られて、よかったよね」

「はい。ほんと、よかった……」

「でも桃田くん、そういえばさ。クラスを出るときにウラくんに言ってた『アレ』って、どういう意味なの……？」

「ああ、『アレ』ですか。なんっていうか……サプライズみたいなものです」

「サプライズ？」

「実は──」

　もったいつけることもせず、俺は説明した。

　ウラのためになにかできることはないか──そう考えているうちに思いついた、一つのサプライズのことを。
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　僕ぼく達のクラスの『メイド喫茶』は、予想通りに順調だった。

　客入りは上々。

　客の評判も上々。

　問題は発生していないわけではないが、全てが想定の範囲内だった。

「汚れたメイド服は、今すぐ着替えて急いで洗ってくれ。洗い方はちゃんと店から聞いといてある。この紙に書かれてるやり方で手早く頼む」

「わ、わかったっ」

「長居しすぎてる客は……そろそろお仕置きの時間だな。こんなときのために用意しといた『メイド（男）軍団』の出番だ。濃厚なサービスをしてやれ」

「わっはっは。任せとけ、浦野うらの」

「ドルチェグスト一つじゃサービスが追いつかない？　問題ねえ。僕が念のための予備として家から持ってきといたやつがある。そいつも使って二台体制で行くぞ」

「おお、さすが浦野！」

　教室の中、パーテーションで区切られて客からは見えなくなっているスペースで、次々に舞い込むトラブルを順次処理していく。

　どいつもこいつも、なにかトラブったらすぐ僕に丸投げしてきやがる。

　まあ、ありがたい話だ。

　これがクラスメイトからの信頼の証──なんて考えるような素直な頭を僕は持っちゃいない。どうせみんな、厄介事やつかいごとを押しつけるためだけに利用してるだけに決まってる。

　それでいい。

　理由がなんであれ、忙しい方がいい。

　こうして忙殺されていれば、余計なことを考えずに済む──

「ねえ、浦野」

　パーテーションから顔を出して、指宿が声をかけてきた。

　顔を上げて、ドキッとしてしまう。

　接客の方にも出ている指宿は……メイド服に身を包んでいる。僕が厳選に厳選を重ねた、それなりに本格派のメイド服。ああ、くそ、ムカつく。ドキッとした自分にムカつく。なんでこんなに似合ってんだよ、こいつ……！

「なんだよ？」

　内心の動揺を必死に抑え込み、平坦な声を心がけて告げる。

「なんか、あんたにお客さん来てるわよ？」

「客？」

　僕に客？　どういうことだ？

　心当たりは全くない。まさか……母さんか？　今日は用事があって来られないと言っていたけれど、サプライズでやってきたとか。

「どんな奴だ？」

「んーっと……かわいい女の子」

「……？」

　誰だそいつは？　見当もつかねえな。

　わけもわからないまま、僕はとりあえずその客の元へと向かう。

　パーテーションで区切られたスペースから、客のいる方へと。

「ほら、あそこ」

　指宿が隅っこにある席を指さす。確かに私服の女子が一人すわっているようだが、こちらからは後頭部しか見えず、顔はわからなかった。

　仕方なく近づいてみる。

「あ、あの……」

　声をかけようとすると、向こうが席から立ち上がった。

　そして、ゆっくりと振り返る。

　顔を見た瞬間──心臓が、止まるかと思った。




「久しぶりだね、ウラ」




　呼吸が止まる。

　頭が、真っ白になりそうだった。

　雰囲気はだいぶ変わってるが、顔は昔のままだった。

　一年か、二年ぶりの再会。

　でもどうしてか、十年二十年ぶりに会ったかのような、そんな錯覚がした。
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　震える口で、僕は彼女の名前を呼ぶ。

「リュウ……」

　自然と、その愛称が口から出てしまった。

　そこにいたのは──リュウこと、竜崎りゆうざき棗なつめ。

　僕が昔好きだった女子だった。







　ようやく、さっきモモが言っていた言葉の理由がわかった。

「ウラ……お前、今日、どこか回る予定はあるか？」

　昼食時間を少し過ぎた時間帯。

　織原とモモがうちのクラスに遊びに来たとき、去り際にそんなことを問うてきたのだ。

　ちなみに……なぜ織原が制服姿なのかは、あまりにも堂々としていたために尋ねることができなかった。なぜあの女は27にもなって、制服でこんな場所を恥ずかしげもなく練り歩けるのだろう？

「あ？　なんでだよ？」

「いいから、教えてくれよ」

「どこも行くわけねえだろ。僕がここにいなきゃクラスが回んねえからな。つーかそもそも、別に行きたいとこもねえし、回る相手もいねえし」

「そうか……ならいいんだ」

「ああ？　どういう意味だ？」

「いや、なんでもない」

　そんなやり取りがあった。

　今やっと──その意味がわかった。

　あいつが、僕に自分のクラスから動かずにいて欲しかった理由が。

「へー、ここがウラとモモとカナが通っている高校かー」

　視線をあちこちに向けながら、リュウは廊下を歩いていく。

　僕はその少し後ろをついていった。

　正直な話──迷った。

　唐突すぎる再会。

　なにを話したらいいかわからなかったし、どんな言葉を向けられるかわからなくて、怖くなってしまった。

　クラスの仕事を理由に、リュウとはそのまま別れようかとも思った。

　でも──

『せっかくだし、二人で文化祭回ってきたら？』

　指宿が、そんなことを提案した。

『行ってきなさいよ、浦野。友達なんでしょ？』

　まっすぐに僕を見つめて、あいつはそう言った。

　僕が反射的に『リュウ』と呼んだことで、指宿も察したのだろう。

　キャンプのときに、リュウとのことはすでに話していたからな。

　まったく……余計な気を遣いやがって。

「てかさ」

　足を止め、こちらを振り替えし、リュウは言う。

　昔と変わらぬような──友達だった頃となんら変わらぬような、人懐こい笑みと口調で。

「ウラ、髪伸びたね。ちょっと長すぎじゃない？」

「……別にいいだろ」

「なに目指してるの？　どういうスタインリングしたくて、その長さにしてるの？」

「うっせーな。切るの面倒くせえから適当に伸ばしてるだけだよ」

「ふうん。そのくせサラサラでいいよね。羨ましい髪質だなあ」

「さ、触んなよ……。髪のこと言うなら、お前こそどうしたんだよ。あんだけ長かった髪、ばっさり切りやがって」

「あー、これは高校に入学するときにバッサリいったんだよね。心機一転したかったっていうかさ。どう？　ショートカット、似合ってる？」

「知らね」

「あはは。相変わらず素そっ気けないなあ、ウラは」

　不自然なぐらい、自然な会話だった。

　まるで、昨日まで一緒に遊んでいた友達みたいに、自然に会話ができていた。

　雑談しながら人混みを抜け、昇降口付近、人通りの少ない場所へと通りかかる。

　そのタイミングで、

「……モモの差し金か？」

　と僕は切り出した。

「あはは。差し金っていうと印象悪いなあ。でも……うん、そうだよ。モモに頼まれたんだ。久しぶりに連絡が来て、すごくびっくりした」

　リュウは笑っていたが、瞳には少し暗い色が滲んでいた。

「正直ね……来る気はなかったよ。だって、ウラ達三人にどんな顔して会えばいいかわからなかったから」


「…………」



「でも──助けてくれって言われちゃったから」

「助けてくれ？」

「うん。今、ウラがいろいろあってちょっと凹んでて、ウジウジグダグダしてるから……顔見て励ましてやってくれって。俺じゃダメだから、どうしてもリュウに来て欲しいって……」

「……あの野郎、余計な真似を」

「あはは。そんな風に言われたら、来ないわけにはいかないよね。『仲直りしよう』とか『元の仲良しに戻ろう』とか、そんなこと言われたら身構えちゃうけど……ああも素直に助けを求められちゃったらさ」


「…………」



「でも──来てよかった」

　リュウは言う。

「ずっと心配だったからさ……私のせいで三人にすごく迷惑かけちゃったし。特にウラには、合わせる顔がなかったから」


「…………」



「でもさっき、ウラのクラスのメイド喫茶を見て、なんか感動しちゃった。あれ、ウラが中心になってやったんでしょ？　すごいね。めっちゃ本格的だったっ」

「……別に。大したことはしてねえよ」

「軽く泣きそうになっちゃったもん。ああ、ウラもちゃんと、楽しそうに高校生活送ってるんだなあ、って」

「……お前の方は、どうなんだ？」

「私？　私もまあ、それなりに楽しくやってるよ。女子校だから出会いとか全然ないけどね。現在彼氏募集中」

「そこまで聞いてねえよ、バカ」

「バカとまでは言わなくていいでしょ。相変わらず口悪いなあ」

　リュウにつられて、僕の方もいつの間にか笑っていた。

　ああ──

　なんだろう、この気持ちは？　心の奥底に残っていた冷たくて重い氷の塊が、ゆっくりと溶けていくような気がする。

　僕はずっと──リュウとの再会を恐れていた。どんな顔して会えばいいかわからなかったし、向こうも僕の顔なんか二度と見たくないだろうと思っていた。

　でもいざ会ってみたら──拍子抜けするぐらい、なんともなかった。

　あれ？　こんなもんか？　という感じ。

　僕はいったい今まで、なにを怖がっていたんだろう。

　僕はいったい今まで、なにを恐れていたんだろう。

「……ねえ、ウラ」

　そこでずっと笑っていたリュウが、笑みを消して真剣な表情となる。

　悲痛さを帯びた、痛々しいぐらいに険しい顔に。

「あのとき私……逃げるみたいに三人から距離を置いて、ちゃんとウラに謝ってなかったよね。だから今日は──」

「いいよ」

　相手の声を遮さえぎるように、僕は言った。

「謝んなくていい。リュウはなにも悪いことはしてないんだから」

「え、でも……」

「そして──僕だって悪くない。誰が悪いって話じゃねえだろ。僕達はみんな、真剣だったけどなんかズレてて……それで、変な風に嚙かみ合っちまっただけの話だ」

　そう、それだけの話。

　それだけの話だったと、思えるようになった。

　今になってやっと、そんな風に──

「……あー、そうそう。聞いてくれよ、リュウ」

　僕は言う。

　自分がこんなことを言うなんて、自分でちょっと信じられなかった。




「僕な、好きな女ができたんだ」




　リュウは目を少し見開き、きょとんと呆気あつけにとられたような顔をした。

「そ、そうなんだ」

「ああ。そうなんだ」

「もしかして……さっき、ウラを呼んできてくれた女の子？」

「ぐっ……な、なんでわかった？」

「あ、本当にそうなんだ。いやー、なんとなく雰囲気でわかっちゃった」

　……屈辱だ。

　僕って奴は、どんだけわかりやすい奴なんだよ？

「そっかー、あの子が、ウラが今好きな女の子なんだ」

「……ああ、そうだよ」

　深く息を吐きつつ、僕は言う。

「我ながら笑っちまうよ。あんだけ無様な失恋して大凹みしたってのに、また性懲しようこりもなく、ちょっと仲良くなった女子のことをすぐ好きになっちまったんだから」


「…………」



「だから、まあ……なんだ。僕はもう、新しく好きな女ができて、充実した学生生活を満喫してる。これ以上ないぐらい青春をエンジョイしてんだ。お前のことなんか綺麗さっぱり忘れてな。さっき会うまで、高校に入ってからお前のことなんか考えたこともなかったぜ」

「ふーん、そっか」

　リュウは意味ありげに笑った。

「な、なんだよ？」

「ううん、別に。ただ……相変わらず噓うそが下手だな、って思って」

「うぐっ……う、噓じゃねーし！」

「あははっ」

　大きく口を空けて、楽しげに笑う。

　僕は、リュウのこの笑顔が好きだった。

　こんな風に笑うリュウに、恋をしてしまった。

　今ではもう──昔の話。

　胸の奥底に封じ込めた、かつての恋心。

　僕にとってそれは、ずっと恥と惨めさの象徴でしかなく、思い出したくもないトラウマでしかなかった。

　でも今ようやく──そんな思い出したくもなかった思い出が、美しく綺麗な思い出に変わったような、そんな気がした。
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　体育館では、演劇部の劇や有志によるバンド演奏が執り行われる。

　一通りのスケジュールが終わった今の時間帯では、文化祭実行員の人達が閉会式のための準備を始めていた。

　もうすぐ、文化祭が終わる。

　閑散とし始めた体育館の隅には──俺とカナと、そしてリュウがいた。

「さすがはモモだよね。まさか、リュウまで引っ張ぱり出してくるとは思わなかったな」

　カナが呆れ口調で言うと、リュウは皮肉げに微笑む。

「まあ……他ならぬモモの頼みとあっちゃ、断るわけにはいかないよね」

「適当なこと言いやがって」

　俺は苦笑する。

　ちなみに、織原さんはいない。

　気を遣って席を外してくれたのだ。

　久しぶりの再会なんだから、と言って。

「ふふ。適当ってわけでもないよ。モモ以外から頼まれてたら……たぶん来なかった。モモの頼みだから、断りたくないって思った」

「？　どういう意味だ？」

「なんだろ？　上手く言えないけど……モモがきっかけなら、大丈夫かもしれないって思えたの。もう一度、ウラやカナと会っても、穏やかな気持ちで笑えそうだなって」

「……よくわかんねえな」

「僕にはわかるよ。リュウの言いたいこと」

　カナにはわかるようだった。

「それだけモモは、僕ら三人にとって特別だってことさ」

「買いかぶりすぎだろ」

　まあ、なんでもいいや。

　結果的に、どうにか丸く収まったようだから。

「なんだか信じられないなあ。またこうして、モモとカナ、そしてウラと楽しく話せるなんて」

　切なげな表情となって、リュウは言う。

「ウラには好きな人ができたみたいだし、モモなんか普通に彼女さんいるし……ちょっと目を離したすきに、男子って成長してくんだなあ」

　冗談めかした口調で言った後、カナの方を見つめる。

「カナはどうなの？」

「僕？　まあ、普通に彼女はいるけど」

「いや、そうじゃなくて。カナのことだから、彼女ぐらいは普通にいると思ってたけど……」

「ああ」

　歯切れの悪い言葉だったが、カナは全てを察したように頷いた。

「うん……もう大丈夫だよ。ようやく、乗り越えた感じ」

　薄い笑みのまま、淡々と言う。

「夏休みに──姉さんの結婚式があったんだ。そこでちゃんと、姉さんと相手の旦那だんなさんに言えたよ。『結婚おめでとう』って」

「……そっか」

　どこか吹っ切った様子のカナと、切なげに笑うリュウ。

　姉が結婚して、おめでとうと言う──なんとはない普通のことのように思えるかもしれないが、カナが抱えたものを知っている者が聞けば、胸が苦しくなるような痛みを覚えてしまう話だった。

　カナとカナのお姉さんは──血が繫がっていない。

　小学生の頃、両親の再婚でできた義理の姉。

　そして。

　カナはずっと、義理の姉に片想いをしていた。

　身内を、家族を、異性として好きになってしまっていた。

　このことを知っているのは……俺とウラと、そしてリュウの三人だけだ。三角関係のこじれがピークに至ったとき、カナは泣きながら胸中を打ち明けてくれた。

　カナは、好きな人がいるからリュウとは付き合えなかった。

　その好きな人というのが──義理のお姉さんだった。

　でも、お姉さんはその思いを知らない。

　カナ自身が、ずっと隠し続けているから。

　中学の一時期から、カナが相手を選ばず簡単に付き合うようになったのは、もしかすると、姉への思いを断ち切りたいからだったのかもしれない。

　そして──今年の夏。

　義理のお姉さんは、結婚して、家を出ていった。

　それがカナの心にどんな影響をもたらしたのか。カナはその事実と、どんな風に向き合ったのか。俺には想像すらできない。

　けれども。

　今のカナの、どこか吹っ切れた表情を見る限り──そこまで不安になる必要はないように思えた。

「キャンプのとき……織原さんに言われたよ。『無理に大人になる必要はない。今はまだ子供でいればいい。そのうち嫌いやでも、大人のフリしなきゃいけなくなるから』って」

　カナは俺の方に目線をやり、薄く笑って告げる。

「そのおかげなのかな……？　ずいぶんと心が軽くなった。不思議だよね。無理やりにでも忘れよう、無理してでも踏み越えようと思ってたことを……無理しないで受け入れようと思ったら、不思議なぐらいすんなりと受け入れられた。自分でも知らなかった自分と、ちゃんと向き合えた気がするんだ……」

　穏やかな声で、しかしどこか自虐じぎやくと自嘲じちようの色を帯びた声で、カナは続ける。

「ずっとお姉ちゃんのことなんか好きになっちゃいけないと思っていたけれど……そんな気持ちを無理に否定しないで、認めようと思った。好きなら好きと認めて……その上で、しっかり諦めて失恋すればいいんだって、そう思えたんだ」

　織原さんの言葉は、傷つき塞ぎ込んでいた心に深く響いたらしい。

　きっと俺達では──ダメだったのだろう。

　大人として生きている彼女の言葉だからこそ、しっかりとした重みを持ち、カナの心を揺り動かしたのだと思う。

　おかげで、カナはちゃんと失恋できた。

　姉の結婚をきっかけに、自分の中に燻くすぶっていた秘めた恋心に、きっちりと決着をつけることができた──のだと思う。

「……ようやく僕も、前に進めそうだよ。義理の姉に惚ほれて、その思いを誤魔化ごまかすために好きでもない女と次から次へと付き合って……そんな不毛な行為から、ようやく卒業できそうだ」

「そう。それはよかったね。じゃあこれでやっと、私と真面目に恋愛できるわけだ」

「うん、そう、これでやっと唄ちゃんと──って、えええ!?」

　仰天ぎようてんの声を上げるカナ。

　俺とリュウもワンテンポ遅れて仰天する。

　そこに、いた。当たり前のように、いた。

　魚海うおみ唄うた。

　カナの彼女が、すぐそばに立っていた。

　いつも通りの超然とした無表情で、ここにいるのが当然とばかりの態度で。

「う、唄ちゃん……？」

「やっほ」

「どうして、ここに……？」

「遥はるかくんが見知らぬ女と歩いているところを見かけたから、これは彼女として放っておけないと判断したから尾行して、ここについてからはずっと盗み聞きしてた」

「盗み聞きって……。ちょ、ちょっと待って……どこ、から」

「最初から大体全部。カナくんが、義理の姉に惚れてたとか、好きでもない女をとっかえひっかえしているとか……」


「…………」



　カナの表情が一瞬にして青ざめ、不安と焦燥しようそうで埋め尽くされる。

　しかし魚海唄の表情は変わらず、

「まあ──そんなこったろうと思ってたけど」

　と続けた。

「……え？」

「そんなこったろうと思ってたけど」

「いや、聞き取れなかったわけじゃなくて……ど、どういう意味？」

「最初からわかってたよ。遥くんに他に誰か好きな人がいることは」


「…………」



「義理のお姉さんっていうのはちょっと驚きだったけれど、まあそこまで驚くほどのことではないかな」

「わかってたって……じゃあ、どうして？　どうして唄ちゃんは、僕と……」

「別に遥くんが誰を好きとか、どうでもよかったから。大事なのは──私が遥くんを好きなことだから」

　それに、と魚海は続ける。

　無表情のまま、しかし少し得意げに。

「なんとなく上手くいくような気はしてたから。形だけでも付き合ってれば、いずれ遥くんは私のこと好きになっちゃうだろうなあ、って」

「それは……すごい自信だね」

「自信じゃないよ。信じてたの。遥くんのことを信じてたの。付き合うって、そういうことじゃないかな？」

「……そうかもしれないね」

　カナは笑う。

　顔に浮かんでいた焦燥や呆れが薄れていき、ただ笑みだけが残る。

　笑うしかない、とばかりに。

「まったく、敵かなわないな、唄ちゃんには。僕のこと、なんでも見透かされてるような気がするよ」

「全部見透かせるよ。だって──」

　魚海は言う。

　口の端はしに、ほんの少しの笑みを浮かべて。

「遥くんって、わかりやすいから」

「……初めて言われたよ、そんなこと。ずっと女子からは、『なに考えてるかわからない』って言われてたからね」

「ふうん。そうなんだ。じゃあその子達は見る目がなかったんだね」

「そうだね。唄ちゃんには……誰も勝てないよ」

　心の底から笑うような自然な笑顔を浮かべたまま──

　カナは魚海を、正面から抱き締めた。

　ギュッ、と強く、抱擁ほうようした。

　俺達はもちろん、周囲にはまだ、たくさんの人がいるというのに。

「……遥くん」

「なに？」

「さすがの私も、人前でこういう不意打ちは……ちょっと照れる」

「それは、してやったりだね。唄ちゃんを照れさせたのなんて、これが付き合ってから初めてかもしれない」

「もう、しょうがない男なんだから」

　最初は驚いていた魚海も、やがてカナの背中に手を回す。

　二人は優しく、それでいて激しく、お互いの存在を確認しあっていた。

　周囲のことなど──俺達のことなど、完全に放置して。


「…………」



　俺が目線で、行こうぜ、と促すと、リュウは肩を竦すくめて頷うなずいた。

　完全に二人の世界に入ってしまったカナと魚海を残し、俺達は体育館を後にする。

「……はぁーあ、羨ましいなあ」

　体育館から出た辺りで、リュウはしみじみと言った。

「ウラもカナもモモも、三人とも全力で恋して青春をエンジョイしまくってるじゃん。なんか私も、恋したくなってきちゃったなー」

「まあ……頑張ってくれ」

「ていうかモモの話もちゃんと聞かせてよ。織原さんって、さっきモモと一緒にいた、桐女とうじよの人でしょ？」

　カナと合流する前、リュウと織原さんも軽く顔を合わせ、挨拶だけはしていた。

「あの人、何年生？　一年じゃないよね？　見たことないし……」

「あー……そうだよな。お前も、桐女に通ってるんだよな。えーっと、なんつったらいいのかな？　あの人は、桐女に通ってるわけじゃなくて……」

「え……？　じゃあアレ？　桐女の生徒じゃないけど桐女の──他校の制服を着て歩いてたってこと？　たまにそういうコスプレみたいなことする人いるっていうけど」

「いやー……まあ、コスプレと言えばコスプレなんだけど、桐女の生徒じゃないってわけでもなくて。織原さんは紛まぎれもなく桐女の生徒だよ。ただし……今から十年前の、だけど」

「……へ？」

「あの人、27歳なんだ」
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「…………え、えええええええ!?」



　リュウは目を見開いて驚愕きようがくした。

「ど、どど、どういうこと!?　モモの彼女が……27歳!?　なんで!?　どうしてそうなるの!?　なんでモモは一回ひとまわりの人と付き合ってるの!?　そしてあの人は……なんで制服着てるの!?」

「……ふははっ。ほんとだよな。どうしてこんなことになってるんだろうな？」

　なんでこうなったのか？

　そんなことは俺にもわからない。全てが突拍子とつぴようしもない笑い話のようにも思える。

　荒唐こうとう無稽むけいで、夢ゆめ幻まぼろしのような笑い話──でもその全てが、俺にとってはかけがえのない、唯一無二の物語だ。

　せっかくの機会だし、リュウにもこの物語を教えてやろう。

　とても一言で説明できそうにはないから、時間はかなりかかってしまいそうだけれど──それでも構わないだろう。

　俺達はまた、気楽に笑い話のできる友達に戻れたのだから。
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　文化祭の三日前──浦野が学校を休んだ日の、放課後。

　──お前は……ウラのこと、どう思ってるんだ？

　──ウラは、指宿のことがずっと好きだったみたいだけど、お前の方は……どうなんだ？

　桃田は私に、こんなことを尋ねてきた。

「わ、私は──」

　質問に対する私の答えは、

「……わ、わかんない」

　申し訳なくなるぐらい、曖昧あいまいなものだった。

　だって、まだ感情が全く整理できていない。浦野が私のことを好き。そんな事実をいきなり放り込まれたせいで、心の泉には大きな波紋が起こり、その波は未だに落ち着くことがない。

「浦野が私を好きだなんて、考えたこともなかったから……まだ、全然考えがまとまらなくて」

「そうか」

「でも──い、嫌じゃない。嫌じゃないことだけは確かで……ていうか、むしろ、う、嬉しかった……のかな？」

　嬉しかった。

　今言葉にして、初めてそれを実感したような気がした。

　そう、そうなのよ。

　浦野が私を好きだとわかって、すごく驚いた。

　変な形で気持ちを暴いてしまったことを申し訳なくも思った。

　でも、それら以外の感情に──胸が弾むような興奮もあった。

「浦野のことは……普通に友達だと思っててさ。あいつ、口悪くて素直じゃなくて、とにかく面倒くさい奴だけど……でも、意外と優しくて男らしい一面もあって」


「…………」



「最近、一緒にいるとなんだかんだ楽しいから、ついついあいつのこと考えてる時間が多くなって……。この一ヶ月、文化祭の準備を一緒にやってきたけど、浦野のおかげですごく楽しかった。新たな一面が見えて、頼りになるなあって思ったりして……あと浦野の優しさやすごさをクラスのみんなにわかってもらえることが嬉しくて、でも『私だけがわかってる』という特別感が薄れることに少し苛いら立だったりもして──って、あれ？」

　感情のままに語り続けてる途中で、自分で気づいてしまった。

「私って──浦野のこと好きだったの!?」

　なんかすごく好きっぽい！

　ていうか、好き以外ありえない感じ！


「え、えええー……？　あれー？　わ、私ってもしかして、自分で気づいてないだけで、ずっと浦野のこと好きだったの……？　え？　ど、どう思う桃田？」



「……俺に聞くのかよ？」

「だ、だって……」

「どうだろう。話を聞く限りじゃ、好き以外ありえないって感じだとは思うけど……まあ最終的には──自分で決めたらいいんじゃなか？」

　苦笑しつつ、桃田は言った。

「自分で……？」

「人を好きになるってさ、なんつーか……曖昧で不明瞭ふめいりようで、フワフワした感情だと思うんだよ。胸に芽生えたそういう不確かなもんに──自分がどういう名前を与えるか。それが大事なんだと思う」

「どういう名前を……」

「たとえば俺は、ほとんど一目惚れみたいに織原さんに惚れて、勢いのまま最初の告白しちゃったけど……でも、そんなにはっきり『一目惚れ』って断言できるほど、一目見たときから惚れてたわけじゃないよ。最初はもっとずっと、漠然としたものだった」


「…………」



「その漠然とした思いに──俺は『好き』って名前を与えた。その瞬間から、俺は織原さんのことを好きだったことになった。その瞬間から遡さかのぼって、一目見たときから好きだった……ような気がしてきた。上手く言えないけど……なんか、そんな感じだ」

「……うん、なんとなく、わかった」

　漠然とした思いに、どんな名前を与えるか。

　自分が、どうするか。

「指宿のウラに抱いてる、名状しがたい思い……それを指宿が『気のせい』『気の迷い』って決めるなら、それは本当にそうなっちまうんだと思う。でも──そうじゃないなら。指宿がその感情に、別の名を与えるなら……いや、話しすぎたな」

　そこで桃田は照れ臭そうに苦笑した。

「これ以上は、俺と話すことじゃないよな」







　ああ、よかった。

　三日前、桃田と話しておいてよかった。

　おかげで──ちゃんと気持ちの整理ができた。

　会えなかった三日間で、己の心と向き合うことができた。

　自分の気持ちに、名前をつけることができた。

　おかげで──今、どうにか逃げ出さずにいられる。

「……い、一回しか言わねえから、ちゃんと聞けよ」

　信じられないぐらいに真まっ赤かな顔をして、浦野は言った。

　場所は校舎の裏、人気ひとけのない場所。

　閉会式もつつがなく終わって、激動の文化祭が幕を閉じた後──

　クラスの打ち上げに向かう直前に、私は浦野から呼び出された。

　大事な話がある。

　そう言われて、人気のない場所に。

　……どんなに鈍感どんかんな私でも、さすがに察しがつく。そりゃね。もう浦野の気持ち自体は知っちゃってるわけだし、その上でこんなシチュエーションを用意されてしまったら、気づかない方がおかしいだろう。

　私はこれから──告白されるんだろう。

　浦野は真っ赤な顔で、不安と恐怖に震える瞳で──でも逃げ出すことなく、しっかり私と向き合ってくれている。

　そういえば……リュウさんには、とうとう告白はしなかったと言っていた。

　もしかしたら人生初めての告白なのかもしれない。

　浦野が今、どれだけの勇気を振り絞ってこの場に立っているのか、痛いぐらいに伝わってくる。

　嬉しい。

　嬉しくて嬉しくてたまらない。

　もしも浦野から言ってくれなきゃ、私の方から呼び出して言ってやろうかと思っていたけれど……だからこそ、相手から言ってもらえることが嬉しい。

　私にだって、お姫様に憧れる気持ちはある。

　告白は男の方から──王子様の方からして欲しい、みたいな気持ちがある。

　今私の目の前にいるのは、ちょっぴり身長は小さくて、ひねくれ者で口が悪くて天邪鬼あまのじやくで──でも、最高に格好いい私だけの王子様。

　いろいろと紆余うよ曲折きよくせつあったけれど、私達は今、ようやく素直な気持ちで向き合えた気がする。

　こうやって向き合えたことが、なによりも尊いことなのだと思う。

　この瞬間を迎えられたことに、なによりも意味があるのだと思う。

　だから。

　ここで王子様がどんな風に愛を語ったか、そしてお姫様はその愛にどんな風に応えたか。

　そういうあれこれは……まあ、言わぬが花ってことで。
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　文化祭が終わってから、俺おれと織原おりはらさんは学校を出て、日が暮れ始めた道を二人で歩いていた。

「ウラと指宿いぶすき……付き合うことになったみたいです」

「えっ、ほんとに!?」

「今、両方からメッセージが来ました。ウラの方からコクって、それでオッケーもらったみたいです」

「へぇー、うわー、すごい。よかったぁ……ウラくん、頑張がんばったんだねー」

　本当に嬉しそうに笑う織原さん。

　嬉しいのは俺も同じだ。

　よかった。本当によかった。

　頑張ったな、ウラ。

「やっぱり指宿さんの方も、ウラくんのことが好きだったんだね」

「そうみたいですね」

「あの二人、なんだかんだお似合いだと思うから、きっといいカップルになると思うなあ」

「……だといいですけど」

「え？　ど、どういう意味？」

「いや、なんか……早速トラブル発生してるみたいですね」

　ラインの画面を織原さんに見せる。

　ウラからのメッセージには──




『僕ぼくを助けろ、モモ！

　このアホ女が、

「この後の打ち上げで、私達の交際をクラス全員に大々的に発表しましょっ！」

　とか言い出しやがった！

　どうすりゃいいんだよ！

　今すぐこっちに来て僕を救済しろ！　友達だろ!?　親友だろ!?』




「……う、うわー。なんかもう、うわー……」

「前途多難っぽいですね」

　俺は適当なスタンプを送り、スマホをサイレントモードにしてポケットにしまった。

　頑張れ、ウラ。

　俺にできることはもうない。

　あとはお前が、彼氏として頑張るんだ。

「打ち上げと言えば……桃田くんのクラスはなかったの？」

「うちはないですね。一年はないクラスの方が多いみたいです。ウラのクラスは、今回の文化祭で異様に一体感が出たからでしょう」

「そっか。よかった」

「よかった？」

「え？　あ、いやっ、なんでもないなんでもない！」

　慌ててぶんぶんと手を振る。

「でも織原さん、そろそろ帰った方がいいんじゃないですか？」

　学校からずいぶんと歩いてきてしまった。

　織原さんの車は学校の来客用の駐車場に停めたままなので、結局また来た道を戻らなければならない。

　日も暮れ始めたし、頃合いだと思うのだが、

「も、もうちょっとだけ歩こうよ。ね？　いいでしょ？」

　そんな風に言われてしまえば、従う他なかった。

　彼女が少し先を歩く形で、二人でのんびり歩いていく。

　そして。

　やがて──辿り着いた。

「ここは……」

　彼女に導かれるようにして辿り着いたのは──高架下こうかしたの公園だった。

　ベンチと砂場ぐらいしかない、少し寂さびれた公園。

「懐かしいよね」

　しんみりとした声で、織原さんは言った。

「ここに来たかったんですか？」

「うん。久しぶりに、来てみたくなったの」

　胸に熱く、懐かしいもものがこみ上げてくる。

　ここは俺達にとって、思い出の場所だ。

　衝撃的な出会いを果たした日の翌日に、織原さんの手作りお弁当をご馳走ちそうになった場所。

　そして──俺が彼女に、想いを伝えた場所。

「うわあ、懐かしいなあ。この砂場」

　織原さんは砂場の方に駆けていく。

「ここで、砂のお城作ってくれたんだよね」

「そうですね。ウラとカナに手伝ってもらって……」

　手作りのお城と、家から持ってきたクリスマスツリーの電飾を使ったライトアップ。なんとも安上がりなシチュエーションが、15歳の俺の精一杯だった。

　当初の予定では『俺があなたに魔法をかけてあげましょう』から始まるポエム独唱の後に指パッチンしてライトアップするはずだったんだけど、手違いで少し早くライトが点いてしまったんだっけ。

「クオリティはご愛敬あいきようでしたけどね。夜だからどうにか雰囲気出ましたけど」

「ううん、すごくよくできてたよ。私……本当に感動して、わけがわかんなくなっちゃうぐらい嬉しかった……」

　目を細め、本当に至福そうに微笑ほほえむ。

　俺もまた思い返す。

　あの夜のことを──

　ずいぶんと遠い昔のことのようにも感じるし、つい昨日のことのようにも感じる。

　あの瞬間から、俺達の交際は始まった。

　15歳と27歳の禁断の恋愛。

　付き合い始めてからも、たくさんのことがあった。

　様々な困難を、二人でどうにかこうにか乗り越えてきた。

　変わったこともたくさんある。

　でも──変わらないものもある。

　あの夜から何一つ変わらず、色褪あせず、それどころか日増しに強く輝きを増していくもの──

「……ねえ、桃田くん、せっかくだし、また向こうのベンチに──」

　告白のときに彼女が座っていたベンチを指さし、俺のことを誘おうとする。

　でも俺はそんな彼女の誘いには乗らず、

「──姫ひめ」

　と、彼女の名前を呼んだ。

　なんだかまだ慣れなくて、滅多めつたに呼ばない彼女の名前を。

「えー」

　不意打ちを食らい、驚いた顔をする彼女の前で、俺は膝を折って跪ひざまづく。

　そして、彼女の手を取った。

　まるで──お伽話とぎばなしに出てくる王子様みたいに。




「好きだよ、姫」




　俺は言った。

　彼女の顔を見上げるようにして、言った。

「出会ったときから、ずっと。出会ったときより、ずっと」

　変わったものもあれば、変わらないものもある。

　時を経て脆もろくなったものもあれば──より強くなったものもある。

　これから先、なにがあるかはわからない。

　でもなにがあろうと、胸に抱くこの想いだけは変わらないと信じたい。

　あの夜に誓った、想いだけは──

「これからもずっと、一生、俺のそばにいてください」

　俺の、俺だけのお姫様でいてください。

　と。

　俺は言った。

　恥ずかしかったけれど、胸に溢れる想いを留めておくことができなかった。

「……薫かおるくん」

　織原さんは感極まった表情となり、俺の名を呼んだ。

　目からは涙が溢れそうになり、潤んだ瞳で俺を見下ろす。

「また……告白してくれたの？」

「なんか、ウラの頑張りに感化されちゃいまして」
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「……もう。ズルいなあ。またこんなに……私のこと喜ばせて」

　織原さんは笑う。

「ありがとう……すごく、死んじゃいそうなぐらい嬉しい……。私もずっと、薫くんと一緒にいたいよ……」

　幸せそうに微笑み、もったいないぐらいの言葉をくれる。

　世界の全てが俺達を祝福しているような、幸福な空気が俺達を満たした。

　……よし。

　これは──チャンスだ。

　今こそ、渾身こんしんのポエムを伝えるべきタイミングだろう！

　告白の夜から今日まで、考えはするもののまるで見えざる神の手が働くかのように悉ことごとく阻はばまれ続けてきた、俺のポエム。

　今ならば、言える気がする。

　ポエム独唱で感動の渦を巻き起こせる気がする！

　そうさ。

　俺のポエムは、今このときのためにあった。

「おお──」

「でも」

　ポエムを詠よみ始めた直後、まだ冒頭の感動詞の『おお』しか言っていないタイミングで、なんと織原さんが声をあげた。

　またも俺のポエムは阻まれてしまう。

　再び顔を上げると──織原さんはどうしてか、悲しい顔をしていた。

「なんで……なんで今、そういうこと言っちゃうのかな？」

　一言では形容しがたい複雑そうな表情で、織原さんは言う。

　顔には悲痛さと困惑が浮かび、しかし喜びも確かにあり……本当に表現しようのない、複雑な顔つきだった。

「え？　えっと……ごめんなさい。なにか俺、不愉快ふゆかいなことを……？」

「……違うよ。桃田くんはなにも悪くない。この思い出の場所でまた告白してもらえて、本当に本当に嬉しい。桃田くんは悪くない──でも、致命的に間が悪いっていうか」

　間が悪い？

　混乱する俺に「ちょっとごめん」と言って手をはなしてから、織原さんは肩からかけていたスクールバッグに手を入れる。

　そして中から取りだしたのは──花束だった。

　真まっ赤かな薔薇の花束。

「え？　え？　これ、って……」

「……薔薇ばらの花束。桃田くんが私にくれたものと同じようなの、今日のために用意しておいたの」

「え……お、俺に、ですか？」

　戸惑とまどいのままに問い返すと、織原さんは強く頷いた。

「今日……私が桃田くんに、改めて告白しようと思ってたの」

「……え？　告白……？」

「付き合うときも、プロポーズも、いつも桃田くんばっかりで、私はなにもしてないでしょ？　だから今日は……私の方から、サプライズで告白してみようっていう計画を立ててたの」

「サプライズ……あっ。じゃあ、まさか、この高架下まで歩いてきたのも……」

「……そう。全部計画的行動。桃田くんから告白してもらったこの場所で、桃田くんからもらったみたいな花束を用意して、今度は私から告白する作戦だったの……」

　行き場のない怒りと悲しみを滲にじませた顔で、織原さんは訴うつたえる。

「あとはあそこのベンチまで誘って、桃田くんに座ってもらったら今度は私が跪いて、花束を差し出しながらエモい台詞せりふ言って感動の渦を巻き起こすというすごいサプライズを計画してたのに……それなのに──なんで、なんで先に告白してきちゃうの!?」

　涙混じりの、切実な訴えだった。

「ああ、もうなんで桃田くんって、こういうときまで桃田くんなのかなあ？　行動がイケメンすぎるんだよ……！　もうちょっと王子様度を抑おさえてよ……」

　怒られてるんだか褒められてるんだかわからない。

　いやー、マジか。

　まさか、織原さんがそんなサプライズを用意していたなんて。

　そして……俺のせいで、その計画を台無しにしてしまうなんて。

「えっと、ご、ごめんなさい……」

「……いや、謝って欲しいわけじゃなくて……桃田くんはなにも悪くないし。うぅ……でも、どうしてこうなっちゃうんだろう？」

「ほんとですね、どうしてこうなっちゃうんでしょう……」

　二人で一緒に現状を憂うれい、嘆なげく。

　しかし、数秒後──

「……ぷっ」「ははっ」

　どちらともなく、笑った。

　笑うしかなかった。

　あまりに滑稽こつけい過ぎて。

　そして──あまりに幸福過ぎて。

「あははっ。あーあ。相変わらずなんか締まらないね、私達」

「そうですね」

「前もこんなことあったよね。覚えてる？　付き合って最初のデートで、私が桃田くんに合わせて制服着てきたら、桃田くんは私に合わせてスーツ着てきちゃって」

「覚えてますよ。俺達が初めて手を繫いだ日ですから」

「うん、そうそう」

　忘れるはずがない。

　俺達はずっと、こんなことばかり繰り返してきた。

　相手のことを考えているつもりが、いつの間にか自分のことで手一杯になって、悶々もんもんとしてヤキモキとして、空回ってすれ違って、そしてなんだか、変なことになる。

　こんなんばっかり──

　付き合ってから、ずっと。

「相変わらず楽しいね」

「……はいっ」

　嚙みしめるように、俺は頷いた。

　楽しい。楽しすぎる。

　笑ってしまうぐらいに、幸せすぎる毎日だ。

「じゃあ織原さん、そろそろ戻りましょうか」

「そうだね」

　俺が手を差し出すと、彼女は自然とその手を握ってくれた。最初はドキドキして手こずった手繫ぎも、今ではもうお互いに自然とできる。

　でも──この胸の高鳴りは、今なお薄れない。

　これから先どんなことがあろうとも、この想いだけは失わずに生きていたい。

　そう思った。

　彼女も今、たぶん同じことを考えてくれてるんだろうと、そう思った。相手の体温を通して伝わってくる感情が、この上なく幸福だった。

　この半年で、俺がどれだけ彼氏として成長できたかはわからない。

　もしかしたらこの先、今まで乗り越えてきた障害よりもはるかに恐ろしい障害が、俺達の行く手を阻むかもしれない。

　でも、きっと大丈夫。

　俺達なら、きっと大丈夫だ。

　なんの根拠もないけれど、なんとなくそう思った。

　織原さん。

　織原姫さん。

　ちょっぴり年上だけれど、最高にかわいい俺の彼女。

　俺はこれからも、この人と共に歩んでいく。











あとがき









　失恋とは『恋を失う』とは書きますけれど、現実では『恋が終わったからってそう簡単には恋心は失えず、だからしんどい』のが失恋ではないかと思います。フラれたり別れたりした後でも、気持ちを引きずってしまうことが多々ある。失恋したときに失うのは相手との未来や関係性であって、恋心を急激に失うわけではないような。あるいは別れの瞬間から、ゆっくりと時間をかけて徐々に失っていくからこそ、それは『失恋』と呼ばれるのでしょうか。なんだか寂さみしい気もしますけれど、失っていく過程で新たに得るなにかもあると、そう信じたいものです。

　そんなこんなで望のぞみ公太こうたです。

　年の差ラブコメ第六弾。今回はモモ、ウラ、カナ、三人の王子様の物語（なお、かなりウラの比重が大きい）。一巻から匂におわせてた三人の話を書くことができて楽しかったです。女性がいくつになってもお姫様であるように、男だって王子様になりたい、という話でした。

　今回、あとがきのページ数が多いので──唐突にキャラ解説！

・桃田ももた──主人公。長身。壊滅的運動音痴おんち。27歳と付き合っても恥ずかしくない誠実で男らしい主人公にしようと思ったら、お前本当に15歳かよ、というぐらいしっかりしてしまった男。なんかキャラ的に学ラン似合いそうと思っていたら、ななせさんが特に指示も出してないのに主人公の通う高校を学ランにしてくれたのは、今でも覚えているプチ奇跡。名前は桃太郎から。

・織原おりはら姫ひめ──メインヒロイン。作者の好みを詰め込んだ、制服が似合いすぎる奇跡のアラサー。一巻発売前、まだラノベ界では年上ヒロインに対する風当たりが強く、アラサーヒロインなどもっての外ほかだった。絶対に編集部が通してくれなかった。どうやって編集部を説得するかと考えたとき『表紙で制服着てればなんとかなるかも！』という悪魔的発想にいたり、そこから一巻冒頭の出会いのシーンを思いつき……その結果が、やたらと制服を着るアラサーヒロイン、織原姫の誕生だった。『年上ヒロインは売れない』という時代背景があったからこそ生まれたヒロイン設定だと言えるでしょう。桃田くんがしっかりしすぎている反面、なんか恋愛方面ではやたらポンコツになってしまった。名前は織姫から。三巻で軽く触れましたが、織姫と彦星の織姫ではなく、桃太郎の原案との説もある『瓜子織姫』から。

・浦野うらの泉いずみ──主人公の友達。陰いんキャの中の陰キャ。自意識と被害妄想の化け物。書いててすごく楽しいキャラでした。ＧＡの新作『きみって私のこと好きなんでしょ？』は、実はこの浦野を書いてて『恋する陰キャって書くのすげえ楽しい』と思ったのが執筆のきっかけだったり。六巻はこいつが実質主人公で、実質ヒロイン。名前は浦島太郎から。

・金尾かなお遥はるか──主人公の友達。陽ようキャの中の陽キャ。イケメン。古い洋楽好きという裏設定があり、特にカート・コバーンやジミ・ヘンドリックスで有名な『27クラブ』に強い感心を持ってて、その辺を現在進行形で27歳を生きてる織原さんと絡めてなにかやろうとも思っていたのですが……どう頑張っても話が暗くなりすぎる気がしたので却下きやつかしました。桃田とは反対で学ランが似合わなそう……。名前は金太郎から。幼馴染おさななじみ三人の名前は、桃太郎、浦島太郎、金太郎をモチーフにしようと決めてから名前を考えたのですが……『モモ』と『ウラ』って愛称はいいけど『キン』ってなんかキャラに合わないなとなって、『カナ』というオシャレな感じに落ち着く。

・白井しらい雪ゆき──ヒロインの友達。専業主婦。子持ち。織原さんに対して恋愛面でアドバイスができる友人ポジションが欲しかったのである。合理的な常識人。子供のネーミングセンス以外は。名前は白雪姫から。もう一人、シンデレラモチーフの灰村はいむらさんを織原さん友人ポジションとして出す予定もあったけれど、なんか雪さんが有能すぎて彼女一人で全部どうにかなってしまった。

・指宿いぶすき咲さき──裏のヒロインにしてウラのヒロイン。ウラとの掛け合いが楽しい女子にしたかったので、陰キャの天敵みたいな性格。なかなかの巨乳なのだけれど、この作品では某姉妹のせいで目立つことはない。名前は親指姫から。

・魚海うおみ唄うた──謎のヒロインにしてカナのヒロイン。天然ともミステリアスとも違う、よくわからない女子。僕の別作品『異能バトルは日常系のなかで』の千冬ちふゆちゃんが大きくなったら、みたいなイメージで書いたヒロインです。書きづらそうに見えて、なにやっても『こいつだしな』で済むので意外と書きやすい。名前は人魚姫から。

・織原妃きさき──ヒロインの姉。そして最終的には主人公の義母。これまでのあとがきにも書いていた通り、当初の予定を無視して暴れまくった女性。マジで再婚させる予定など一ミリもなかった。これだから創作は面白い。名前は織姫から。前述の通り織原さんの方が『瓜子織姫』で、こっちは普通に織姫と彦星から。元夫の『星野』さんが、一応彦星からネーミングしてたり。

　以上キャラ紹介でした。

　唐突に告知。コミカライズは『マンガＵＰ』様で好評連載中です。コミック四巻がこの六巻と同時発売！　よろしくお願いします。

　以下謝辞。

　担当の中溝様。今回もお世話になりました。過去最悪レベルの進捗でしたが、なんとかなるものですね……。ななせ様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。三者三様のカップルイラストが素敵でした。

　そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、縁があったらまた会いましょう。　　　　　望公太







著者

望　公太（のぞみ　こうた）

　狙ってたわけではないのですが、１巻と４巻、２巻と５巻、そして３巻と６巻がそれぞれ連なってるような内容となりました。




イラスト

ななせめるち

　めるちです。最近は久しぶりにゲームをしております。ＦＦ７Ｒなんですけどね。普通に名前書いちゃいます！　だってほら、年カノそういうの大丈夫だからね！　いやぁもうメチャクチャ良かったです、分作とか関係ない！　キャラ良！　演出良！　システム良！　きっと姫ちゃんもやってる！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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